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　十月十八日。二十五歳の誕生日を迎えたこの日、私は退職した。大学を出てからおよそ三年だけの社会人生活。玩具メーカーの営業として、初めての企画をやり遂げた充足感と次の仕事に意欲を持っているだろう時期。残念だね、と営業部長が惜しんでくれたことがうれしかった。退職する私に、みんなが『桐きり尾おさんお疲れ様』というメッセージカードを添えて、コスモスやケイトウをメインにした花束を贈ってくれたり、そろそろハロウィンの季節だからとお菓子をたんまり持たせてくれたりしたのも、思い出になっていく。そして、褪せて遠い昔の記憶へと変わっていくのだろう。

　みんなに見送られて会社を出たあと、大きな花束と、たくさんのお菓子、私が関わった企画で作られたビィビィとうるさく鳴る目覚まし時計のおもちゃを抱えて都内にあるホテルにやってきた。

　途中で窓ガラスにちらりと映った自分の姿を改めて見直す。紺色のスーツを着てきたけれど、おかしくはないだろうか。タイトスカートの丈は膝下で問題はないはず。白いブラウスはクリーニングに出して下ろしたばかりで皺はほとんどない。スタンダードなデザインのジャケットも、ボタンをきっちり付け直して前を留めてある。髪もぎゅっとうなじで縛った。新社会人の頃を思い出して、身だしなみは整えたからきっと大丈夫だと一人で大きく頷いた。

　フロントで声を掛けると、スタッフ全員が私に恭しいほどのお辞儀をしてくれる。頭上から降り注ぐ、煌々と輝くシャンデリアの明かりが煩わしい。

　荷物を預かると言われて、鞄以外は取り上げられてしまった。最後まで未練がましく握り締めていた目覚まし時計の入った紙袋も、スタッフに優しく促されて手放す。俯いた視界に入る、百合のような花の模様が描かれた紺色の絨毯が恨めしくて仕方ない。

　このホテルは、私にはあまりに不相応だ。静謐なロビーには、人がいるのに話し声のざわめきさえ聞こえない。カフェもバーもあって、客もいるのに静かすぎて耳が痛くなる。

「こちらをご利用ください」と渡されたエレベーターを操作するカードキーを受け取って、とぼとぼと背中を丸めながらエレベーターに乗った。オフホワイトの壁紙は染みひとつない。エレベーターの床にも毛足の長い、沈み込むような絨毯が敷かれていて雲の上に立っている気分になる。でも、決して気分が上がるわけではなく、むしろ下降気味だ。

　ここは、ハイクラスに名を連ねるウィリアホテル。羽は木ぎ籐とうリゾートグループが経営するホテルだ。セレブ御用達の本店とは別に、観光名所へ行けばだいたいの場所に系列の施設がある。レベルの高い接客とサービスが人気らしいが、私は初めてここへ来た。二十五歳の誕生日の記念にというわけではない。これは逃れられない檻への一歩だ。

　エレベーターが、指定されたフロアへ到着する。三十八階建ての最上階。

　開く扉から出て、周囲を見回した。オフホワイトの壁紙はどこも共通のようだ。足元の絨毯はベージュ。やはり名前のわからない花模様が描かれている。爪先でちょんちょんとつついてみると、色が少し濃くなった。慌てて絨毯の毛の流れを揃えて、意味もなく咳払いをしてから歩き出した。このフロアには部屋がひとつしかないらしい。来ればわかる、と昨夜連絡があった。

　足音を吸い込んでしまう廊下を歩きながら、フロアに人の気配がないことが不安になる。

　広大な空間にあるジムスペースや応接スペースなどを覗いてみたが、使用している人はおらず、すべてガラス張りで心許なく思えてしまう。ここじゃないな、と心で一人呟きながらひたすら廊下を歩いた。ほんのりと赤みを帯びる照明は、ロビーよりも煩わしさは感じないが、まとわりつくようであまりいい気分にはならない。ここは、私にとって息苦しい場所だ。

　廊下を歩き続けているとようやく部屋らしい扉が見えた。深い飴色の扉だ。

　立ち止まり、インターホンを押す。程なくして内側から扉が開いた。中から姿を見せたのは、スーツ姿の男性だ。白いシャツに青いストライプのネクタイ。紺色のジャケットにスラックスといった、どこにでもいるビジネスマンの姿。でも、私はその人のスーツ姿は珍しいと思った。

「待ってたよ」

　精悍な顔立ちが、うっすらと微笑みに彩られる。形のいい唇が甘い声を紡ぎ出して、身震いした。こんなに甘い声で話す人だっただろうか。背筋になにかが走るような奇妙な感覚がする。それは、高揚なのか緊張なのかわからない。ただ、ひれ伏したくなるような美貌と、温かさも冷たさも持つまなざしに戸惑ったことは間違いなかった。

「……琴こと穂ほ？」

　私がじっと見つめていたからか、彼が不思議そうな顔をする。

「お、お久しぶりです、聖せ惟いさん」

　慌てて返事をして頭を下げた。羽木籐聖惟。それが、彼の名前だ。




　ウィリアホテルの最上階は、羽木籐一族本家のためだけに作られていると言っていい。

　部屋そのものはスイートルームと大きく変わるわけではないらしいが、このフロアは招かれた人以外は立ち入ることのできない場所。ジムも、応接スペースも、来る途中では見つけられなかったゲストルームも、彼らに招かれた客が使うのだそう。パーティールームも完備されている。もちろん、特別仕様だ。

　そんな話を聞きながら、そもそも聖惟さんとは住む世界が違うのだと思い知った。

　広い玄関を抜けて、大きなリビングスペースに通される。クラシックなヨーロピアンテイストの室内は白で統一されていた。高級そうなソファに、ロビーや廊下で感じたよりもふかふかと沈む絨毯。アンティーク調の家具や調度が置かれていて、貴族のお城に招かれた気分だ。

「七年ぶりかな。こうして会うのは」

「はい。その節はお世話になりました」

　リビングスペースにあるソファに座り、腰を折った。

　聖惟さんは隣へ座るようにと誘ってくれたのだが、あまり距離が近いと緊張してしまうので、脇に外れた一人がけのソファでなんとか落ち着いている。とはいえ、手を伸ばせば聖惟さんが届く。そんな距離に彼がいることが、不思議すぎて落ち着かない。

　久しぶりに顔を合わせたが、あの頃と変わることなく彼は端麗だ。

　七年前の記憶でも、聖惟さんは静謐な美しさを纏っていた。切れ長の目元は涼やかで、鼻梁が高く通っていて、形のいい唇からは聞き惚れてしまうくらいの甘い声が零れる。百八十センチを越える長身と、すらりと伸びた手足。長くてきれいな指先にドキドキしたことは数え切れない。

　私の初恋の相手で、手の届かない雲の上の人。失恋した人で、いまは婚約者。

　矛盾だらけの関係性に戸惑うが、受け入れるしかない。

　私と聖惟さんの関係は、主人と召使いのようなものだろう。彼は気さくに話しかけてくれるけれど、私は決して顔を上げることができない。彼の言葉があって初めて目を合わせることを許され、彼の言葉には絶対が求められる。私が生まれ育った土地では、住民はすべて羽木籐家の使用人同然。婚約者だったとしても例外はないのだ。

　私は、聖惟さんの言葉に嘘偽りなく、けれど気分を害さないように言葉を選んで話をしなければならない。

「顔を上げて、琴穂」

　その言葉に従い、顔を上げた。目が合うと、彼が話を続ける。

「仕事は辞められた？」

　辞められた……か。聖惟さんの物言いは、なんだか引っかかる。だから、きつく手を握り締めて、湧き上がる違和感を呑み込んだ。

「はい。一ヶ月前に担当していたプロジェクトが終わったので、そのあとはサポートに回してもらって今日、退職しました」

　私が最後に担当した仕事は、あのビィビィと鳴る目覚まし時計の企画だった。一年くらい前に精密機器メーカーに営業をかけて、共同製作したものだ。カラフルなアヒルがお腹に卵を抱えていて、その卵が時計になっている。頭を押すとアラームが止まるのだが、試作品を試用している間に何度頭をもいだことか。寝ぼけて全力で頭を叩いてしまう私がいけないのだが、工場長に苦笑いされながら頑健な頭を作り上げた。

　最後の仕事としてはいい思い出がたくさんできたし、辞めたくないと強く思ってしまった。最初は、娯楽のない田舎で生まれ育ったから玩具メーカーを選んだのだが、プレゼンをするのも楽しかった。デパートや総合スーパー、家電量販店などに置いてもらえるように交渉するのも、大変だったけれどやりがいがあった。なにより、自分が出した企画を通してもらえて、みんなで商品を作っていくという工程に携われたのはかけがえのない経験だ。苦しいこともなかったわけじゃないけど、楽しいことが多かった。やりたい仕事を目一杯できたと思う。悔いはないけど、どうしても聖惟さんの言葉が引っかかって素直に楽しかったと彼に言えない。

「それならいいんだ」

　伏し目がちに聖惟さんが呟く。

　もしも、仕事を今日までに辞められていなかったら、彼はどうしただろうか。羽木籐グループを総動員して私を退職させるのだろうか。それとも、待ってくれた……？

　それはないなとかぶりを振る。七年前からの約束だったから、絶対に今日、辞める必要があった。一日たりとも彼は待ってくれない。それくらいの想像はつく。

「聖惟さんにも最後の成果を見てほしくてもらってきたんですけど、ロビーに置いてきちゃいました」

「玩具メーカーだったっけ。君が楽しかったならそれでいいよ」

　まるで興味なんてなさげに言われて、少し悲しくなった。聖惟さんが私に興味を持っていないことはわかっているが、もう少し話を膨らませてもらえたら、聖惟さんのことをもっと知れるのだけれど。

　私が知っている聖惟さんの情報はあまり多くない。華道と茶道が好きで、武術もそれなりに嗜んでいて、勉強がよくできる。あとは、卵焼きが好き。こんな程度だ。

　たとえば、どんな色や天気が好きなのかとか、趣味らしい趣味も知らない。嫌いな食べ物だってわからないし、それこそ、おもちゃに興味があるのかどうか聞いたことがない。子どもの頃から関わりがあって、おそらく地元住民のだれよりも多く彼と過ごしているはずなのに、そんな些細なことさえわからないのだ。

　聖惟さんは別に知ってほしいとは思ってないのかな。なんだか寂しいなぁと俯いていると、膝の上に小さな箱が乗せられた。紺色のビロードで飾られた、手のひら大の小箱だ。この中身は、見なくてもわかる。おそらく指輪だ。きっと、ダイヤモンドのついたエンゲージリング。

「聖惟さん、これ……」

　顔を上げて彼を見ると、目は合わせてくれるがそこに特別な感情は読み取れなかった。いつもと変わらない、冷静そうな聖惟さんがいるだけだ。

「君の人生を預かるんだ。その約束は示しておきたい」

　たとえばドラマのワンシーンにあるような、ロマンチックな夜景を見ながら甘い雰囲気になって、プロポーズをされるといったような夢を見ていたわけじゃない。私が彼の婚約者になったときから、それはわかっていたことだ。

「……ありがとうございます」

　もう少し弾むような声が出せればよかったのに、私の声はずいぶんと気落ちしている。

「別に身につけなくてもいいから」

　淡々とした声で言われて、ますます気持ちが沈む。

　中身をたしかめるでもなく、サイズを合わせるでもなく。ただ義務として渡されただけの指輪なのだろう。こんなにむなしいものだとは思わなかった。煌めく宝石と、美しい地金で作られた指輪に、胸が躍ることはない。これは、私と聖惟さんを繋ぐ枷だ。

「つけたら、本邸で邪魔になっちゃうかもしれないですね」

　精一杯笑った。聖惟さんは私を見ることもなく「そうだね」と独り言のように呟くだけ。彼はどんな顔をしてその言葉を呟いたのか、私が知ることはできなかった。

　これから、この人と暮らしていくのか。羽木籐一族の本邸である、あの大きな日本家屋で。生涯を共にし、彼の後継者を産み育てながら。彼に顧みられることはきっとない。

「琴穂」

　無意識に奥歯を噛み締めながら、聖惟さんを見た。一瞬どきりとしたのは、彼がいつもと違う熱っぽいまなざしを向けたからだろうか。

　伸ばされる手が小さな箱を取り上げてテーブルに置いたあと、私の手に重ねられ、緩く握り締める。身を乗り出すように距離が近づくと、彼の手が頬をそっと撫でた。そのまま促すように仰のかされて唇が重なる。

「……んっ……」

　唇を擦り合わせながら、ちゅっ、ちゅっと何度も啄まれた。

　一瞬なにが起こっているのかすぐには理解できなかったが、聖惟さんとキスをしていると理解した途端、心臓が壊れたのかと思うくらいドッ、ドッと高く鳴り始めた。

「聖惟、さん……」

「口、開けて」

　ぺろっと唇を舐められ、首をすくめる。

　私は十六歳から彼の婚約者だったので、他の男性との恋愛経験はない。キスはもちろん、手を繋いだことさえないのに、いきなり距離を詰められて戸惑わないわけがない。

「あ、あの……急……で……」

　端正な顔があまりに近くにあるので、うまくしゃべれない。話そうとするたびに吐息が触れ合って、恥ずかしくなってしまう。

「今日、僕がなにもしないと思った？」

　腰を抱かれ、そのまま身体が浮かされる。驚いた瞬間には場所を入れ替えられて、ソファには聖惟さんが座り、私は彼の膝の上に抱き上げられてしまった。

「それは……」

「君は僕と結婚するんだ。……僕は、七年待ったよ」

　ぐっと息が詰まった。聖惟さんの声が冷たさを帯びたからなのか、その言葉があまりに重たかったからなのかはわからない。でも、私は反論できなくなってしまった。

　私が七年前に無理を言わなければ、今頃は彼の子を産んでいただろう。羽木籐家はそれで、ひとまずの安泰を得られていたはずだ。でも、私のわがままで七年も待ってもらった。二十五歳になった私には、彼らの望む役目を果たすだけの機会がどれだけあるだろうか。きっと、男を産めと言われる。女の子でも婿養子として後継者を得ることはできるだろうが、羽木籐家が一番求めているのは直系の後継者だ。

　私のわがままで長引かせた婚約関係なのだから、完璧に応えきらなければならない。

　その機会をふいにするわけにはいかないのだ。

「……はい。聖惟さんの意思に従います」

　彼の言葉は絶対。だから感情など乗せずに頷いたのだが、聖惟さんが眉をひそめた。こういう返答ではいけなかったのだろうか。もっと彼を誘うような言葉や態度が必要だったのかもしれない。

「琴穂、僕にキスをして」

　頭を引き寄せられ、顔が近づく。どうすればいいのかわからないが、従うと言ったのだから拒むことはできない。さらに顔を近づけ、ぎゅっと目を瞑って唇を押し当てた。すぐに離れようとしたが、頭を強く押さえられて身動きが取れない。

　彼の胸を押し返していると、唇を割ってぬるりと舌が押し込まれた。

「んっふ……」

　生き物のように蠢く舌が絡み合う。まるで味わうように舌を舐められ、くちゅくちゅと水音を立てながら深く繋がり合っていく。

　口内の粘膜をなぞられ、歯列も口蓋も余すことなく舐め尽くされて、頭がくらくらする。息を継ぐたびに、湿った吐息が混ざり合っては呼吸を奪われた。

「んんっ……」

　心臓がバクバクと耳の奥でうるさく鳴る。聖惟さんに覆い被さるように、しがみついてキスを貪る自分がひどく淫乱に思えた。

　舌の裏を舐められてぞくぞくと身を震わせていると、彼の手が胸元にあてがわれた。

「っ……、聖惟、さん……」

　ジャケットのボタンが外される。肩から落とされ、身をこわばらせたが彼の手は止まることなくブラウスのボタンも開いていく。

「は、ぁ……っ、聖惟……さ、んっ、あ……」

　それ以上のことが言えない。恥ずかしいから待ってほしいとか、心臓が壊れそうなくらいドキドキしているとか、思うことはあっても言葉にできないのだ。聖惟さんの邪魔をしてはいけない。

「琴穂、僕を見て」

　気づかないうちに俯いていたことに気づいて顔を上げる。聖惟さんと目が合って、ドクッと鼓動が高鳴った。身体が芯から熱くなって震える。彼の手がブラのホックを外して押し上げ、乳房をあらわにすると、それだけで呼吸が止まりそうだ。

「私……聖惟さんの顔、見られないです……」

　恥ずかしすぎる。もう諦めて消えたと思っていた淡い慕情が火を灯す。彼に振り向いてもらえないとわかっていても、私はあの頃の初恋をまだ諦めきれていない。

「僕の顔を見たくないのなら、見なくて済むようにしてあげる。でも琴穂にはきついよ」

　やわやわと胸元の柔肉を揉みしだかれる。弄ぶように形を変えて、指が沈み込む様を楽しんでいるようだ。

「聖惟さんを直視するのは恐れ多いというか……」

　目を右へ左へ泳がせながらごにょごにょ呟くと、彼が浅い息を吐いた。

「そんなことは聞いてない。琴穂は僕の顔を見たいの？　見たくないの？」

　彼は、育った環境からかひどく緊張を強いるような声を出すことがある。その瞬間、私はどうしても身を固くしてしまう。

「……できれば、見えないほうがいい……です」

　盗み見るように視線を上げると、聖惟さんがとても悲しそうな顔をしていた。

　決して彼の顔を見たくないというわけではない。でも、正面から彼の顔を見るのは失礼になるからやめるようにと教わってきた。七年経っても、子どもの頃から染みついた価値観や習慣はなかなか変えられないものだ。

「優しくはできないよ。それでもいい？」

「それは……聖惟さんの思うようにしてもらうのがいいと……」

　聖惟さんが思案顔をする。逡巡したのはおそらく一瞬。すぐに気持ちを決めたようで、私の身体を抱き上げた。

「えっ……!?」

「僕の思うようにしていいんだよね」

「そうですけど……」

　抱き上げられたまま運ばれ、どこへ連れて行かれるのかとあたふたしていると、寝室のベッドに下ろされた。

「僕のやりたいように君を抱く」

　うっすらと笑みを浮かべる聖惟さんに、ゴクリと喉を上下させる。指先がかすかに震えていることに気づいて、ぎゅっと手を握り込んだ。

「……はい」

「君は……」

　なにかを言いかけた聖惟さんを見つめた。その言葉の続きを聞くよりも先に唇が重なって押し倒されてしまう。途中まで開いていたブラウスのボタンがすべて開き、緩んでいたブラもろとも引き剥がされて上半身を覆うものはなにもなくなってしまった。心細くて前を隠そうとすると、彼の手が私の手首を掴んでベッドに押しつける。

「隠していいなんて言った覚えはないよ」

　声がピンと張り詰めて響く。この行為に、私の意思は介在しない。すべて聖惟さんの心のままに従っていくだけだ。

「はい」

　頷くと、聖惟さんがなんとも言えない顔をした。悲しそうな、つらそうな、でもどこか歓喜も覗く顔。

　一度目を伏せた彼が、そのまま胸元に吸い付いて先端を舌で舐める。はじめての感覚にびくっと身体が震えると、そのあとは自分でも驚くほど快感を捕まえてしまう。

「んっ……、ん、……っ」

　ちろちろとくすぐるように胸先の飾りを舐められ、立ち上がっていく。ぴんと膨らんだ粒が、しっとりと濡れて熱を帯びる口内に含まれた。ちゅっ、ちゅるっとむしゃぶりつくように吸われると背筋に甘い疼きが走る。

「あっ……、あっん……」

　空いたもう片方の胸が、切なく熱を持つ。触ってほしいけれど、そんなことを口にできるはずもなくて、彼の手を探して掴む。

「聖惟さん……」

　震える声で名前を呼んだ。彼ならなにかを感じ取ってくれる気がしたのだが、一瞥されただけですぐにまた顔を伏せられてしまった。

「んっぅ……、んっ、ん……」

　舌先で肉粒を捏ねられると声が止められない。聖惟さんがこんなにいやらしいことをするなんて想像したこともなかったからか、目の前で繰り広げられる光景がまるで夢を見ているかのようだ。

　ちゅうぅっと強く胸先が吸い上げられた。

「んっ……あ、あぁっ……」

　身体の内側からなにかを引きずり出そうとするような愛撫に身体が仰け反る。

　未だ触れられることのない右側の胸が寂しくて仕方ない。どういう理由かはわからないけれど彼に気に入られなかっただけかもしれない。でも、もっと触ってほしい。

　疼く胸に自らの手をあてがった。すると、すぐに聖惟さんに手首を掴まれる。

「触っていいって言った？」

　ちらりと視線を向けられて、気まずくて目を逸らした。

「すみません。左側ばっかりで……」

「僕の好きにすると言ったはずだよ。君は、どんなふうに扱われても僕の意思に関係のないことをしてはいけない」

　はっきりと言い切られて身が竦む。そんな行為はおかしいと思う。私が知っている恋人同士の関係というものは、もっと穏やかで、お互いが思いやりを持って接していくものだ。大学の友人や会社の先輩、同僚がそんな恋をしていた。そんな恋に憧れていた。だけど、私たちは光に照らされるような、だれかが羨むような関係にはなれないのだろう。

「でも、君がこっちも触ってほしいってことはわかったよ」

　顔を寄せて、右の胸に吸い付かれた。

「んあっ……あぁ……っ」

　待ちわびていた刺激が与えられたからか、身体がびくびくと魚のように跳ねる。

　シーツを掴んでくねる身体を抑えようとしても、ちゅぱ、ちゅぱといやらしく音を立てて敏感に膨らむ粒を刺激されると耐えきれない。身体の中心が熱くなって、気を紛らわせるように聖惟さんの身体に腰を押しつけた。

「琴穂はどこでそんなおねだりを覚えたの？」

　腰を抱き込まれてスカートのホックが外される。

「ごめんなさい……聖惟さん……、ごめん、なさい……」

「怒ってるわけじゃないよ。……それとも、他の男に教えてもらったの？」

　すうっと彼が目を細める。そんなはずがない。聖惟さんと結婚すると決まっていたのだから、恋愛には近づかなかった。合コンの誘いも、友達を紹介するよと言ってくれた友人の申し出も断ってきた。

「そんなこと、してません……」

「それならいい。僕にねだるのは可愛いと思う。勝手に触ろうとするのは許さないけど」

　さっき自分で触ろうとしたのも、聖惟さんには気に入らなかったのだろう。

　話し方が柔らかいから厳しさは感じないけれど、彼の表情はなんの興味も示していないように見えた。きっと、悪手だったのだ。

「もう、しません」

　聖惟さんの不興を買わないようにしないと、と唇を引き結ぶ。

「そんなに硬くならなくていいけど、わかってくれたならいいんだ」

　ちゅっと額にキスをされ、スカートが脱がされる。さらにストッキングとショーツをまとめて引き下ろされて着ているものがすべてなくなってしまった。

「聖惟さん……あの、恥ずかしい、です……」

「恥ずかしいなら、僕にしがみついていればいい。顔は見えなくなるよ」

　彼がジャケットを脱ぐと、手を取って首に掛けるように促される。こんなに近く聖惟さんを感じてしまっていいのだろうか。戸惑いながらも、彼の肩に手を置いた。

　聖惟さんがふっと息を吐く。まるで安堵したようだと思ったのは私の気のせいだろう。

「琴穂、できるだけ力を抜いていて」

「……はい……」

　ドキドキする。息が無意識に止まってしまう。それに気づいて深呼吸していると、彼の手が身体の上を滑った。腰元からお腹の上を羽で撫でるようになぞり、脚の間に滑り込まされる。内腿を撫でると、左右に大きく脚を割られた。

「っ……、聖惟さん……」

　こんなはしたない格好をしていいのだろうか。でも促しているのは聖惟さんだし、大丈夫のような気もする。だけど変なことをしていたら──。

　ぐるぐると答えのない堂々巡りに思考が陥ったが、すぐにそれは中断された。彼の手が脚の間を弄り、秘裂を捉える。ぬるりと滑る彼の指が、敏感な肉芽を擦った。

「んあぁ……っ」

　びりびりと電流が走るような感覚に首を仰け反らせる。爪先が熱くなるような感じがして、その熱がぞわぞわと這い上がってくる。

「ちゃんと濡れてるね」

　聖惟さんが指を動かすたびにくちゅくちゅと水音が立った。粘り気のある液体をかき混ぜるような音が耳についていやらしい気持ちが湧いてくる。

「んっ……、ん、ふ……」

　優しく花芯をなぞられて、鈍い感覚が少しずつ快感に変わっていく。

「ここを触られるのは嫌いじゃない？」

「……たぶん……」

　曖昧な返答だったが、聖惟さんは「それならよかった」と額にキスを落とした。こんな返事をしたら怒られるんじゃないかと思っていたけれど、そうでもないのだろうか。

「聖惟さん……、私、どうしたらいいですか……？」

「特になにもしなくていいけど……どうしてもなにかしたいなら、僕の服を脱がせて」

　いきなりハードルが高い。でも、それ以外にできそうなこともない。意を決して彼のネクタイに手を掛けた。まごつきながらもネクタイを緩めると、聖惟さんが笑みを零す。

「いいね……ドキドキする」

「……聖惟さんもドキドキするんですか……？」

　不思議な言葉を聞いた気がして問い返した。

「僕だって人並みに緊張も興奮もするよ」

「そう……なんだ……。聖惟さんも緊張するんだ……」

「いまだって、どこを触れば琴穂が喜んでくれるか、痛くないか考えて少し緊張してる」

　聖惟さんを見つめる。ちゃんと気遣ってもらえているのだとわかると、なんだかくすぐったい気持ちになった。

「……もっと、琴穂の可愛い声が聞きたいんだ」

　キスをされ、彼の体温に身を委ねる。舌を絡ませ合いながら、そっと聖惟さんの背に腕を回すときつく抱きしめられた。

「聖惟さん。私、大丈夫ですよ」

　ふぅっと彼が息を吐く。ややして身体を離すと、聖惟さんは首を横に振った。

「もう少し時間を掛けよう」

　そう言って、私が緩めたネクタイを彼が無造作に解き、ボタンを外してシャツを脱ぐ。目の前にある光景を認識するよりも先に、私は彼から目を逸らしてしまった。

　聖惟さんが服を着ていない姿なんて、想像したこともない。見るには刺激が強すぎるし、恐れ多いような気もする。でも、やっぱり見てみたいと思ってちらりと目を戻すと、スラックスと下着まで脱いでいたので慌てて両手で顔を隠した。

「聖惟さんごめんなさい見るつもりは全然なかっ──ありましたけど！」

「正直に白状しなくていいし、琴穂にならじっと見られても別に困らないよ」

　おずおずと指の隙間から覗くと、聖惟さんがクスクスと笑っている。こんなふうに笑う彼を見るのは初めてのような気がする。

「……聖惟さんって、やっぱり神様の末裔なんですか？」

「地元だとよく言われるけど、そんなわけない。周りが誇張しすぎなんだよ」

　私はそう聞いて育ったので、聖惟さんのご先祖が実は神様だと言われても信じられる。

　厚みのある胸板も、しっかりと鍛えられて引き締まった腹筋も、緩やかな稜線を描く肩も全部、神々しいと思った。

　顔だけでなく身体まで完璧とか……人間じゃないって言われたほうがしっくりくる。

「少しは力が抜けた？」

「……ほんのちょっとだけ」

「うまくやろうとしなくていい。君には、僕の好きなことを僕の手で教えていくから」

　頷いて見せると、頭を一度くしゃりと撫でられた。

　聖惟さんが身体をずらし、脚の間に身体を滑り込ませる。ぐいとさらに大きく両脚を広げられると、一瞬の躊躇もなく彼は秘部へ口をつけた。

「んっぅ……！」

　ねっとりとした感触が秘裂をなぞっていく。ぬちぬちと音を立てながら、鈍い感覚を帯びる花芽をちゅうっと吸われた。

「あ、あっ……」

　びくっと足先が跳ね上がる。背筋に甘く痺れるような感覚が走って、じっとしていられない。

「んっ、ふ……、ああっ……」

　シーツを掴んで身体をくねらせた。ひどく疼く。熱が下腹部に溜まって、暴れ出したくなる。

「んあぁっ……、聖惟、さん……、あ、あっん……」

「こっちのほうが気持ちよさそうだね。蜜が溢れてくる」

　ジュッと愛液を啜られ、耳を塞ぎたくなった。聖惟さんにこんなことをさせていいのだろうかという罪悪感と、普段では近寄ることさえできない彼がこんなにも近くで淫らな行為をしていることへの高揚感が、さらに興奮を誘う。

「聖惟さん……そんなところ舐めちゃ……汚いです……」

「でも琴穂は興奮してるよね。ここ、さっきより膨らんできた」

　ちゅるりと花芯を口内に含まれ、しゃぶるように舐められる。唇で扱かれ、舌で転がされて腰が浮き上がった。

「んあぁ……っ、あ……っんぅ……」

　お腹がきゅうきゅうと引き攣れるように蠢く。そのたびに感覚が敏感になっていくようで、もっとしてほしいと思う自分が恥ずかしかった。

「琴穂、手を貸して」

　手を差し出すときゅっと握られ、そのまま秘所へ誘われる。

「僕に見せつけるように開いておくんだよ」

「え……、そんな、恥ずかし……」

　顔まで熱くなったが、聖惟さんはうっとりと目を細めた。

「恥ずかしいともっと興奮するのかな。ここ、とろとろになってるよ」

　彼の指がぬかるむ蜜口をなぞる。なんの抵抗もなくぬるぬると滑らされて、頭を左右に振った。

「聖惟さん、手を離したいです」

「だめだよ」

　再び顔をつけて、蜜壷に舌が差し込まれる。愛液を掻き出すように抜き差しされ、ジュルッと音を立てて啜られた。

「ふ……っん……あ……」

　恥ずかしいのに、どんどん身体が熱くなって興奮してしまう。

　肉芽をちゅっ、ちゅっと何度も吸われて腰をくねらせた。

「聖惟さん、あ、んあぁっ……」

「それでいいよ。もっと大胆になってもいい」

　腰を掴まれ、固定されるとキスをするように蜜口を舐られる。じゅる、ちゅぱっと下品な音が聞こえるたびに頭がくらくらした。

「ここ、弾けそうだね……」

　吐息に混ざる声が甘さを帯びていく。聖惟さんの指が熟れた芽をきゅっと摘まむと強い刺激が全身をビリビリと駆け巡った。

「ああぁ……っ、あ……は、んっ……」

「……可愛いね、琴穂。気持ちいい？」

　胸がきゅうっと疼く。聖惟さんに甘く囁かれる日が来るなんて思ってもみなかった。たとえ心からの言葉でなかったとしても、うれしくて仕方ない。

「んっ……、気持ちいい……けど、変じゃ……」

「おかしくないよ。……可愛い」

　媚肉を押さえていた手を取られ、指先にキスをされる。聖惟さんの声がどんどん甘さを増していくのは、彼も興奮しているからだろうか。どんな表情をしているのだろう、と目を向けると聖惟さんと目が合った。一度捕まると逃れられないような、吸い込まれそうな引力を纏う視線にドキドキと鼓動がさらに高鳴っていく。

「中でも気持ちよくなろうか」

　熱く息を零して、肉芽に吸い付かれる。それと同時に、蜜口から指が押し込まれた。

「っは……、ん、あぁ……あっ、く……っ」

　強烈な圧迫感に身体が仰け反る。

　ぐちゅぐちゅと中をかき混ぜられ、抗うようにシーツを掴んだ。

「んあぁっ……、は……っ」

「琴穂……」

　名前を呼ばれながら花芯を吸い上げられると、膣壁がきゅうっと蠢く。ぬちゅ、ぬちゅと音を立てながら内側を弄られて、強く押された。

「んっぅ……、あ……あぁっ」

　目の前がチカチカする。押されて苦しいはずなのに、藻掻き狂いたくなるほどの快感が下腹部から迫ってくる。

「聖惟……さん……あ、ああっ……」

「ここが好きみたいだね……」

　ぐりぐりとある一点を指で執拗に擦られた。足先がびくびくと跳ねて力が抜けていく。

「もう少し強くするよ……」

　聖惟さんがうっとりとした声を零す。その声の甘さとは裏腹に、蜜口からさらに指をもう一本押し込まれ、ぐちゅぐちゅと中を激しくかき回した。

「っは、ん……っふ……あっ、あっ……」

「琴穂の中がまとわりついてきて……早く入りたい」

　彼が覆い被さって、顔の横に手を突いた。端正な顔立ちに滲む情欲の色は、ひどく艶めかしく映る。

「聖惟さん……、あ、んっ……」

「……琴穂、入っていい？」

　首筋に顔を埋め、ちゅうっと肌を吸い上げられた。舌を這わされ、胸を揉みしだかれて、欲望を一気にぶつけられているようだ。

「んっ……、聖惟さん……きて」

　彼が驚いたように目を見開く。なにかまた間違えただろうかと思ったが、すぐに柔らかく微笑んで額にキスをされた。

「どこで覚えたの、そんな言葉」

　笑っていたけれど、聖惟さんの纏う熱が増したのがわかる。

「精一杯の知識です……」

「そう。ちょっと嫉妬しそうになった。君に教えた男がやっぱりいるのかな……って」

　内側から指を引き抜き、ベッドサイドのテーブルに彼が手を伸ばす。

「そんなこと……聖惟さんがいるのに」

「他の男がいい……とは思わなかったんだ？」

　四角いパッケージを手にして、歯で封を切る姿を見上げながら首を横に振った。

「思いませんでした」

　聖惟さんからの気持ちは返ってこないかもしれないが、私が彼を慕う気持ちはたぶん変わらない。夢見がちな淡い初恋ではなくなったというだけ。彼の妻になれるのは、とても名誉なことだったし、私自身もうれしかった。

　彼以上に想える人にもきっと出会えないとわかっている。それくらい、羽木籐聖惟という人は私にとって特別なのだ。静かに、彼を慕っていければいい。

　避妊具を身につけて、聖惟さんが覆い被さってくる。

「聖惟さん……、その、避妊していいんですか……？」

「……普通はそんなこと言わないよね」

　彼が、どこか諦めたように視線を外した。

　たしかに、おかしな言葉だという自覚はある。避妊してくれることに安堵こそしても、していいのかとは聞かないと思う。でも、私は聖惟さんの子を産まなければならない。本当にいいのだろうか。

「いろいろ話したいことはあるけど、いまはなにも考えないで身を委ねていて。琴穂に都合の悪いことはしないから」

　優しく囁かれ、それまであった疑問がすうっと消えていく。彼を信じていれば大丈夫だと、自然と思えた。

「……はい、聖惟さん」

　そっと彼の背に腕を回す。蜜口に熱を押し当てられ、ゆっくりと押し込まれた。

「んんっ……」

　腰をしっかりと掴まれて、ぬぷ、ぬぷと太い杭が隘路をこじ開けていく。痛みはあるが、それよりも聖惟さんと繋がっていくことの喜びのほうが勝った。

「は、あっ……聖惟さん……」

「琴穂の中、すごく気持ちいい……もう少し頑張って」

　瞼や頬にキスが落ちる。もっと一方的に抱かれるのかもしれないと思っていたから、彼が優しくしてくれることがうれしい。

「聖惟さん……気持ちい……？」

　そっと胸に手を当てると、彼の鼓動が伝わってくる。すごく早い。それに、身体も熱を帯びていて、しっとりと汗ばんでいる。

「わかる？　僕も興奮してる。……気持ちいいよ、琴穂」

　彼の手が重ねられて、優しく握られる。一時でも彼を夢中にさせられるのなら、それ以上はいらない。きっとわずかな間だけだろうけれど。

　彼に握られた手にキスをされる。手のひらに唇を押し当てて、舌が這うとぞくぞくとした感覚に疼いた。

「もっと奥まで入れるよ」

　ズッと腰を押しつけられ、最奥まで開かれる。

「んっふ……あ、あっ……」

　身体が弓なりに仰け反った。深い場所で彼の熱を感じる。浅い動きで最奥を突かれると、内壁がねだるように蠢いた。

「ああ……、琴穂は僕を夢中にさせるのがうまいね……我慢、できるかな……」

　眉根を寄せ、切なげに彼が呟く。

「聖惟さん……我慢しなくても大丈夫……ですよ……？」

「……そう……？」

　頷くと、彼が舌なめずりをした。どきっと鼓動が跳ねたかと思うと、大きく律動される。ずちゅ、ぬちゅと音を立てながら、膣壁が抉られた。

「ああっ……、あ、んっ……ふ、あっ……」

　肌をぶつけ合いながら、彼の欲望が奥深くを貫く。そのたびに目の前が真っ白になって、身体を仰け反らせずにはいられなかった。

「ああっ……聖惟、さん……、あっ……」

「琴穂も気持ちいい……？」

　下腹部を撫でられ、そっと押さえられる。圧迫された膣壁がより彼のものを鮮明に感じさせた。

「んあぁっ……わかんな……、あっ、聖惟さん……お腹、押さえちゃ……」

「ここに僕がいる……ってもっと意識して」

　子宮口まで届く楔が、ぐりぐりと最奥を擦る。身体の奥が熱く疼いて、もっと深い場所まで感じたいと自らも腰を押しつけた。

「聖惟さん……、私、おかし……あ、あっん……」

「そう……だね……。興奮しすぎてるのかもね……」

　恍惚とした目で私を見下ろしながら、彼が独り言のように囁く。

「ゆっくり、もっと深い快感をちゃんと教えてあげる。いまは僕の形を覚えて」

　強く肌を打ち付けながら打擲される。突き上げられるたびに身体がびくびくと跳ねて、熱が溜まって疼いた。この疼きをどうにかしたくて身体をくねらせても、聖惟さんの楔が膣壁を擦って、違う熱を呼び覚ますばかりだ。絶頂には届かない。

「は……んっあ……あ……ふ……」

「つらそうだね……こっちでならイけそう……？」

　彼の手が肉芽を擦った。

「あ、あああっ……、ああっ！」

　びくっと身体が大きく仰け反り、ビリビリと電流が走る。くにくにと花芯を捏ねられながら浅い律動で子宮口が叩かれた。肉襞が彼に絡みつくようにきゅうきゅうと蠢く。

「琴穂……」

　切なげな声とは裏腹に、彼の目は情欲に濡れて私を見つめる。まるで、獰猛な獣のような目だ。ゆるゆると肉芽を撫でられながら、ぐぷ、ずちゅと音を立てて抽送を繰り返される。最奥まで届く熱の衝撃に勝手に声が零れた。

「んっふ……あ、あっ……ん、ぅ……あぁっ……」

「は……、琴穂の中……気持ちいい……」

　パンパンと肌をぶつけながら、夢中で腰を振る彼の姿を朦朧とし始める意識で見つめる。聖惟さんでも、快楽に忠実になって我を忘れることもあるのだと思うと、彼が身近に感じられた。

「聖惟……さん……あ、んっあ……」

「ここ、触ってると中がすごい締まって……我慢が難しいな……」

　花芯を擦っていた手がそっと胸元へ這い上がった。胸の先端の粒をこりこりと擦りながら彼が熱っぽい吐息を零す。

「琴穂、もっと腰を押しつけて」

　ぐりぐりと子宮口を擦られ、足でシーツを波打たせた。

「あぁっ……、あ、聖惟さん……それ……あっ、ふ……」

　腰を掴まれて固定されるとズンズンと容赦なく突き上げられる。力が入らなくて投げ出した手足が、鈍い快感にビクビクと震えてしまう。

「もっと深く繋がろうか」

　両脚を大きく持ち上げられて身体に押しつけられる。半分に折り曲げるようにして腰を浮かせられると、彼が眼前に晒された秘所をうっとりと見つめた。

「繋がってるところが見えるかな。琴穂、こっちを見て」

　言われるまま、不自然な体勢に息を詰めながら視線を向ける。硬くそそり立つ雄が私の中を出入りしていて、あまりに恥ずかしい光景に手を伸ばして彼の身体を押し返した。

「あっ、あっ……あ、んっあ……聖惟さ……恥ずかし……」

「この体勢は苦しいよね……でも琴穂の中が僕を離してくれない」

　首を左右に振った。本当に、串刺しにされているのではないかと思うくらい深い場所まで熱を感じる。その熱い異物を受け止めるのに必死なのだ。

「聖惟……さ……、あ、ああっ……」

　喘ぎっぱなしの口の端から滴が零れた。それを認めたのか、聖惟さんが体重を掛けて覆い被さり、零れた滴を舐め取る。

「んっふぅ……ぅ……んっく……」

「琴穂……」

　開いた口の中へ舌を押し込み、絡ませてちゅっ、ちゅっと吸い上げられた。

「舌を吸っても中が締まるね……」

「っは……ん、んっ……聖惟……さ……お腹、おかしく……」

　ズッ、ズッと楔が膣壁を擦りながら出入りする。押しつけられた足先がきゅっと丸まっていくたびに頭を痺れさせる感覚が背筋から這い上がった。

「琴穂も気持ちいいといいな……」

　そっと足を下ろされ、ぐちゅぐちゅと激しく熱を突き入れられる。身体が弓なりに仰け反ると、もっと深い場所へ届きそうだ。

「……聖惟……っあ、ああっ、あ……深……あっん……」

　きゅっと芽を摘ままれ、奥を突き上げられると脳天を抜けるような感覚が走った。

「っ……、あ、あ、ああっ、ああっ」

　ドッと鼓動が跳ねて、身体がこわばる。その間も聖惟さんは腰を打ち付けて容赦なく責め立てた。

「ふっ……、んっく……あ、ああ、んっ！」

　緊張に張り詰めた身体が、堰を切ったように弛緩しブルブルと震える。

　彼の腰使いから逃げるように身をくねらせたが、聖惟さんの手は私をがっちりと捕まえて逃がしてくれなかった。

「琴穂……、っ」

　ズッと突き入れられた瞬間、深い場所でどくどくと熱塊が脈動する。きつく引き攣れて敏感に攣縮する襞が、歓喜するように彼を締めつけた。

「あ、ああ……っ！」

「は……、っん、琴穂、大丈夫……？」

　そっと身体を撫でられ、こめかみにキスが落とされる。

「聖惟……さん……いまの……なに……？」

　自分の身になにが起こったのか、まったく理解できないまま彼の首にしがみつく。

　聖惟さんが宥めるように背を撫でてくれるが、そんな仕草にでさえびくっと身体が反応してしまう。

「よく……わかんない……」

「そうだね。でも、すごくよかったよ」

　かすかに上擦った声が落とされたあと、目元にそっとキスを落とされた。

　ずるりと熱が引き抜かれる。内側を圧迫していたものがなくなって、寂しさを感じながらもほっと安堵した。

「琴穂、今日はこのまま休んで。帰るのは明日にしよう」

　ああ……そうか。明日、私は地元に帰るのか。

「聖惟さん……私……」

　帰りたくないです、なんて言えなかった。

「琴穂……これから頑張ってもらわないといけないけど……」

　苦しげな聖惟さんの声が聞こえるが、瞼が重たくなって目が開けられない。

　そっと頭を撫でられた記憶を最後に、意識が落ちた。







二








　私が生まれ育ったのは、どこにでもある、けれど独特の慣習が伝わる田舎だった。町というよりも村や集落といったほうが近いだろう。都心から電車を乗り継いで二時間。のどかな田園風景の広がる、自然豊かな場所だ。身近な公共交通機関は一時間に一本あるかどうかのバスのみ。都会のような娯楽も利便性もないが地域は潤沢で、不便さを感じなければなにも不満のない場所。そんな土地を統括していたのが、羽木籐一族だった。

　羽木籐家は長く続く旧家で、地主をしていた。集落一帯は羽木籐家が所有し、その家から見える土地のすべてが彼らのものだ。

　住民のほとんどは羽木籐家の所有する家を借りて住み、幾許かの家賃を払う。場合によっては土地ごと買うこともあったが、その価格は決して数十年もローンを組んで返済するような額ではなく、驚くほど安いと聞いたことがある。

　住民の暮らしは農業と、羽木籐家に支えられていた。朝は農園で作物を手入れし、それが終わると羽木籐家で仕事をする。羽木籐一族の本邸は山の麓にある大きな日本家屋。その屋敷をすべて清潔に保とうとすれば、住民総出の仕事になる。だから羽木籐家は地域住民を雇用して、彼らにその役目を任せた。住民女性は羽木籐家の屋敷に就職をする。都会に出て働くよりも好待遇で、羽木籐家に奉仕できることを喜びとしているようだった。

　男性は羽木籐グループの企業に就職するのが一般的だ。ウィリアホテルの他にも商社を系列企業に持っているので、建築業、貿易など希望する分野に就職することが可能だった。

　地域住民の生活を支える羽木籐一族。彼らなくして私たちの生活は成り立たない。だからだろう、羽木籐一族はどこか神格化されていて、本家の先祖は神様だという噂もあった。

　年始の挨拶は親よりも先に羽木籐家の当主の元へ行く。結婚したい相手ができれば羽木籐家に真っ先に紹介をし、進路に迷ったら羽木籐家に意見を聞いてみる。生活が苦しくなれば羽木籐家が救ってくれるし、冠婚葬祭は彼らが取り仕切ってくれ、費用はすべて羽木籐家が負担してくれる。それが普通のことだと思っていた。

　なにもなければ、私もそんなふうに暮らしていただろう。十六歳になって、突然聖惟さんの婚約者に指名された理由はいまでもよくわからないのだが、おそらく地元で年齢が近い相手が私しかいなかったからだろうと思っている。

　次期当主の婚約者となったのだから、高校を出たあとは本邸に入って羽木籐家の習わしをみっちりと教わる。将来当主となる聖惟さんの妻として恥ずかしくないように、慎ましく控えめに、聖惟さんの言うことに従いながら生きていくはずだった。

　でも、あるとき気づいてしまった。この地域の暮らしはあまりにいびつであることに。

　きっかけは高校三年に上がってすぐの頃。本邸から自転車で五分ほどの場所にある別邸が修繕されることになったときだ。聖惟さんがいずれ暮らす屋敷だったのだが、彼の強い意向で羽木籐グループとは関わりのない業者がリフォームにやってきた。部外者が来ることなんてめったにないから、私は好奇心に誘われてリフォーム中の屋敷を何度か見に行った。そのとき、業者の言葉が耳に入ったのだ。「ここはおかしな土地ですね」と。

　最初はおかしくなんてないのにと思った。だけど、胸の奥深くにあった違和感を言い当てられたような衝撃も受けた。

　思えば、ずっとこの土地にあるいびつな慣習に疑問を持っていたのだと思う。幼い頃から、聖惟さんは私に親しくしてくれるのに、周囲の大人がそれはいけないことだと私を叱る。聖惟さんと私との間にある、小さいけれど深すぎる溝のようなものを感じていたような気がする。

　この土地は羽木籐家がなければ成立しない。地主だからといって住民の生活を完璧に守る必要はないのに、彼らは惜しみなく労力もお金も掛けてくれる。代わりに、すべての決定権を羽木籐家に預けるといういびつさに、みんな知らん顔をしていたのだ。

　幸せに生活できているのだから、それでいいじゃない──。

　そう思えたらよかったけれど、強まった違和感を抱えたままこの土地で暮らしていくことが、日に日につらくなっていた。

　少し調べるだけで、都会では女性も大学へ行くことが当たり前だと知れ、私もそうしたいと思うようになった。そして両親を説得することからはじめたが、ひどく渋られた。女性が大学へ行ってどうするの、と。どうしても学びたいことがあったわけじゃない。ただ、少しでも聖惟さんと結婚するタイミングを遅らせたかった。世間を知って、これはおかしいと言えるようになりたかったのだ。両親の説得は繰り返したがまったく理解は得られず、大学受験に間に合わなくなると焦りはじめて聖惟さんを頼った。この手だけは使いたくなかったが、そうする以外に説得できる術をあの頃は持ち得なかった。

　聖惟さんとは会うこと自体難しかったが、私は幸いにも彼の婚約者という立場があったので、面会してもらうことができた。大きな屋敷の一室で、必死に頼み込んだことは昨日のように覚えている。あのとき、聖惟さんはどんな顔をしていただろう。床に額ずくばかりだった私は、そんなことさえうまく思い出せなかった。




「琴穂」

　名前を呼ばれてはっと意識を戻した。

「もうすぐ着くよ」

　朝、ホテルを出て聖惟さんの車で地元へ戻ることにしたが、助手席に乗ってからの記憶がほとんどない。ずっと昔のことを思い出していたせいだ。もう少し会話をしておかないと、変な空気になるような気がする。なにか話題はないかと探していると、聖惟さんから話を振ってくれた。

「琴穂は東京に出てから一度も帰ってこなかったね」

「……はい。長くご無沙汰してしまってすみませんでした」

　家を出て以来、一度も羽木籐家を訪問していない。年賀状は出していたが、母から帰ってこいと電話がしつこくかかってきていた。在学中だった私はそのたびに「研究レポートの提出があって」と言い訳をしていた。実際、大量のレポートを出せという教授がいたので助かっていたのだ。嘘をつかずに聖惟さんに言い訳ができるということに。

　次第にうるさく言われなくなっていったが、きっと聖惟さんが口添えをしてくれたのだろう。そうでなければ母が諦めるはずがない。羽木籐家に挨拶をしないなんて、失礼だと言うような人なのだから。

「勉強も仕事も頑張っていれば、帰省なんて頻繁にできない。気にしなくていい」

　ハンドルを握って、前をじっと見つめる聖惟さんの横顔を見た。

　気にしなくていいと言ってくれたが、本心だろうか。聖惟さんは東京にある私立の中学に入り、自宅から数時間掛けて通っていた。高校生になっても同じような生活だった。寮があるにもかかわらずだ。それくらい、聖惟さんが本邸を離れることはできなかった。

　大学生になると一度地元を離れ、学業に専念すると噂程度に聞いていたが、それでも彼はお盆と年始には当主よりも早く戻って祭祀のために本家をとりまとめていた。地元で冠婚葬祭や住民が助けを求めれば迅速に戻ってくる。私も一人暮らしをして大学に通ってみてわかった。彼のその暮らしはとても大変だったはずだ。気軽に帰れる距離ではない。

「聖惟さんはいつも戻ってくださっていたじゃないですか」

「それが僕の役目だからね」

　でも、聖惟さんは勉強することが好きなようだった。というよりも、学ぶことが好きだったのだと思う。その学ぶ時間を削るのは惜しかったはずだ。

　彼は、次期当主としていろいろなことを身につけている。学業の他にも、剣道や日本舞踊、華道と茶道は一通り学び、いずれも免許皆伝だったはずだ。聖惟さんの点ててくれるお茶が、私は好きだった。

　いつも積み上がるくらいの本を読んでいた聖惟さんにかまってほしくて、淡く名前も知らない感情のまま和菓子を差し入れると、お茶を点ててくれていたなぁなんて幼い頃を懐かしんだ。

「お仕事はどうされているんですか？　ウィリアホテルに就職されたんですか？」

「いまは尾お潟がたホールディングスに在籍してる」

　彼の親戚に大手商社の社長がいたはずだ。元は羽木籐一族の人だったが、後継者不在で婿養子に入り、疎遠がちだと周囲が噂しているのを聞いたことがある。

「聖惟さんも営業とか事務仕事を……」

　しているのかなと思って想像してみた。全然しっくりこなくて変な顔になってしまうと、聖惟さんが笑った。

「二年くらいは営業に出ていたけど、僕がオフィスにいると妙な空気になるから専務にされて専用室勤務。事務仕事も営業もするけど、想像しているのとはだいぶ違うと思う」

　疎遠がちと言っても羽木籐一族のいる会社では、本家の人間というのはどうしても特別な存在になってしまうのだろう。いまはリモートワークをしながら、秘書からの呼び出しがあれば出社するという生活を送っているようだ。そして、昨日がその出社日に当たっていて、聖惟さんがスーツを着ているという不思議な光景を目にしたのだ。

「聖惟さんのスーツ姿が見られたのは貴重でした」

　窓の外に目を向けながら呟いた。景色はもう、田舎のものへと変わっている。どこまでも広がる田園風景だ。学生時代は自転車で走っていたあぜ道は、舗装されてなくなっている。少しの変化はあるが、大きく変わっていない、私の知っている景色のままだった。

　道路にまれにある信号機で停まると、聖惟さんが一度視線をこちらに向ける。すぐにその視線は外されたが、誘われるように彼へ目を移した。

「いつもの格好で出迎えたほうがよかった？」

「洋風のお部屋だったのでしっくりこなかったかもしれないですね。……いまも普段は和服ですか？」

「そうだね。着慣れているもののほうが楽だから」

　聖惟さんは、日常的に和服を着る。本邸ではそれが当たり前のことだった。当主も、奥様も美しい和装に身を包んでいる。私もきっと着物を日常的に着ることになるだろう。

「私は慣れるまでに時間がかかりそうです」

「母が教えると張り切っていた。琴穂に似合いそうだと着物もたくさん仕立てていたな」

　私は、地元へ戻ったら羽木籐家にそのまま入ることになる。実両親への挨拶は後回しで、結婚式を挙げるよりも先にやるべきことがある。

　聖惟さんの子を授かることだ。妊娠がわかってはじめて結婚式の準備にかかる。

　結婚する前に女性は羽木籐家の習慣を学びながら、次期当主の子を宿す。それは、かならず後継者を残さなければならない彼らの自衛手段だ。子どもができにくい場合は『相手を変える』必要があるから。……古い考え方……。

　現代の医療なら検査だって受けられるし、治療を試すこともできる。女性にかならず非があるわけでもないのに、いまの常識が通用しない。いつの時代に置き去りにされた地域なのだろう。

「全部着られるといいんですけど」

　彼はなにも答えなかった。着物をすべて着る前に、婚約がなかったことになる可能性もある。もしもそうなったら、この地元で爪弾きにされるだろう。私はいい。東京へ戻ればいいのだから。でも、両親がつらい思いをする。きっと仕事も続けられない。ここにいれば肩身が狭くなってしまう。だからといっていまさら都会には出られないだろう。両親のためにも、成し遂げなければならない。決意するようにぎゅっと膝の上で手を握り締めた。

　車が田舎道を進み、大きな屋敷を裏口から入る。砂利を踏む音が響いて駐車スペースへ停まると、屋敷から出てきた人たちが車のドアを開けた。すぐに彼らが声を揃える。

「聖惟さん、お帰りなさいませ」

　着物を着た女中。スーツ姿の男性。合わせて十名ほどに取り囲まれる光景は正直言って怖い。助手席のドアも開けられ、男性にエスコートされる形で下りた。脚が震えて歩くことに不安さえ覚える。

「琴穂、僕の部屋においで」

　運転席側から回ってきた聖惟さんに手を掴まれた。

「……はい、聖惟さん」

　車に積んである荷物はどうするのかとか、自分の部屋はとか、休みたいとか。そんなことをここで反論してはいけない。次期当主である聖惟さんに向かって「でも」や「だって」と言える人はごく限られた人か、彼を怒らせたい人くらいだ。

　聖惟さんに手を引かれ、屋敷の玄関へ向かう。羽木籐家の正面玄関には立派な切妻の数奇屋門があり、そのそばに坪庭がある。春になると桜の木が花をつけ、ししおどしが涼やかな音色を奏でる。秋から冬には寒そうな桜の木が残るだけになり、見頃の庭は裏に移る。楓と梅の木が季節を追って色をつける様は、いまも年中来客者を楽しませているのだろう。

　ガラガラと玄関の引き戸を開け、靴を揃えて上がる。お邪魔します、と小さく呟いたがただいまと言うべきところなのかもしれない。

「着替えるから、その間に母へ挨拶をしてきて。いつもの部屋にいるはずだから」

「はい、聖惟さん」

　息苦しい。もう、この家からは許可なく出ることはできない。少しの外出くらいならできるが、それだけだ。

「琴穂……」

　聖惟さんが苦しげな声を出すので、目を上げた。いつの間に俯いていたのだろう。

「すぐにご挨拶に行ってきますね……！」

　努めて明るく振る舞ったが、いまさらだ。聖惟さんが笑顔とも言えない笑顔を作る。

「赤あか坂さか堂のお菓子を用意してもらっているから、お茶を点てるよ。一緒に食べよう」

「本当ですか……!?」

　ぱっと気持ちが軽くなった。赤坂堂は、この辺りで長く店を開いている和菓子店だ。季節の練り切りや団子に大福、創作和菓子が並び、狭いながらにイートインスペースもあって、美味しいお茶と一緒に食べられる。昔はお小遣いを握り締めて、二つのお菓子を買っては聖惟さんに届けていた。そうすると彼がお茶を点ててくれ、二人の時間を過ごしていたものだ。いつからそういった時間を取らなくなったのだろうか。……婚約者になってすぐの、年始挨拶のとき以来か。あのときはお披露目の意味もかねて私も彼らの親戚に挨拶をした。そのときの私は、聖惟さんに選んでもらえたことがうれしくて舞い上がっていたけれど、彼はすごく嫌そうな顔をしたのだ。私は、聖惟さんに選ばれたわけではなく、どこかのご令嬢との縁談が嫌で、断るために私を婚約者にしただけだと聞いてしまった。その日、告白すらしていないのに私は聖惟さんに振られ、形だけの婚約者になった。拒否することもできない、絶対的な約束。以降、聖惟さんと過ごす時間が苦しくなってしまった。

　そんな思い出もあるが、やっぱり赤坂堂の和菓子は特別なものだ。聖惟さんがまた、昔のようにお茶を点ててくれる。それがたまらなくうれしい。

「琴穂は、赤坂堂のお菓子が好きだよね」

「はい。特にあんみつが大好きで……！」

　甘くてコクのある黒蜜の味が大好きで、思い出してわくわくしていると聖惟さんが顔を背けて小さく笑った。

「やっと笑ってくれた」

「……笑えていませんでしたか？」

「どうだろうね。運転中は君の顔をあまり見られなかったからわからない」

　上手には笑えていなかったと思う。気が重くて仕方なかった。でも、聖惟さんは気を遣ってくれている。私が彼に気を遣わせるなんて絶対にだめだ。明るく振る舞わなければ。

「気をつけま──」

「そのあんみつを用意してもらってるから。早く行って、戻っておいで」

　言い終えるより早く彼が話しきってしまったが、じわじわとうれしさがこみ上げてくる。大好きなあんみつを用意して、私と話そうとしてくれる聖惟さんの気持ちがすごくうれしくて、ありがたい。

「はい、すぐに！」

　聖惟さんがそばの襖を開けて部屋に入っていく。私はその足で奥様──聖惟さんのお母さんがいる部屋へと向かった。あんみつに浮かれて駆け出してしまいそうになるのを懸命に宥めながら、廊下を静かに歩く。程なくして、七宝柄の襖が見えてくる。その襖の前に正座して座り、深呼吸した。

「奥様。お久しぶりです、琴穂です」

　中へ向けて声を掛けると、スパンッと勢いよく襖が開く。ぎょっとしていると、淡い黄色の着物を着た女性ががばっと抱きついてくる。

　あまりの勢いで抱きつかれてひっくり返ってしまい、廊下でじたばたと一人暴れた。

「琴穂ちゃん、久しぶり。会いたかったわ！」

「は、はい、わたっ……私も……で……苦し……」

　首をぎゅうっと締められて気絶しそうだ。慌てて女性が私の上から飛び降り、身体を起こしてくれる。

「あと、奥様じゃなくて、お義母様って呼んで！」

「はい、お義母様！」

　勢いにつられて頷いてしまったが、これでいいのだろうか。

　羽木籐の奥様──お義母様は昔から明るい人だった。小鳥が囀り続けているような華やかな雰囲気なのだ。当主も聖惟さんも物静かなので、お義母様がいなければきっとこの屋敷はもっと息苦しい場所になっていただろう。

「ご無沙汰しております、お義母様」

「そんなにかしこまらないで。それより琴穂ちゃんもようやく本邸に来てくれたのだから、着物を着ましょう」

　やっぱりそうなるよね。ここでは着物が正装だもの。

「私、着付けはできなくて……」

「任せて。パパッと着付けてあげるわ。琴穂ちゃんに似合いそうなオレンジの着物を仕立ててもらったのよ」

　ぐいと手を引かれ、部屋に連れ込まれる。

「聖惟に見せたら、『そんなの琴穂には似合わないよ』って言われたんだけど、私はすっごくよく似合うと思ってるのよ」

　少ししゅんとしてしまった。お義母様がどんな着物を選んでくれたかわからないが、聖惟さんに似合わないと言われているものを着ていくのかと思うと憂鬱だ。

「私も、聖惟さんと同じ意見かな……って……」

「なに言ってるの！　さあ、スーツを脱いで。絶対着崩れないからお出掛けして転んだとしても大丈夫よ」

　転んだらそもそも汚れるので崩れる以前の話だ。お義母様はちょっとずれてるなぁ、なんて思いながら諦めの境地でスーツを脱いだ。紐一本を握り締めて、にたりと笑うお義母様が震え上がるくらい怖かったが、ぐるぐるとその場で何度も回されて、成人式以来の和服に着せ替えさせられたのだった。




　足が必要以上に内股気味になる。歩幅もすごく狭い。腰の辺りが重たくて背筋はピンと伸びているけど、いい姿勢になっている気はしなかった。

　のろのろと廊下を歩いていると、屋敷で働いている女性たちに何度も振り返られた。私、きっとすごくみっともない。もう少し着物を着て歩く練習をしておけばよかった。後悔してもいまさら遅いけれど。

　とぼとぼ歩きながら、聖惟さんの部屋まで戻ってくる。お義母様に着せてもらった着物は、鮮やかなオレンジ色に赤やピンクの花があしらわれているものだった。帯は同系色の深い橙色。ちょっと派手だなと思ったけれど、「華やかで素敵よ」と言われて勇気をもらったのだ。聖惟さんはどう思うだろうか。

　可愛らしい摘まみ細工の飾りで結い上げてもらった髪を気にしながら、襖と対峙する。

「聖惟さん。琴穂です。着替えてきました」

「どうぞ」

　襖越しに聖惟さんの声が聞こえる。昔もこうして声を掛けて、彼の声に促されて入室をしていた。懐かしいな、と思いながら襖を開けた。

「遅くなりました」

　聖惟さんの部屋は昔と変わっていないようだ。十二畳の和室。文机があって、背の低い本棚には古書がたくさん詰め込まれている。私は読めなかった、古典や詩集ばかりだ。床の間にある花は聖惟さんが自ら生けているらしく、いまは、ダリアが部屋を彩っていた。

「入っておいで、琴穂」

　聖惟さんと目が合う。濃茶色の着物を着流している。無地に見えるが、きっと江戸小紋だろう。昔からそういったものをよく着ていた。帯は薄茶のようだ。

　彼はお茶を点てる準備をしていて、窓近くの日当たりのいい場所に座っていた。

　小さな歩幅で部屋に入っていく。すり足気味になるのをどうにかしないと、と焦ってしまうが、聖惟さんは窓の外へ目を向けて私を待ってくれた。

「慣れないと歩きにくいよね」

「すみません」

　のろのろとした動きで、座布団の後ろに座ってからもぞもぞと乗る。たぶん、全然ちゃんとできていない。すごく不格好だった。

　聖惟さんはなにも言わずにお茶を点て始める。着物については褒めることも、貶すこともせず、なんだったら見向きもしてくれなかった。顔を見たのは一度きり。それからは集中しているのか、ずっと茶器を見つめている。

　私はこの瞬間の聖惟さんの横顔が好きだった。伏し目がちで、よく見るとまつげが頬に影を落とす様や、いつからか男性らしく隆起するようになった首筋に視線が釘付けになる。それを決して咎められることはないから、心置きなく彼をじっと見つめていたのだ。

　光の降り注ぐ部屋の一角で、静かな空気を纏う彼が優雅にお茶を点ててくれる。

　いまではだれにでも振る舞うのだろうが、昔は習っていたということもあって私にだけ振る舞ってくれていた。それが、とても特別だった。

「どうぞ」

　そっと茶碗が差し出された。作法なんて習ったこともないし、長く離れていたのでどうしていいかもわからなくて焦った。

「だれも見てないから、好きに飲んでくれていいよ」

「ありがとうございます」

「あと、あんみつも」

　ガラスの器に盛られて差し出され、胸が躍った。赤坂堂のあんみつは本当に絶品なのだ。甘すぎない餡と風味のいい黒蜜。シャリシャリとした食感の寒天と、瑞々しいフルーツ。子どもの頃は気安く買えず、半年に一度くらいの楽しみだった。

「聖惟さんもあんみつですか……？」

「僕は無理を言ってわらび餅にした。琴穂、夏はこればかり食べてたから懐かしくて」

「わあぁぁぁ……」

　美味しそう！　とは言えない。言いたいけど、聖惟さんにどう思われるか考えたら、言ってはいけないなと思った。でも、聖惟さんがクスッと笑う。

「琴穂」

　手招きをされて、なんだろうと思いながらもぎこちない動きで近づく。

　聖惟さんが、やはり器に盛られたわらび餅を楊子で掬い上げた。

「口、開けて」

　穏やかに笑いながら、彼がそんなことを言う。日だまりのように温かいまなざしを向けられて思い切り困惑してしまった。

「えっ……、えっ!?」

「子どもの頃はしてたよね」

　無邪気な子どものような顔で彼が言うから、口をぱくつかせた。

　昔は恥ずかしいとか照れるとか、好きとか立場の序列とかなにもわからなかったので、年の近い聖惟さんに懐いていたし、口を開けてお菓子を放り込んでもらうことも珍しくはなかったけれど。

「何年前の話ですか！　いまはもう……」

「だったら、いらない？」

　意地悪さを含む笑みを浮かべられて、一人であたふたしてしまった。

「あっ……、ほ、ほしいです！」

　口を開ける恥ずかしさより、わらび餅を食べたい欲が勝ってしまうあたりが本当に情けない。思い切って口を開けると、わらび餅が放り込まれた。

「わあああっ、美味しい……味、全然変わらないですね……！」

　ほっぺが落ちるとはこのことだ。きな粉の香ばしさとわらび餅の甘さが絶妙で、無限に食べられる。

「変わらないかどうかは知らないんだ。普段は食べないから」

　ふと彼が視線を逸らして瞼を閉ざした。

「お嫌いでしたっけ」

「好きだけど、琴穂を思い出すから全然食べてない」

　心がここにないような声音に、首の後ろを殴られたような衝撃が走った。私と聖惟さんの間にある思い出のひとつだ。夏はわらび餅を一緒に食べていた。婚約や結婚なんて話とは無縁だった頃の思い出が、聖惟さんには遠ざけたいものとして記憶に残ってしまっているのかもしれない。

「……聖惟さんは、私と結婚していいんですか……？」

「嫌なら最初から婚約はしてない」

「聖惟さんにも好きな人……いますよね？」

「いたら、なに？」

　一瞬冷たい視線を向けられた気がした。触れられたくないことだっただろうか。

　ずきりと胸が痛む。私は聖惟さんに一度失恋しているけれど、はっきりと言われたわけではなかった。婚約が決まってすぐの年始行事の際。彼とその従兄弟とが話している中で、聖惟さんが言ったのだ。「琴穂とは結婚したくない」と。それでも、政略結婚はもっと嫌だから、琴穂を選んだのだと。嫌なことと嫌なことを秤に掛けて、少しましなほうを選んだだけ。聖惟さんにとって、私と結婚することは望んでいないことなのだ。

　聖惟さんだって人並みの恋愛をする。ずっと一緒に生きていたい人だっていたはずだ。それでも、その好きな人を選べない事情があるのだろう。

「聖惟さんはそれでいいんですか？」

「いいよ。どうしてそんなことを聞くの？」

「好きな人と結婚したほうが幸せかもしれないし……」

　聖惟さんが視線を外す。その横顔はどこか寂しそうで、苦しげにも見えた。

「好きな人はいる。でも、僕は好きになってはいけなかったんだ。不幸にしてしまう」

　目を伏せて、ひとつひとつの言葉を紡ぎ出すように囁く。もともと聖惟さんはゆったりと話すけれど、噛み締めるようないまの話し方は、私の心を抉っていくようだ。

　どれだけ、その相手を大切に思っているのだろう。彼が後悔してしまうほどの情熱を傾けるその人に、胸を掻き毟りたくなるくらい嫉妬して、泣きたいくらい妬み、平静を装う気持ちが軋むように痛んだ。

「不幸だなんて、そんなことは……」

　ない、と言いたいけれど難しい気もした。

　羽木籐家はすごく特殊な家だ。考え方は古いし、当主の言うこと、決めることは絶対。この地域は明確な男尊女卑があり、都会で暮らす人にとってはすごく不便で、いびつに見えるはず。そこへ結婚を機にやってくることになれば、苦しいかもしれない。

「ない、って言えないよね」

　私の心を見透かすように、彼が視線を投げかけてくる。ないとは言いきれない。だけど。

「……聖惟さんに想われているその人は幸せかもしれないと思いました」

　私がほしかった彼の心を手に入れているだれかが羨ましい。

「どうして？　僕は君のものなのに」

　それは聖惟さんが私を、少しましなものとして婚約者に選んだからだ。そうでなければ私はもう彼と話すことすらできなかった。彼が私のものなのではなく、私が彼のものになったのだ。所有物のひとつくらいでしかない。

　そんな事実が悲しくて、言葉を探した。聖惟さんの言葉を強く否定するようなことを言うわけにはいかない。きっと、彼はそれをわかっていてこんな言い方をするのだろうということもわかっている。ここは、本当に息苦しい場所だ。

「琴穂。覚えてる？　七年前、君がこの部屋に来たときのこと」

「……はい。もちろんです」

　彼の手が茶碗を引き寄せ、私に持たせた。促されるまま口をつける。ほんのりと甘くて優しい抹茶は、少し冷めてしまっていた。

「外の世界は楽しかったかい……？」

　少しずつ口をつけていたお茶が、ゴクリと音を立てて喉を通った。

　聖惟さんを見る。感情の読み取れない、静かで穏やかな表情を浮かべているけれど、冷たく揺れる目に見つめられて寒気がした。

「楽……しかったです……」

　声が震える。聖惟さんが「そう」と薄く微笑んだ。

「大学ではなにを学んだの？」

「古典文学を専攻していて……」

「古典文学？　苦手じゃなかったっけ」

「聖惟さんがどんな本を読んでいたのか、知りたくて……」

　部屋の片隅にある、ぎっしりと詰まった本を一人で読み解いてみたかった。それに、彼は和歌を読むもの好きだったから、同じものを見て、読んで、共有したいと思ったのだ。

「あの本は、僕も深く読み解いているわけじゃないよ。言葉がきれいだとか、情景が美しいとか、そんな感覚で読んでいるだけ」

　川を流れる紅葉が美しいとか、会えないあなたを待ちわびるとか。その言葉の意味を私はうまく理解できなくて、とても難解に思えていた。だけど、聖惟さんがいつも楽しげに本を読んでいたことを知っている。だから知りたかった。聖惟さんはなにを見て、なにを思っているのかを。少しでも近づける気がしたから。彼の影を、ずっと感じて緊張していられたから。

「わざわざ勉強することじゃなかった、ですね……」

「そんなことはないよ」

　聖惟さんの声の抑揚が浅くなった。きっと、これ以上この話題は広がらない。どうしようか。聖惟さんが気難しい人というわけではないのだが、彼と二人きりで話すのは苦手だ。初恋の相手だから緊張することもあるし、崇拝対象にも近い人だから言葉選びに気を遣うことも理由のひとつ。あとは、私の話題の少なさで会話に行き詰まってしまう。

「仕事はどうだった？」

　聖惟さんから話題を投げかけてくれて、ほっと安堵した。だからだろうか。

「楽しかったです……！」

　つい力んで返事をしてしまい、聖惟さんが驚いたような顔をした。慌てて頬を押さえ、ごまかすように茶碗に残っていたお茶を飲み干した。

「どんな仕事をしていたのかまでは聞いていなかったね。教えて？」

　茶碗を置くと、聖惟さんがそれをそっと引き寄せて片付けてくれる。その手の動きを目で追いながら、口を開いた。

「玩具メーカーに就職しました。羽木籐系列と比べるとそこまで大きくはないのですが、日本中に商品を流通させていて」

「羽木籐グループは避けたんだったね。続けて」

　ぎくりとしたが、気を取り直して話を続ける。

「私は営業部に配属されました。商品のプロモーションはもちろんですけど、二年目からは企画もさせてもらえるようになりました」

　最初で最後の企画進行が、アヒルの目覚まし時計だ。とにかく朝に弱くて、困り果てていたから企画したら通った。

「最近のおもちゃって性能がすごくよくて、家電かなと思うようなものもたくさんあるんです。あ、私は電池で動く犬のぬいぐるみがお気に入りでした」

「犬のぬいぐるみ？」

　一瞥されてぱっと気持ちが明るくなる。聖惟さんが興味を示してくれるなんてすごく珍しいことだ。

「はい！　なかなか強面の男性営業さんが企画したアイテムなんですけど、頭を撫でるまでずっとこっちを見てくるんです。つぶらな目がすごく可愛くて」

「へぇ」

「ふかふかの手触りもすごくよかったんです。柴犬とマルチーズの二種類があって──」

　浮かれ調子で話していると、突然身体が押し倒された。

「え……」

　呆然としている間に、聖惟さんが覆い被さってくる。

「ずいぶん楽しそうだ」

　ひやりとするほど冷えた声が落ち、唇が重なる。すぐに舌を押し込まれ、ねっとりと絡め取られた。

「っん……ぅ……」

　隙間がなくなるほどぴったりと口を塞がれて、呼吸がままならない。苦しくて首を反らすと、さらに深く舌が押し入ってきた。

「っは、ん……っ」

　衿の隙間から手を差し込まれ、強く着物を引かれる。胸元が大きく開いて、慌てて着物をかき合わせた。

「隠していいとは言っていないよ、琴穂」

　ときおり彼が見せる、人を従わせるような視線に喉を上下させる。

　声が冷たい。聖惟さんを怒らせてしまった……？　でも、どこで……？

　わからないが、まずは謝らなければと口を開いた。

「聖惟さん……、すみません。私が無神経でした」

「僕はなにも怒ってないよ。まあ、他の男の話をされて面白いとは思えないけど」

「ごめんなさい……気をつけます」

　こんな些細な雑談さえ、聖惟さんの顔色を窺わないといけないなんて苦しすぎる。仕事の話を聞かれたから、いつもの調子で話してしまったことがよくなかったのだろう。ここでは、外へ働きに出る女性はほとんどいないのだ。話題に上るのはそれぞれの配偶者か、当主、もしくは聖惟さんの話だけ。それ以外の男性の話は自然としなくなる。もっと気を遣うべきだった。

「琴穂、帯を解こう」

　背中を浮かされると、驚くほどあっさりと帯を解かれた。しっかりと締められていた腰元が頼りないくらいに緩む。

「聖惟さん……私、自分で着られないので……」

「あとで僕が着させてあげるよ。……汚れなければね」

　襦袢も解かれて前が大きく開いた。

「せ、聖惟さん……っ……」

　明るいから恥ずかしいし、身体の下に着物を敷いたままというのも気になる。でも、聖惟さんを待たせるなんて絶対にしたらだめだ。

「琴穂はただ僕を求めればいい」

　はだけた胸元にかぷりと吸い付かれ、足を藻掻かせる。

「んっあぁ……」

　昨夜の感覚が呼び起こされるように、身体が熱を帯び始めた。ちろちろと胸の先にある粒を舌で捏ねられるとじくじくとした鈍い疼きが背筋を這い上がっていく。

「昨夜の感覚はまだ残ってる？」

　お腹の辺りをそろりと撫でながら、聖惟さんが甘い声を落とす。

「よく、わからないです……」

「そうか。……そのうち、君のほうが我慢できなくなればいいんだけどね」

　楽しむような笑みを浮かべて、また胸元に顔を伏せた。

　空いた手で片方の膨らみを潰し、もう片方は優しく舌で愛撫される。指先で肉粒を捏ねられる感覚と、まとわりつくように舌で刺激される感覚とが交互に、ときには一緒に与えられて逃げ出したくなる。

「っん……、聖惟さん……」

「琴穂、昨夜教えたことは覚えてる？」

　ちゅうぅっと強く先端を吸い上げられ、引き寄せられるように身体が仰け反った。

「ああ……っん、ぅ……昨夜の、こと……？」

　腰が浮いたのを見計らうように、聖惟さんの手がショーツに掛けられてするりと足から引き抜かれる。

「ここを自分の手で開いて、僕に見せて」

　そっと脚の間にある割れ目を指先でなぞりながら、彼が試すような口ぶりで言う。

「そんなこと……」

「琴穂がいやらしく僕におねだりする姿が見たいな」

「……そんなの恥ずかしすぎて……」

「琴穂はここを舐められると、すごく気持ちよさそうにしていたと思ったんだけどね」

　違ったかなと独り言のように彼が呟く。聖惟さんが言うのだから、そのとおりにしないと。でも……。

　躊躇っていると、衿を緩めながら彼が口を開いた。

「嫌ならそう言えばいい。嫌なことをしたいわけじゃないよ」

　聖惟さんの顔は無表情にも、諦念したようにも見える。伏し目がちに俯いていて、うまく読み取れない。

「そんなことをしたら……」

「僕が怒るとでも？」

　帯を解いて着物を開いたあと、彼が視線を私に向けた。

「僕は君に一度だって圧力を掛けたことはない。僕の顔色を窺うのはやめてくれ」

　ドキリとした。

　たしかに、聖惟さんが私を縛り付けようと思えば、いくらでも方法があったのだ。大学に行きたいと言ったときも、そのまま就職したいと言ったときも、聖惟さんは私の話をちゃんと聞いてくれた。期限は設けられたけれど、それは婚約者として決まっていたからこその時限なのだ。羽木籐家を絶やさないために彼ができる最大限の譲歩だった。

「二人きりでいるときくらい、もっと気安い関係になれないのかな」

　ふと脳裏にある仮定が浮かんだ。地元を離れるために、私には縋る相手が聖惟さんしかいなかったから彼に話したけれど、彼なら大学も、就職先も、羽木籐グループが手を回して監視できるところを指定することができたはずだ。でも、彼はそうしなかった。自由にしていいと言ってくれた。それは彼なりの考えがあったからではないのだろうか。

「聖惟さんは……なにを考えているんですか……？」

「いまは琴穂を抱きたいとしか考えてないよ」

「そ、そうではなくて……！」

　身を起こして聖惟さんに近づく。顔を覗き込むようにすると、彼の手が髪飾りを引き抜いた。束ねていた髪がほどける。

　まるで楽しむように彼が目を細めた。

「僕の考えを口にしたら、君はどうするの？」

　甘い声音に乗せて、試すように尋ねられる。

「それは……」

　きっと従う。それが、私たちに染みついた習性だ。羽木籐家の言うことにはかならず従い、否定しない。

「……続けようか」

　感情を読み取らせてくれないまま、ぐいと肩を押されて畳に戻される。仰向けに寝かされると、彼は私の足を左右に大きく割り、その間に身体を滑り込ませた。

「っ……聖惟さん……」

　膝裏に手を入れられ、両脚が浮き上がる。開いた秘裂に、彼がちゅうっと口をつけた。

「んあぁっ……」

　ねっとりと舌を這わせ、肉芽をくすぐるように刺激する。唇で食んで扱き、ちゅっ、ちゅっと音を立てて吸い上げた。

「っふ……んあっ……聖惟さん……吸ったら……」

「蜜が溢れてくるね。そんなに好きなんだ……？」

　蜜口に舌を差し込まれ、襞を伸ばすように抜き差しされる。じゅるっと音を立てて蜜を啜り、まるで味わうように中を弄っていく。

「あっ……、んっ……それ、変な感じが……」

　奥が疼くような感覚がして、焦れったくて足先がびくびくと跳ね上がってしまう。

「どう変な感じがする？」

「……奥が熱いような……」

　媚肉を甘く噛んでしゃぶりつくように舐められる。もっと奥に刺激がほしくて、勝手に腰が揺れると彼がふと笑みを零した。

「琴穂。いまからでもおねだりしていいんだよ。君が自ら開くなら、もう少し深い場所を触ってあげる」

　隘路の入り口を舌先でくすぐられ、焦らすように浅く抜き差しされる。昨夜の感覚が呼び起こされて下腹部がきゅうっと疼いた。

　聖惟さんの熱に内側を開かれ、深い場所に彼を感じた。その瞬間の感覚と高揚感をまた味わってみたい。そう思ったら羞恥心よりも好奇心が勝って、秘所に手を伸ばした。

「聖惟さん……」

　恥ずかしさに震える両手で見せつけるように花びらを左右に割ると、聖惟さんの表情がはっきりと変わる。情欲を滲ませ、空腹に耐えかねる獣が餌を見つけたかのように、瞳には歓喜が灯った。

「いい子だね……琴穂」

　開いた蜜孔につぷりと指が差し込まれた。

「あ、ああっ……」

　花芯を唇と舌で愛撫されながら、ぬちゅぬちゅと音を立てて内側を指で擦られる。肉壁が痺れるように鈍い熱を帯び、芯をこりこりと刺激する感覚の鋭さに腰が揺らめいた。

「聖惟さん……、そこ……、んっ、あ、あっ……」

「ここを触られるのは嫌？」

　ぐっと内側から弱い場所を強く押し上げられる。そのたびに彼の指を締めつけて刺激をねだるように膣壁が蠢いた。

「やじゃ、なくて……、んっ……ふ……」

「ちゃんと言って、琴穂」

　敏感な肉芽を指の腹で擦られ、身体が大きく仰け反る。

「ああぁっ……、あ、んっ……そこ、好き……だから……」

　絶え絶えに声を零すと、優しく花芯を舐められた。舌のざらついた感触と、柔らかくぬめった感触に脚がガクガクと震える。

「続けて」

「ふ……、っんあ……あ……もっと、して……？」

　聖惟さんの身体にそっと触れると、手を握り締められた。指を絡め合い、しっかり繋がっていることにほっとしていると膣壁がまた強く押される。

「んく……っ、ふ、ぅ……あ、あっ……」

　勝手に暴れ出す足が着物の上を滑る。力を入れて身構えることもできず、押し上げられるたびに腰が跳ね上がった。子宮がきゅうきゅうと引き攣れたように震えて、彼の指を切なく締めつける。

「中、どんどんきつくなっていくね……琴穂、もっと乱れていいよ」

　指を増やされ、圧迫感が増した。苦しいけれど、その感覚が昨夜聖惟さんと繋がっていたときのものに似ている。身体が熱く、敏感になってしまう。

「あぁっ……、聖惟、さん……あ、んっふ……」

「琴穂は感じ始めるとここがよく膨らむ……赤くなって可愛いよ」

　ちゅう、ちゅうと敏感な芽を何度も吸われ、全身に電流が走った。ぐちゅぐちゅといやらしい水音を立てながらざらつく壁を擦られ続け、頭を何度も左右に振る。

「聖惟……さん……っあ、あっ……おかしくなっちゃ……あぁっ」

「そのままおかしくなればいいんだ」

　つま先立ちをするように腰も背も浮き上がり、秘部を彼の顔に押しつけた。ジュッと音を立てて蜜を啜られ、ぬちぬちと音を立てながら秘裂や花びらを舐られながら未熟な性感帯を強引に開かれていく。

「あっ、あっ……、聖惟さん……あ、んっあ……」

　ブルブルと足が震えだして、頭がおかしくなりそうだ。なにか、強い感覚が身体の中で高まっていく。ひくひくと蜜口がはしたなく開閉して、雄を求めるように聖惟さんの指を内側に招き入れようとする。

「イって見せて、琴穂」

　その声を合図にするように、迫ってくる感覚が一気に弾けた。

「っ……あ、あ、ああっ……！」

　目の前が真っ白になってこわばった身体が突然ビクビクと弛緩し、自制を失って暴れ出す。きつく締めつける膣壁は、達してもなお聖惟さんの力に押し広げられ、子宮がきゅうきゅうと蠢いている。

「あぁ……、聖惟さ……あ、あっん……ぅ……」

「いいね……君の身体はすごく素直で敏感だ」

　ふふとうれしそうに笑う聖惟さんをぼんやりと見上げる。帯を解いて着物を開くと、彼の均整の取れた逞しい肉体があらわになった。

　昨夜も彼の腕に抱かれたが、やはり和服姿の聖惟さんはきれいだ。屹立する彼自身が視界に入って慌てて視線を逸らしたが、すぐにそれが秘孔へ押し当てられた。

「ここ、あまり触ってあげられてないね」

「え……」

　ぬぷりと蜜口から熱を押し込みながら、聖惟さんが胸先を口に含む。

「んあ……あ、あっ……」

　尖る肉粒を舌で捏ねられ、びくびくと震える身体にどんどん楔が打ち込まれていく。

「っは……あ、んっ……聖惟さん……あ、一緒は……だめ……」

「そうかな……中は僕にまとわりついてきてるよ」

　ぬちゅ、ぬちゅと抜き差しされてびくびくと身体が跳ね上がる。

「聖惟さん……っふ……奥、まで……」

「……なに？　ちゃんと教えて」

　手で胸を揉みしだきながら、聖惟さんは機嫌よさそうに浅く律動する。彼自身が私の奥深い場所まで届くと知っているから、早く彼で奥まで満たされたい。もっと、聖惟さんの熱がほしい。

「もっと奥まで来て……聖惟さん」

　彼の手をきゅっと掴んで言うと、聖惟さんが髪をかき上げながらふうっと息を吐いた。

「琴穂にそうやって誘われるとどうしても……興奮が止められないね」

　腰をしっかりと抱き込まれると、大きな動きで最奥をドッと突き上げられる。

「あっ……は、あ、ああ……っ」

　串刺しにされ、身体が大きく仰け反った。腰が浮くと、さらに彼はズンズンと抽送して子宮口を容赦なく叩く。

「んっあ……は、ああっ……聖惟さ……、あっん」

「イったばかりだからきついのかな。……それとも、僕を喜んでくれてる？」

　眦から涙が零れた。気持ちいい。昨夜も思っていたほど痛くはなかったし、気持ちよかったけれど、今日のほうが感覚が鮮明だ。聖惟さんが奥を突き上げるたびに気持ちよくて声が抑えられない。

「ああっ……、んっふ……聖惟さん……、聖惟、さん……」

　手を伸ばして彼を求めた。恍惚とした彼のまなざしに見つめられながら手を握り返されると、無意識に彼の手にキスをした。

「琴穂……そのまま舐めて」

　口に指を押し込まれ、言われるまま舌を這わせる。

「……すごく悪いことをしてる気分だ。いい子だよ、琴穂」

　優しく囁かれることがうれしくて、夢中で彼の指を舐った。そうするほど、彼の律動は大きくなって、何度も最奥を突き上げられる。

「んっふ……ぅ、んんっ……あっ、は、ん……」

「奥、好きそうだね」

　片足を大きく持ち上げられると、角度を変えてさらに深い場所に彼の熱が届いた。

「ああっ……あっ、んっ……そこ……」

「きついな……このまま持っていかれそう」

　ぬちゅぬちゅと音を立てながら腰を回されると、中を大きくかき混ぜられる。

「ふ……んっぅ……あ、っは……聖惟さん……」

　彼になら、めちゃくちゃになるまで乱されてもいい。この瞬間だけは聖惟さんが私に没頭してくれる瞬間だ。彼を独り占めしていたい。

「……聖惟さん、もっと奥まで……して」

　彼の着物を掴んで引き寄せ、キスをねだった。自ら舌を彼の口内に差し入れて絡めると、聖惟さんの手が頭を強く押さえつける。

「んっぅ……、ふ……んんっ……」

「中、きゅうって締めつけてくる……気持ちいい？」

「んっ……ぅ……気持ちい……聖惟さん、もっと……」

　吐息が混ざり合って、唇を離すことさえ名残惜しい。

「いいよ。もっと深く突いてあげる」

　一度自身を引き抜くと、身体をうつ伏せに反された。腰に手が回って高く引き上げられると、再び蜜口に熱塊が押し込まれる。

「ああっ……、あ、んっく……ぅ……ふ……」

　ぬぷぬぷと押し込まれる楔に、背筋が甘く疼いて仰け反った。

「琴穂はどこでこんないやらしいことを覚えたの」

「覚えてない……、聖惟さんに……」

　少しでも好かれたいと思うだけだ。でも、それを言うときっと困らせるから、最後の言葉は呑み込んだ。

「ッ……さっきより深い場所に届いてるの、わかる？」

　背筋に舌を這わせながら、彼の手がお腹にあてがわれる。そっと撫でられると、内側にある彼の存在をたしかに感じた。

「聖惟さん……」

　初恋の人に失恋をしたけれど婚約者のままで、こうして身体を繋いでもらえている。聖惟さんは私にとって一番身近な異性で、とても遠い人。いまも舞い上がるような恋をしていることを認めたくなかったが、たぶん無理だ。

　ズッと熱が引き抜かれ、強く打ち付けられた。

「んあぁっ……、あ、深……あ、あっ……」

　身体が歓喜にぞくぞくと震える。肉壁が聖惟さんに絡みついて、必死で繋ぎ止めるかのようにきゅうきゅうと締めつけた。

「琴穂……」

　後ろから抱きしめられ、揺すり上げられる。胸を反らすように腕を引かれて突き上げられると子宮口さえ突き破りそうなほど強い衝撃で抉られた。

「んっ、は……あ……んっああ……っ」

「もっと僕に甘えていいよ」

　首筋に舌が這う。乱暴に胸を揉みしだかれ、容赦なく肉壁を貫かれた。

「あ、あっ……聖惟さん……、んっふ……」

　肌を強くぶつけ合いながら、支えきれなくなった身体が崩れ落ちる。畳に突っ伏しながら、それでも彼の杭に支えられて腰だけが高く上げられる。

「いい眺めだね……琴穂がこんなに乱れてくれるなんて思ってなかった」

　ぐちゅぐちゅと愛液が混ざり合う音がして、腰を打ち付けられると脳天まで突き抜けるような快感の衝撃が走る。

「っは……あ、ああっ……聖惟さ……あ、あっ……」

　ぐりぐりと子宮口を擦られると目の前がチカチカして、揺さぶられるまま衝動に身を委ねた。下腹部から這い上がってくる大きな熱と絶頂がもどかしい。

「聖惟さん……ここ……触ってほし……」

　彼の手を促し、秘裂に誘うと後ろから耳を食まれた。

「ひゃ……っ」

「僕を誘うなんて悪い子だね、琴穂」

「ごめんなさ……あ、んああっ……」

　充血して膨らむ肉芽を擦られると耐えきれないほどの快感に襲われる。

「あぁっ……聖惟さん……んっあ、あっ」

「いいんだよ、これで。もっと素直になって、僕に寄りかかってくればいい」

　ぬぷ、ずぷと強く揺すり上げられ、きゅっと花芯を摘ままれた。

「っ……、ふ、あ、ああっ、あ……聖惟さん、イっちゃ……」

「いいよ。琴穂……何度でもイって見せて」

　ズッ、ズッとさらに容赦なく貫かれて最奥を叩かれる。きゅうっと肉壁が熱塊を締めつて、快感が溢れていく。

「は……あ、あっん……聖惟さん……あ、あっ……ああっ！」

　どくっと大きく心臓が跳ね上がった瞬間、強い絶頂の波に飲み込まれ、じわじわと溢れていた快感が一気に決壊する。

　びくびくと腰が跳ねて震え、だらしなく開いた口からは自分のものとは思えない甘ったるい声が絶え間なく零れた。

「琴穂……、ッ」

　強く腰を掴んで引き寄せられる。内側の雄が大きく膨らんだかと思うと、その熱が引き抜かれて背中にどろりとした精を吐き出した。

　腰元や太腿を、生温かい液体が伝って落ちていく。

「は……あっん……」

　くたりと脱力して床に伏せると、上から聖惟さんが覆い被さって、先ほど吐き出したのだろう滴をねっとりと私の身体に塗りつける。

「僕のものだ……」

「……聖惟さん……？」

　聞き取れないほど小さな声に首をかしげた。

「なんでもない。着物、やっぱり汚れたね」

　はっとして身体をねじってたしかめると、情事の痕跡が染みを作っていた。

「ど、どうしよう……」

「替えを持ってくる。あと、君の身体を拭くものもね。少し待ってて」

　ちゅっとキスをされ、聖惟さんの体温が離れていく。

　すごく満たされた気持ちと、もっと彼にくっついていたかった残念な気持ちがせめぎ合って、そのまま畳に顔を伏せた。

　そばで衣擦れの音がして、ちらりと見ると身なりを整えた聖惟さんが襖を開けて出て行った。足音が遠ざかっていくのをたしかめてから、泣きそうになるのをこらえる。

「聖惟さん……好きです……いまも、ずっと」

　絶対に彼には伝えられない言葉を、涙声に濁らせながら呟いた。




『東京の大学に行きたい？』

　七年前の夏。東京で一人暮らしをしながら大学に通っていた聖惟さんが、お盆の帰省をしたときに打ち明けた。地元の人たちが挨拶にやってくるのが終わりかけた頃。順番を最後にしてもらい、聖惟さんの私室で彼と向かい合っていた。

　文机を挟んで、私は彼に必死で頭を下げて震えながら声を振り絞った。

『どうしても進学がしたいです』

『ご両親は反対しただろうね』

『はい。絶対にだめだと言われました』

　女が勉強をしてなんになるのと母は烈火のごとく私を否定した。父にも直接相談ができたら違う話し合い方もあったかもしれないが、父は当主専属運転手をしている。地元に帰ってくるのも当主と一緒だから、夏の祭祀が始まるまでは戻ってこない。それに、その期間は当主が在宅するし、多くの親戚が一堂に会するので入れ替わり立ち替わり当主に挨拶をしていく。当主に直談判などとてもできない。いま、聖惟さんに話すしかないのだ。

『琴穂は東京へ行きたいのかい？』

　柔らかな声で聖惟さんが聞く。私はずっと畳を凝視して、腰を折り続けていた。

『それは……』

『この辺りでは、高校を出たあとはこの屋敷で雇用するのが一般的だ。琴穂もそうするつもりなのだと思って準備を進めてきた』

『申し訳ありません、聖惟さん。でも、私は……』

　どうしても外の世界を見てみたい。この地域がおかしいと言われる理由を知りたい。

『琴穂にはこの家の慣習を学んでもらって、君が二十歳になったら結婚をするつもりだったんだよ。それはわかっているよね？』

　圧を掛けるでもなく、ただ確認するように聖惟さんは話す。

『はい。わかっています』

『その歳に僕と結婚するのかい？　羽木籐家では妊娠がわかってからしか結婚式を執り行わないよ。……どうするつもりなのかな』

　大学に行けば、二十二歳までは学業に専念することになる。四年、しっかりと通って勉強がしたい。これといって目標はなかったが、都会を学びたかった。

『……琴穂。顔を上げて僕の質問に答えて』

　ピンと糸を張るような声に、おそるおそる顔を上げる。聖惟さんは、相変わらずの穏やかな表情で、静かな空気を纏って私を見つめていた。

『失礼なことだとわかった上でお願いをしたいです。……大学を卒業するまで、待っていただけないでしょうか』

『僕が君を待つのかい？』

『お……、お願い……します。知りたいんです』

　都会という世界を。ここではない外の考えを。

　聖惟さんが顎に手を当てて首をわずかに傾けた。そして浅く息を吐く。

『……大学を出るまででいいのかい？』

　試すように言われて、わずかに前のめりになった。

『本当は、就職もしてみたいです。お屋敷ではなくて、会社に入りたい……です』

　腰が少し浮いて、聖惟さんに詰め寄りそうになるのを懸命にこらえる。勢いのまま詰めたところで、まともな交渉になるはずがない。聖惟さんの反応を見て、だめなら引き下がろうと思っていた。だけど。

『わかった。二十五歳になるまで待とう。大学も、就職も好きなところへ行くといい。ただし、どこに行くかは教えてほしい。住む場所は君が選んでいいけど、セキュリティのしっかりしたところを選ぶんだ。学費も生活費も羽木籐家がすべて持つ。その条件でよければ、君の提示する要求を呑もう』

『い、いい……んですか……？』

　目を見開いた。まさか受け入れてもらえるとは思わなかったから。多少の条件はついたが、聖惟さんは相当譲歩してくれた。

『ご両親は納得をしないだろうから、僕が説得をしよう。父にも話を通しておく。琴穂はまず受験に力を入れることだね』

『はい……！　ありがとうございます！』

　頬が緩んで、心が弾むまま返事をすると聖惟さんが俯きがちに微笑んだ。

　このまま就職をして一人で生きていくことができれば私は二度とこの地に戻らなくて済むかもしれない。少しずつ形になり始めていた違和感に目を背けて、ここで言われるままに暮らしていくなんて嫌だった。聖惟さんだって、七年も時間があれば気が変わるかもしれない。私との結婚を望んでいたわけではないのだし、彼の好きな人を選んで妻に迎えてもいいはずだ。そうすれば、私は──。

『二十五歳の誕生日にはかならず仕事を辞めること』

『はい』

『節度を持って交友関係を築くこと』

『はい』

『……僕と結婚するなら、多くのことを見逃してあげよう』

　ふと聖惟さんが浮かべる微笑みが冷えていく。背筋に冷たいものが走った。

『君は僕の妻になる。だから許されることが多いということを忘れてはいけないよ』

　ああ……。学費や生活費をすべて面倒見てくれるのは、私が逃げられないようにするためだ。もしも聖惟さんとの婚約を反故にすれば、莫大な援助金の返還を要求されるのかもしれない。父や母も、途端に仕事を失うのだろう。女のくせに進学をすることも、聖惟さんが守ってくれるだけで、その庇護がなければどれほど叩かれるかわかったものではない。私がどこまで逃げたとしても、この土地と慣習からは逃げられず、羽木籐家という緩やかな鎖で縛られ続ける。そんな状況を彼だってわかっていないはずはないのに、いつもと変わらず微笑みを浮かべている。

　このとき、初めて心の底から聖惟さんを怖いと思った。それまでも、多少の冷ややかさを感じてはいたし、恐れ多い人だということもわかっていたつもりだったが、怖くはなかったのだ。いまの私が縋れるものは、なにもない。小さな希望を胸に抱いていたが、やはり無駄なのだ。淡く揺れる光が静かに消えていく。

『……はい、聖惟さん』

　このときからだろう。彼の言葉には絶対に従わなければならないと意識するようになったのは。聖惟さんと顔を合わせるのが憂鬱で、季節の行事も学業や仕事を言い訳に避けてきた。季節の挨拶状だけは欠かさず出したが、それだけだ。最後に書いた暑中見舞いはアヒルの絵を描いて──。




　アヒル？　と首をかしげたところでビィビィとうるさい音が聞こえた。

　状況がうまく呑み込めない。どうやら夢を見ていたようだが、眠った記憶がなくて首をかしげる。どこかで鳴っている目覚まし時計を探しながらむくりと起き上がり、ぼんやりする視界のまま部屋をさまよった。どこだっけ。アヒル、どこに置いたっけ……。

　それよりも、いつ布団に入ったのだろうか。右へ左へ首を振り、障子から射し込む白い光を見て朝のようだと気づいた。この季節なら、夕刻はきれいな赤色に染まる。

　……夕方の記憶、どこ行ったの……？

　昨日は昼間に戻ってきて、聖惟さんと過ごして……それから……それから……。

　よたよたとふらつきながら、見覚えのある紙袋を見つけて中身を漁った。

「びぃちゃん……」

　箱に押し込まれたアヒルが奇妙に振動していて、蓋を開けた。するとますます轟音を響かせるので、頭をばしばし叩きまくる。

「すごい音だね……なに、それ？」

「ひゃああっ！」

　いきなり後ろから聖惟さんに声を掛けられて、うっかりアヒルをぶん投げてしまった。

　音は止まったが、首ももげている。

「あぁ……びぃちゃんがバラバラアヒルに……」

　顔を覆い隠して無残な姿のアヒルにちょっと涙ぐんだ。

「びぃちゃん？」

「ビィビィ鳴るのでそう呼んでいるんです。アラーム、掛けっぱなしになってたみたいで」

　ひょっとしたらホテルでもけたたましい音が鳴っていたのかもしれない。申し訳ないことをしてしまった。

「家中に響く音ってなかなかだね」

「音量は調整していたのですが、片付けるときに触ってしまったのかもしれません。本当にすみませんでした」

　畳に手を突いて謝る。胸元がはらりとはだけてぎょっとした。

「ひぃぃぃ……」

「襦袢、ちゃんと結んでおいたんだけどね。ごめん、見えちゃった」

　いつ襦袢を着直したのだろうか。考えて、いまの言葉から聖惟さんが着せてくれたのだと理解する。顔が熱くなって上げられそうにない。

　聖惟さんが私の前に膝を突いて頭をぽふっと撫でてくれる。誘われるように顔を上げると、ようやく聖惟さんをまともに認識できた。薄い青の小紋を着ている。衿は紺色で、涼しげな装いだ。今日は気温が高くなるのかもしれない。

「それより琴穂。母が出掛けるから見送りに出てもらっていいかな」

「お義母様が？　すぐに支度を……あ、着物は時間が……」

　たとえ聖惟さんが着付けてくれたとしてもすぐには出られない。だからといって襦袢姿で出て行くのもよくない気がする。

「洋服に着替えて出てくれればいいよ。玄関で待ってるから」

「はい、すぐに」

　聖惟さんが部屋を出て行くのを見送ったあと、布団を手早く畳んでから洋服に着替えた。白いニットにワイン色のロングスカートで大丈夫だろう。

　それにしても、昨日の記憶があまりない。聖惟さんと肌を重ねて、彼が出て行ったところまではちゃんと覚えている。でも、そこまでだ。襦袢を着せてもらったことも覚えていないし、部屋も、たぶんここは聖惟さんの部屋じゃない。ということは、だれかが──おそらく聖惟さんが運んで、寝かせてくれたのだろう。

　気が重たくなる。まさか、あのまま寝落ちして、一晩眠りこけてしまったなんて。聖惟さんに合わせる顔がないなと思いながら洗面所に入って顔を洗い、玄関へ向かった。

「お待たせしました……」

　すでにお義母様が土間に下りて、聖惟さんと笑い合っている。お義母様は今日もきれいな着物姿だ。葡萄を連想させる深い赤に、黄色い花が品よく散らされている。

　二人が私に気づくと話をやめてしまったけれど、タイミングが悪かっただろうか。

「ううん。全然待ってないわ。起こしちゃってごめんなさいね、琴穂ちゃん」

　着物を調えながらお義母様がにこりと笑ってくれる。

「いえ。お出掛けだと知らずに申し訳ありません」

「蒼そ宇うさんが帰国するらしいから、お迎えもかねてデートしてくるわ」

　蒼宇さんとは羽木籐家の当主──つまり聖惟さんのお父さんだ。お義母様がうれしそうなところを見るに、当主との関係は極めて良好なのだろう。少し、羨ましい。

「それでね、琴穂ちゃん。わたし、今日の夜には戻ってくるけど、赤坂堂でお菓子を買っておいてくれる？」

「はい、もちろんです」

「みたらし団子と豆大福を三つずつ。あとは琴穂ちゃんの好きなものを選んでね」

「しっかり準備してお戻りをお待ちしていますね！」

　玄関の外まで出て、お義母様が車に乗り込むところまで見送って、中へと戻った。

「琴穂。朝食にしよう」

「はい」

　とは言ったものの、私はどうすればいいのだろうか。とにかく台所へ向かって聞いてみようと、部屋に戻る聖惟さんとは逆方向に向かった。羽木籐家の台所は正門から見て裏手にある。母屋とは渡り廊下で繋がっているが、別棟だ。

　廊下を走らないように早歩きになりながら歩いて行くと、見知った女性が目にとまった。母だ。声を掛けていいのだろうか。ろくに連絡もしていないから気まずいなと迷っていると、母のほうから近づいてきた。

「お母さ──」

　直後、パンッと左頬に鋭い痛みが走る。

「この恥晒しが……！」

「お、お母、さん……？」

　なにが起こっているのかわからないが、母が相当怒っていることだけはわかった。

「聖惟さんより早く寝て、聖惟さんより遅く起きた上に洋服なんて着て……！」

「これは……」

　胸元をぎゅっと掴んだ。返す言葉もない。

「東京で勉強をしたのか知らないけど、羽木籐の皆さんに迷惑を掛けて、挨拶もろくにしに来ないなんて恥ずかしい……！」

「ごめん、なさい……」

　この屋敷では、聖惟さんより早く寝ることも、遅く起きることも失礼になる。和服が正装のような場所なので洋服は忌避されていた。最低限、認められるのはスーツだけだ。

　年功序列の意識が強く、私はここではだれよりも下っ端。聖惟さんの婚約者だから見逃してもらえることがあったとしても、家のしきたりを知らない私にはそれを口実にすることなんてできない。

「夜のお勤めも聖惟さんに後始末をさせるって聞いて、どれだけ恥ずかしかったか！」

「ごめんなさい」

「奥様から贈られた着物も汚したんだってね」

　全部筒抜けだ。隠し事はこの屋敷ではできない。まるで頭を上から押さえつけられているようだ。

「どこまでも恥ずかしい子だね」

「ごめんなさい……ごめん、なさい……」

　目の奥が痛んだ。決して、羽木籐家のしきたりを軽んじていたわけではない。こういう慣習のある場所だということもわかっていた。

「品がないって噂になってるよ」

　呆れたような、軽蔑するような声が返ってくる。

「え……？」

「閨の仕事。あんたは聖惟さんに精一杯尽くすのが仕事なのに、大声ではしたない、って」

「まさかだれか聞いて……」

　血の気がさあっと引いていく。閨の仕事なんて、聖惟さんとの秘め事以外にはない。それを品がないと言われるのだから、だれかが聞き耳を立てて噂しているのだ。

　そこまでされるのかと視界がぐらつく。

　これで聖惟さんの後継者を授かれなかったら、本当にどうなるかわかったものではない。

「聖惟さんのご機嫌を損ねないようにしなさい」

「……は、い……」

「それから、聖惟さんがまだ食事を摂られていないから、早く準備して」

「なにをすれば……」

　母にきつく睨まれた。昨日のうちに、使用人全員に挨拶をしてやるべきことを学ばなければならなかった。寝ている暇なんてなかったのだ。どんな理由があっても。

「教えてください。お願いします」

「……聖惟さんの朝食は卵焼きをお出しするんだよ。作れる？」

「練習、してたのでたぶん」

「ついてきて」

　母の声に従って、台所までついていく。

　行事があるときは数十人の親類縁者が詰めかけてくる屋敷なので、台所は気が遠くなるくらい広い。もしかしたら私の住んでいたアパートの敷地より広いかもしれない。

　そこで挨拶が遅れたお詫びをみんなにして、卵焼き作りを担当した。膳に乗せられた聖惟さんの朝食は、ふっくらと焼き上げられた鮭の切り身と白米、薄味の味噌汁に、私の作った三角形の卵焼きだった。全員に眉をひそめられたのは言うまでもない。

　聖惟さんに朝食を持って行っても同じ顔をされた。膳を聖惟さんが座る場所に定めて置き、私は彼から歩数にして三歩ほどの距離を取って控える。

「三角……？」

「すみません、どういうわけかそんな形になってしまって……」

「琴穂が作ったんだね。苦手だった？」

「ずっと練習はしていたんです。聖惟さん、昔から卵焼きがお好きだったから……ちゃんと作れるようになりたくて」

　ごにょごにょ尻すぼみに言うと、聖惟さんがふわりと微笑んでくれる。

「覚えてくれてたのか」

　うれしそうに見えて、胸がきゅうっと締めつけられるように高鳴った。

「何度か作り直したんですが、どうしても三角になってしまって」

「かまわないよ。形がどうなっても味が変わるわけじゃない」

　ほっと胸をなで下ろした。

　母には烈火のごとく叱られたのだ。そして三つほど作り直した。それでもどうしてもいびつな形になってしまい、聖惟さんの意見を仰いでから対応したほうがいいということになった。聖惟さんをいつまでも待たせておくわけにもいかなかったのだろう。

　羽木籐家では、当主と聖惟さんの好物をそれぞれに一品出すという決まりがある。聖惟さんは卵焼き。当主は鮭の切り身だ。そして、それらの好物は配偶者が作るのが基本。聖惟さんの場合は、私が作らなければならない。よほどの理由がない限り代わってもらうことはできないのだ。

「琴穂の分は用意しなかったの？」

「一緒に食事をするなんてとんでもない……！」

　子どもの頃は聖惟さんと膳を並べて食事させてもらうこともあったが、あのときはなにもわからなかったから許されていただけ。いまとなっては、羽木籐家のやり方に従って、聖惟さんの身の回りのことが終わるまで食事はできない。

「会社でも目上の人を待って食事をしてた？」

「いえ。営業だったので、摂れるときに摂るというスタンスでした」

「……僕は琴穂がいるのに一人で食事をするのは寂しいよ」

　唇をきゅっと引き結んだ。そう言われても、私がその言葉を他の使用人に伝えるのは難しい。聖惟さん自身が言ってくれればみんなすぐに対応するだろうけれど、私が言ったところで、早く食事をしたいだけじゃないのかと言われるのは目に見えていた。

　ここの使用人は外の世界ではハラスメントに当たるだろうことも平気でやる。ここではそれが普通なのだが、一日目にしていきなりきついなと思い始めていた。

　都会へ行くべきではなかったのかもしれない。先達はみんなわかっているから、都会へ出ることを禁止したのだろうか。そんな気さえしてしまう。

　聖惟さんが箸を手にし、食事をはじめる。特になにを話すわけでもなく、黙々と食べ進めていく彼を俯きがちに待つしかない。

　そういえば、退職時にもらった花がそのままになっている。もう萎れてしまっただろうか。まだ大丈夫なら花瓶を借りて生けたいなと考えながら、ふと床の間に目を向けた。

「あ……」

　昨日来たときはダリアの花が飾られていた。でも今日は、見覚えのある花に代わっている。コスモスと、ケイトウだ。聖惟さんが私をチラリと見て、床の間に視線を移した。

「だいぶ元気がなかったから、勝手に生けたよ」

　聖惟さんがわずかに目を細めて微笑んだ。ああ……たぶん聖惟さんはわかっている。

「はい……。そのほうがお花も幸せだと思います」

　精一杯笑顔を作った。胸を痛めてはいけない。悲しいなんて言ってはいけない。

　本当は自分の手で生けてみたかった。聖惟さんみたいに上手にはできないだろうが、思い出を紐解くように、懐かしく思いながら少し前の自分に区切りをつけたかったのだ。

　そして彼は、そんな私の気持ちを自然と理解している。人をよく見て、機微を敏感に読み取れる人だから、私が下手に感情を隠しても悟られてしまう。

　……わかっていて、やったんだ……。

　顔を上げていることに耐えきれなくなって俯き、唇をきつく噛んだ。ここでは、思い出を懐かしむことさえ許されない。

「……そうだね」

　聖惟さんが落胆したような声で囁いた。その声音が意外で彼に視線を戻したが、別段変わったところはなかった。

「ねえ、琴穂。君はここから外に出てなにを見てきたの？」

「え……なに……と言うと……？」

「……いや、なんでもない。下げてもらっていいかな」

　膳に乗ったものはすべて食べてくれたが、特に感想はない。いちいちなにが美味しいなんて話を彼がするはずもないか。

「すぐに。なにかあればいつでも呼んでください」

「部屋には来ないのかい？」

「お屋敷のことを習うことになっているので。聖惟さんもお仕事があると聞いています」

　今朝、母からそう聞いたので予定を入れられたのだが、違ったのだろうか。

　聖惟さんが閉じられた障子に目を向ける。儚げに、どこか切なげな表情で目を閉ざしたあと、彼が「そうだね」と頷いた。

「用事があれば呼ぶよ」

　今日の聖惟さんはなんだか考え事をしているような気がする。

　なぜそう思うのかと言われると困るのだが、間の取り方が微妙に違う。いつもより、少し長かった。声音も少し重い。彼自身も、考え事をしているとすぐに返答ができなくなると言っていたので、たぶん間違いない。周りの人に聞いてもわからないと言われるくらいの違いなのだが、彼が深く考え事をしているときと、そうでないときの違いがなんとなくわかってしまう。だけど、彼が悩んでいたとしても私が相談に乗れるわけじゃない。気づかないふりをして膳を持って部屋を出る。

「琴穂」

　部屋を出る直前に聖惟さんに呼ばれ、足を止める。後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「せ、聖惟さん……？」

「……君は、君が思うことを言えばいいんだよ」

　首筋に吐息がかかってくすぐったい。

「はい。もう少し気を遣って話すべきかなと思うくらいには、言いたいことは言えてると思います」

　振り返って彼の顔を見ると、唇を重ねられる。こんなところをだれかに見られたらと思わないわけではないが、聖惟さんの腕の中にいる間は咎められることはない。

　この人の腕の中だけが唯一安心できる場所だ。聖惟さんの前では母も叩かないし、他の人も私を見て眉をひそめることもない。

「行っておいで」

「はい。では、失礼します」

　彼に身体を向け直してお辞儀をする。顔を上げると、聖惟さんがひどく傷ついたような顔をしていた。

「聖、惟……さん……？」

「またあとで」

　すぐに彼が踵を返して襖を閉めてしまったので、私がなにかしてしまったのかと聞くことは叶わなかった。




　夕方、店が閉まる前に赤坂堂へ向かった。

　着物に絽の羽織を着て、草履で出掛ける。これが一般的な羽木籐家に出入りする人の装いなのだが、歩いて十数歩。鼻緒が食い込んでもう痛い。身をかがめて鼻緒をぐいぐい引っ張りつつ歩いて行く。

「スニーカー履きたいよ……」

　赤坂堂は羽木籐家本邸から歩いて十分くらいの場所にある。坂道を下り、丁字路を少し右手に行った場所に、使い込まれた紺色ののれんが掛けられており、白い筆文字で『赤坂堂』と書かれているお店だ。

　ずりずりと足を引きずりながら、緑の着物に合わせた同じ色味の巾着を握り締める。結い上げた髪ははらはらと落ちてきているし、習ったばかりの着付けで着た着物は着崩れが著しい。ぐいっ、ぐいっとなんとか直しながら、下り坂へさしかかる。もはや拷問だ。草履を脱いで裸足で下ってはいけないだろうか。絶対鼻緒がいまより食い込んで痛い。

「まだ帰りもあるのに」

　自転車に乗れるといいのだが、羽木籐家の一員になろうという人間が自転車に乗ってはいけないのだそうだ。いまだにこの風習だけは本気で意味がわからない。

「えぇい、なるようになれ！」

　意を決して坂を下る。やっぱり足が痛くて、ちょっと泣きそうだ。

「痛いぃ……」

　もう、着物やだ……脱ぎたい。着たくない。動きにくい……！

　どうして洋服じゃだめなの、と一人で不満を胸中に零しながら、赤坂堂の前までなんとかたどり着く。引き戸をガラガラと開いた。

「こんにちは。お邪魔します」

　何年ぶりだろうか、このお店に来るのは。変わらない風景に懐かしさがこみ上げてくる。お店の真ん中には大きな大黒柱があり、お店側には長机が置かれて布を掛けた上に商品が陳列されている。練り切り、あんみつ、団子各種に赤飯、おはぎ。見ているだけでよだれが出そうだ。反対側にはイートインスペースがある。履物を脱いで畳の敷かれたスペースに上がり、ちゃぶ台を囲んで買ったお菓子をいただく。お茶はサービスで出してくれ、近所の人が集まってひとしきり話して帰るのが私の知っている日常の風景だ。

「いらっしゃいませ」

　お店の奥から人が出てくる。作務衣姿の男性だ。草色の帽子と、同じ色のエプロンを腰に巻いている。職人さんだろうか。

「みたらし団子と豆大福を三つずつください」

「……ああ、羽木籐さんのところの？」

　男性を見た。不機嫌そうな顔をしていて、なにか怒らせたかなと身を縮こまらせる。

　なにか返事をしないとと思うが、なにを言えばいいかわからなくなってしまった。焦りながら言葉を探していると、男性が「あ」と呟く。

「すんません。自分、普段からこういう……不機嫌そうに見える顔なんです」

「いえ、決して怖いと思ったわけでは……」

「本当ですか？　よく婿は顔が怖いと言われるんすが」

「婿……」

　間抜けにもぽかんとしてしまうと、男性が不器用そうに笑った。

「自分は婿養子に入ったんです。店の後継者がいなくて、もったいないなと思って」

　どおりで見たことのない人だと思った。この一帯は、人が出て行くことはあっても入ってくることはめったにない。

「どうして羽木籐の者だとわかったか聞いてもいいですか？」

「聖惟さんの婚約者が戻ってくるって話は、ここらじゃ有名なんで」

「有名なんですか……？」

「ええ。お相手は都会に行った変わり者だと聞いてます」

　額を押さえて天井を仰ぎ見た。やっぱり変わり者かぁ……。

「すぐに用意しますね。少しお待ちを」

　男性が手早くみたらし団子と豆大福を容器に詰めてくれる。のれんと同じ『赤坂堂』の文字が紺色で書かれている、昔から変わらない白い袋に入れられて、あとは持って帰るだけだ。でも、足がだいぶ痛いなぁ。

「若奥様はなにか買っていきませんか？」

「若奥……」

　そう呼ばれるようになるのだろうけど、本当に結婚するのかな。否定したほうがいいかな。どうしようと首ひねりながら、テーブルの片隅にあるわらび餅を見つけた。

「あ。あんみつとわらび餅をください」

「はい、ただいま」

　また聖惟さんがお茶を点ててくれるかもしれない。そんな期待と下心だ。

「わらび餅なんて季節外れでしょう？」

　男性が笑顔とも困惑ともつかない表情で言った。

「聖惟さんが無理を言って用意してもらったって聞いていますけど」

「そう。聖惟さんの言うことは、ここじゃ絶対ですからね」

　当主が不在のいま、この地域でもっとも発言権を持つのが聖惟さんだ。お義母様よりも圧倒的に上。

「そうですね。聖惟さんの言葉はいつも強いです」

　当たり障りなく笑って見せたが、男性は真剣な顔つきでじっと私を見据えてきた。

「だから言うんですけど、若奥様、少しお掛けになってください」

「え？」

　買い物をするだけなのに座らなくてもと躊躇すると、男性の表情が険しくなる。

「足、痛いんでしょ。聖惟さんから気にするように言われてます。連絡もするようにって」

　そんな根回しまでしていたのか。聖惟さんは、基本的には優しいし穏やかな人なのだけれど、気の回し方が私じゃ想像できないところまで及んでいるからドキリとすることがある。これが羽木籐家の気遣いかと思うと同時に、どこまで先を見越しているのだろう、と。きっと、私が考えるはるか先まであの人は見ている。

「あの、聖惟さんに連絡は……」

「すんません、しないとどやされますんで」

　そうだよね。ここで商売をしようと思ったら、羽木籐家には逆らえない。彼らが贔屓にしてくれれば、住民もこぞって買いに行くので売り上げは安泰といえる。なにより、お盆や年始の時期の大量購入は、それだけで店ひとつを支えるくらいわけがない量のはずだ。

　聖惟さんに連絡しても、歩いて帰ることには変わりがないのだから一緒だと思うのだけれど、それを止める術はない。目についた丸椅子に腰を下ろし、草履を脱いだ。少しだが、赤く染みを作っている。

　程なくして男性が戻ってくると、消毒液と絆創膏を持ってきてくれた。だが、帯に阻まれて前にかがめない。足を引き上げたら着物が崩れるし、男性に頼むのもどうなのか。

「……ちょっと手当てできそうにないので、やっぱりお返しします」

「聖惟さんが来るまでお待ちになってください」

　さも当たり前のことのように言われてうんうんと頷いてはみたが、一拍ほど遅れて言葉の意味を理解した。

「……聖惟さんが来るんですか!?」

　椅子から落っこちそうになってしまったが、かろうじて踏みとどまる。

「そのために連絡をしていますので」

　聖惟さんの手を煩わせたなんて知られたら、周りになにを言われることか。これはまずい。大いにまずいが、歩ける気がしない。もう、周囲の嫌味は諦めて受け入れよう。

　しょぼくれていると、男性が「あの」と口を開いた。

「自分は外から来たんですが……この辺りはこれが正しいんです？」

「これ？」

「ここらの住人はみんな、聖惟さん、聖惟さんって言います。もしくは羽木籐家」

「ああ……それが普通ですね」

「自分も羽木籐さんにはお世話になりましたし、上得意ですけど……なんというか……」

　言葉は濁しているが、この男性もやはりおかしいと思っているのだ。絶対的な一族、羽木籐家とそれに無条件で首肯する住民。羽木籐家が言うならそれが正しいに決まっている、という支配的思想は怖いとさえ思う。

「何十年、何百年とこういう暮らしですから。私も外に出るまで確信が持てませんでした」

「外に出ることは嫌がるって話でしたけど」

「そうですね。私は聖惟さんが味方になってくれたので、東京で生活できましたけど」

　どうして彼が味方をしてくれたのかはいまだにわからないままだ。

「これで、皆さんはいいんですよね？」

「……たぶん……」

　変わることを望んではいないと思う。だから、私もこの土地に染まり直さなければならないなと憂鬱な気持ちに沈みかけたとき、店の戸が開いた。

「琴穂、迎えに来たよ」

　青い着物姿の聖惟さんが、何事もないような素振りで私の前に屈む。

「聖惟さん……お手数をお掛けしてしまって……」

「足、だいぶ痛いだろう。それ、貸して」

　握っていた消毒液と絆創膏を渡すと、聖惟さんが私の足に直接触れた。

「っ……聖惟さん、汚いですよ」

「そんなこと、どうでもいいよ。滲みない？」

　消毒液を容赦なく掛けられてちょっと染みたが、首を何度も縦に振った。涙目になるくらいには痛いが、一瞬だ。聖惟さんが絆創膏を貼って手当てをしてくれたので、もう少しは頑張らないといけない。

「赤坂さん、連絡をくれてありがとう」

「いいえ。店に入ってこられたときから足を引きずっていらしたので」

　聖惟さんが立ち上がり、赤坂さんと呼ばれた男性から買った和菓子を受け取っている。

　でも、赤坂さんの表情はこわばって見えた。聖惟さんがどんな表情をしているのかわからないが、きっと人を寄せ付けないような冷たい目をしていそうだ。声が、ピンと張り詰めている。

「また、なにかあれば知らせて。それじゃあ、これで」

　聖惟さんが振り返る。そして私の手をぐいと掴んだ。

「琴穂、帰ろう」

「はい、聖惟さん」

　おそるおそる立ち上がり、聖惟さんの手を借りて店を出る。今度は上り坂だからさっきよりはましだと深呼吸をした。

「この道を通ったんだね」

「近道なので……でも、失敗でした」

　聖惟さんがわずかに微笑んだあと、前を歩く。坂道にさしかかる前に彼が足を止めて遠くを見つめるように空を仰ぎ見た。私も誘われるように空を仰ぐ。今日は、雲ひとつない快晴。爽やかな秋晴れだ。時刻は十五時を三十分ほど過ぎたところ。スマホを取り出して空を一枚撮った。

　美しい空気を纏う、のどかな土地。大きな波乱も、利便性もない田舎の集落のひとつ。羽木籐家に守護される、いびつな場所だ。

　カメラを起動させたまま、スマホを空から顔の前に引き下ろす。聖惟さんが映った。無意識に、シャッターボタンを押していた。

「琴穂」

　彼の声に、慌ててスマホを巾着に押し込む。完全な盗撮だ。怒られるかも。

　あたふたしていると、聖惟さんにぎゅっと抱きしめられた。

「聖惟……さん？」

　彼は香水なんてつけていなくて、ときどき香を焚くのが昔からの習慣。いつもいい匂いを漂わせているが、今日は少し……。

　じっと聖惟さんを見上げる。首筋に汗が流れていた。普段は涼しげに振る舞っていて、汗を掻いているところなんて見たこともない。でも、いまの聖惟さんは私の知らない姿をしていた。到着までだいぶ早かったし、急いで来てくれたのだろうか。

「歩くの、つらいだろう。少し遠回りになるけど平坦な道を歩いて行く？」

「坂道より、そのほうがいいです」

「うん。じゃあ行こうか」

　手を握られ、彼が歩き出す。ゆっくりとした歩調で、ときどき私を振り返ってくれるから、まるでデートみたいだと錯覚してしまう。

「心配したよ、すごく」

「すみません。出掛けたのに帰れないとか、またお母さんに怒られちゃう」

　照れ隠しのつもりだったが、余計なことを言ってしまって口を押さえた。

「桐尾さん、君をよく叩いているね」

「やっぱり見られていましたか」

　聖惟さんが知らないはずはないと思っていた。ただ、関わらないだけ。

　心配そうに彼が私の顔を覗き込む。

「琴穂。つらいなら僕の腕の中にいればいいんだよ。君が働く必要なんてないんだから」

「はい。でも……もう少し頑張りたいです」

　うまく笑えなかったかもしれない。でも、精一杯の笑顔を作った。

　聖惟さんに甘えるのは簡単だけれど、それはいけない気がして強がった。できるなら嫌味なんて言われたくないし、叩かれたくもない。でも、七年前に無理を通したツケはちゃんと支払わないといけない。

「うん。君のしたいようにしていいよ」

　ゆっくりと視線が外される。また空を仰いだ彼は、なにを思ったのだろうか。







三








　屋敷ではいろいろな噂話が聞こえてくる。聖惟さんやお義母様のいないところではあれこれと好き勝手に話をしているのだ。最近の標的はもっぱら私。聖惟さんに無理を言って地元の女としての役目を投げ出したとか、聖惟さんの婚約者なのに彼を放っておいたとか。これくらいのことは当然言われると覚悟して出て行ったのでなんてことはない。

　縁側を水拭きして、用意しておいたバケツで雑巾を洗って絞る。水は井戸水を使うのでものすごく冷たい。夏場は気持ちいいだろうけれど、この時期は手がヒリヒリする。中腰になって雑巾を掛けるので腰も痛くなるし、なにより着物が着崩れてしまうのは困った。もう少し上手に着付けられるといいのだけれど、少し教わっただけなので衿はよれるし前は開いてくるし帯は下がってくるし。聖惟さんやお義母様にお願いをすればきれいに着付けてくれるだろうが、毎回頼んだら周りになにを言われるか。

　着崩れた着物を直していると、先輩の女中さんたちに見つかった。

「都会で勉強をしたのか知らないけど、着物も着付けられないなんて恥ずかしい……」

　ぼそっとそんなことを言われた。今日は無地の臙脂色を着ているが、軽く数十万はする代物だ。そんな高価なものを買える経済力なんて私にあるわけがないし、やっぱり着物は動きにくい。聖惟さんのように日常的に着ているなら話は変わるだろうが、着物は普段着というよりフォーマルなものだと思う。スーツよりも、もっとかしこまった場所に着ていくもの。馴染みがないのはむしろ普通なのだけれど。

「隠す気のない豊満なお胸を見せつけたいだけじゃないのかしら」

「ああ……それで聖惟さんをたぶらかしているんでしょ。はしたないったらないわね」

　嫌味は聞こえなかったふりをして、縁側から庭へ降りた。胸ばかりが育ってしまったことは気にしているのだ。服だってサイズが全然合わないし、下着も可愛いものがない。いまだって精一杯潰して押さえ、タオルを詰めに詰めて目立たないようにしているつもりなのだけれど、どうしても膨らみが完全には消えない。

　聖惟さんは体型のことなんてなにも言わないけど、どう思っているのだろうか。

「そういえば、以前来た秘書さんはきれいな人だったわね」

　ピクリと動きが勝手に止まった。

「聖惟さんの恋人だっていう人でしょ。うれしそうに出掛けてたわよね」

「そうそう。琴穂ちゃんが婚約破棄しないから、あの人との結婚は諦めてるって話よね」

　歩いて去って行く女中さんたちが、これ見よがしに私をチラリと見て、くすっと笑う。

　私から婚約を破棄したいなんて、聖惟さんに言えるわけないのに。

　うーんと首をひねりながら、倉から箒とちりとりを引っ張り出す。紅葉している様はきれいな楓だけれど、落ち葉がすごい。毎日何回掃けばいいんだろうと思いながらも、ここで一人になれる時間は貴重だった。

「……聖惟さん、やっぱり恋人がいるんだ……」

　ちょっとだけショックだ。聖惟さんが私に貞操を守る必要なんてこれっぽっちもないのだけれど、一応婚約はしたわけだし相手を作らないでいてくれるかもしれない、なんて淡い期待をしていた。

　聖惟さんは、その秘書さんをとても大事に思っているんだろうな……。

　だから彼は選ばなかった。この息苦しい世界にその人を引き入れることが嫌だったのだろう。そんな愛情を受けている秘書に、少しの嫉妬もないかと言われたら、否定できない。……羨ましい。

　だけど、羨んでいても仕方がない。

　腰をトントンと手で叩いた。掃除で痛いのもそうだが、聖惟さんが毎晩私を呼ぶからだ。朝はなかなかの鈍痛と闘いながら起き出すのだけれど、ちょっと身体が持ちそうにない。かといって聖惟さんに控えてほしいとは言えない。でも。

「意味、あるのかなぁ……」

　私と聖惟さんとの営みには、子をもうける必要がある。でも彼はかならず避妊をするか、外へ出してしまう。これでは妊娠の確率は下がるのではないだろうか。けれど、私から聖惟さんに要求できるはずもないし、それを相談できる相手もいない。

　ひょっとしてただのセフレなんじゃないかな。本気で恋をしている人が彼にいるのなら、その人に子どもを産んでほしいと思うだろうし、私が音を上げるのを待っているのかもしれない。だけど聖惟さんは私の気持ちなんて知らないだろう。音を上げるよりも、いつもうれしいと思っていることなんて、知るはずもない。

　帯の隙間に忍ばせたスマホを取り出す。ロック画面を解除すると、壁紙には聖惟さんの写真が映る。赤坂堂の帰りに彼を盗撮したものだ。ばれたら確実に怒られるやつ。でも、一人の時間にこうして眺めていると幸せなのだ。聖惟さんに好きだとは言えないけれど、想うくらいは自由だと開き直った。どうすればいいかわからない恋をなんとなく続けていくくらいでいい。どのみち、彼の心は手に入らないのだから。

「琴穂！」

　ほっと和んでいると、鋭く叫ぶような母の声が聞こえた。

「は、はい！」

　慌ててスマホの画面を消して帯の隙間に片付けようとしたが手が滑った。大股で近づいてくる母に見つかってしまい、容赦なくそれを踏みつけられる。

「またこんなものを見て……！　さっさと仕事をして。とろとろと庭を掃いてればいいと思ってるの!?」

「ごめんなさい……、すぐに……」

「それから琴穂。あんた、聖惟さんに事の後始末をしてもらうなんて恥ずかしいこと、いつまでやってるの」

「それは……」

　気絶して寝落ちてしまうなんて言えない。どう弁明しても、私が不甲斐ないせいだと言われるのだろう。

「聖惟さんに尽くすことがあんたの役目なんだから、もっとちゃんとしなさい」

「はい……気をつけます」

「都会にわざわざ出たんだから、誘惑の仕方とか勉強してくればよかったのに」

　ぐちぐちと母がぼやいている。気持ちはわからないわけではないが、そういった技術を学んだら学んだで、はしたないと言われるのだ。

「これであんたが聖惟さんの子を産めなかったら、あたしたちは笑いものよ」

　きつい視線を向けながら、母が吐き捨てるように言う。

　そんなにこの土地を離れることはいけないことだったのだろうか。聖惟さんに頼ったのがよくなかったのかな。

「お母さん……スマホ、踏まないで」

　身をかがめて落ちたスマホを拾い上げようとした。でも、母はさらに足に力を込めて踏みつける。バリバリと本体が割れていく嫌な音がして必死でスマホを引っ張る。

「踏まないで……割れちゃう……」

「これでいつまでも都会の暮らしを懐かしんでいるのね。もう、これはいらないでしょ」

「必要だよ。ないと困るの！」

「聖惟さんがいて、大勢の使用人もいるのになにが困るの!?」

　聖惟さんの力を借りて守ってもらうことはできるかもしれない。彼はそれくらいのことを苦に思わないだろう。でも、もし彼がいなくなったら？　恋人がいると言うし、私よりその人を選んだらもうだれにも守ってもらえなくなる。決して彼に頼って、依存して生きてはいけない。いまのこの時間を支えに、これからなにが起きても踏ん張っていくつもりなのだ。このスマホの中には、東京での思い出はもちろん詰まっているけれど、聖惟さんとの記録も残してある。彼がどんなことを話してくれたかという少しのメモと、正面からは決して撮れなかった、彼の写真が。

「お母さんってば。踏まないでよ！」

　焦りと悲しさから、語気が強くなってしまう。

　ぐいぐいと足を押しのけ、どうにかしてスマホを引き抜いた。画面はひびが入り、本体はひしゃげて中の精密部品が見え、本体も石に擦れて傷だらけになっている。

「ひどいよ……」

　泣いてしまいそうだ。母の怒りは理解するが、どうして全部奪おうとするのだろうか。

「ひどいのはどっちよ。あんたが東京に出てからの七年間、あたしがなにを言われたか知りもしないくせに！」

　わかっている。母はきっと後ろ指をさされたはずだ。聖惟さんが説得してくれたから渋々承諾をしただけ。ある程度は聖惟さんも使用人に説明はしたのかもしれないが、彼の目の届かないところではなにを言われていたか。それでも、私はここから離れたかった。おかしいと思ったし、おかしいと言えるように、なりたかっ──た。そこではっとした。私は、この土地の慣習がおかしいと示したくて東京に出て外の世界というものを学んだのだ。聖惟さんもそれならと承諾をしてくれた。『それならよかった』のだ。

　聖惟……さん……。

　ぎゅっとスマホを握り締める。外の世界へ出てみて、漠然と抱いていた違和感が間違いなくおかしなものだと確信した。そのときから、私はいつかこの土地と向き合おうと思っていたのだ。それはつまり、聖惟さんと真っ向から向き合うということ。この羽木籐家にも意見を言わなければならない。とても怖いことだけれど、彼になら話が通じるのではないだろうか。聖惟さんは、私が学ぶことを禁止しなかった。それなら……。

　きつく手を握り締めた。少し震えている。一歩を踏み出すのが怖い。いままで神様のようだと崇拝してきた人たちに正面から『否』を突きつけに行こうというのだから、足も竦むし心だっていつポッキリ折れるかわからない。

「お母さん……」

　声も震えている。私は思う以上に臆病だったんだなと頭の片隅で考えながら、口からなにかが出てきそうな衝動に耐える。ゆっくりとそれを嚥下して、大きく息を吸い込んだ。

「私はお母さんが思ういい子じゃなくてごめんね」

「わかってるなら、いまからでも心を入れ替えて聖惟さんに誠心誠意尽くして──」

「お母さんが望む尽くし方はたぶんできない」

　聖惟さんが好きだから、なにも見ない振りをして彼と結婚すればいい。でもそれは、私が無理を通してまでやり遂げたかったこととは違う。彼を想うなら、彼が本当に好きな人と結ばれるように話をするべきだし、私が聖惟さんになにも言えないままの関係はいびつなのだ。ここへ戻ってくる気持ちの憂鬱さに、やりたいことを見失ってしまっていた。

「私が話をする相手は、お母さんでも他の使用人でもなくて、聖惟さんだから」

「琴穂……？」

「お母さん。ここはおかしいよ」

　まっすぐ母の目を見て言うと、いままでで一番強く頬を打たれてよろめいた。

「羽木籐家に守ってもらっておきながらなんて失礼なことを……！」

「うん。だから、もうお母さんとは話さないね。私は家を出た時点でお母さんたちの子どもは卒業したの。親不孝でごめんなさい。でもこれが私のやりたいことだから」

　母は怒りに燃えるような目で私を睨みつけてくる。その視線を振り切って、踵を返した。こんな形で母と決別なんてしたくなかった。理解を得られれば心強かっただろうけれど、それは無理な話だ。

　泣いちゃいそう……。

　目に力を入れて、歯を食いしばった。ここで泣いている暇なんてない。

　私がいま向かうべきは、聖惟さんの部屋だ。




「聖惟さん、いまいいでしょうか」

　彼の部屋の襖前に仁王立ちする。両手には、首がもげてしまったアヒルの時計とこの家から支給されていた着物がある。聖惟さんに会うために、スーツに着替えてきた。廊下を歩く女中さんにひそひそと嫌味を言われたが、私の戦闘服はこれだ。着物じゃない。

　社会人だった頃は、このスーツを着ていろんな仕事に立ち向かったっけ。新品のスーツでプレゼンをした日のことも、営業に出て大口契約を取れた日のことも、まるで昨日のことのよう。……楽しかったな。

　深呼吸をして返事を待つ。

「どうぞ」

　程なくして聖惟さんの声が聞こえ、襖を開けた。

「失礼します」

「……珍しいね、スーツなんて着て」

　聖惟さんが怪訝な顔をする。いま着ているスーツは彼と久しぶりに会ったあの日に着ていたものだ。リクルートスーツかと思うようなデザインで、洗練されてはいないが動きやすくて気に入っている。

「これは私の勝負服でした」

「勝負服？」

　立ったまま部屋に入る私を、彼は目を細めて楽しむように笑って見つめる。

「初めて契約が取れた日はこのスーツを着ていました。企画が通ったのもこのスーツです。だから、これがいいかなと思って着替えてきました」

　ぴりっとした緊張が一瞬で走った。

「……なるほど。僕になにか言いたいことがあると思っていいかな」

　聖惟さんの声音が一段低くなる。柔らかな音を消して、少しずつ張り詰めていく。当主名代として発言をするときの声だ。

「はい」

　机を挟んで聖惟さんと対峙する。これで彼を怒らせたら、両親の仕事は危うくなるのだろうけれど、さっき縁は切ってきた。もう他人だと言い張って、私だけ追い出されるように仕向けられれば僥倖だ。

　畳の上に正座して、首のもげたアヒルを差し出す。

「これは、私が初めて担当した企画商品です。……首取れちゃいましたけど」

「轟音を立ててた時計だね」

　視線が一度逸らされる。興味はないと言いたげだ。でも、いまはちゃんと興味を持ってもらいたくて、食い下がった。

「聖惟さんに一度くらいはちゃんと見てほしくて持ってきました」

「あとで見るよ」

　彼はますます興味をなくしたように目を閉ざした。

　今日の聖惟さんの着物は渋い緑だ。草木が赤く色づく直前の、秋の景色をふと思い出すような色合いで、袖にススキが描かれている。相変わらず和装の似合う人だなと見入ってしまうが、すぐに思考を切り替えた。

「私は、聖惟さんのご厚意に甘えて、七年間都会で生活をさせてもらいました」

　瞼を持ち上げ、一度机に視線を落とした彼がややしてそっと目を上げる。話を続けるように促された気がして、思い切って次の言葉を続けた。

「七年、都会で暮らしてみて思いました。……ここの暮らしはおかしいと思います」

「いきなり全否定か。……なぜそう思ったのか聞こうか」

　切り出し方を間違えたかもしれない。聖惟さんの声がすうっと張り詰める。嫌な汗が噴き出して、背中の辺りがひどくべたついた。

「この地域の人たちは、羽木籐家に依存しすぎていると思います」

「長年そうしてきた。僕たちはかまわないし、住民も不満はないんじゃないかな」

　そうだ。問題はそこにある。住民がこの暮らしをおかしいと思っていないのだ。たとえば、この地域ではほとんどが圏外になるが、羽木籐家周辺は整備されているのでインターネットも普通に使える。聖惟さんがリモートワークで不自由をしないのはそのためだ。

　聖惟さんはスマホを当たり前に使う。いまも、机の上にはノートパソコンとスマホが置かれていた。でも、ここの住民は携帯電話を手にしたことがない人がほとんどだ。外へ働きに行っている男性は別だが、女性は存在さえ知らなくても生きていける場所なのだ。

　さらに言うなら、私が通っていた学校は近くにある私立の学校だった。普通は私立学校の学費は公立の比較にならないほど高額になるが、その学校は住民の学費負担がほぼなかったらしい。遠くの公立学校へ通うより、ずっとメリットがあったのだ。地元の学校はすべて羽木籐家グループの法人が管理している。それはつまり、羽木籐家の支配下にある証拠でもあった。

　羽木籐家がすべて面倒を見てくれる。たぶん、これから先何十年と変わらないのだろう。そうして住民の生活を掌握する。でも、至れり尽くせりの環境なので不満が出ない。男性たちだって都会に出て働いているからいびつさに気づいてはいるだろうが、羽木籐家を否定したら自分たちの生活が立ちゆかなくなるとわかっている。だから、彼らになにも言わない。いままで穏やかに、豊かに暮らせていたのだからそれでいい。これからもこのままでいいと変化を望まなくなってしまった土地なのだ。そして。

「羽木籐家に依存しきって生きるのは、あまりにリスキーだと思います」

　聖惟さんが頬杖を突いて薄く笑った。

「リスキー？」

　まずい。逆鱗に触れたかもしれない。でもここで逃げたらだめだと、手のひらに爪が食い込むくらいきつく手を握り込んだ。

「営業の仕事をしていると、利益も出ますが損失も出すことがあります。どうにかフォローしあって回収していましたが、それはなんとかできる額だからです。でも、羽木籐家が一度損失を出せば、その額はきっと途方もないものになります」

　多くの企業を傘下にしている羽木籐グループの大元は、羽木籐リゾートだ。観光客がいなくなった途端に経営状況が悪化する。系列企業で互助したとしても、きっと補いきれない。ウィリアホテルはそういう規模なのだ。

「容易く崩れない経営をしているつもりだけど、琴穂には危険に見えているのかな」

「いいえ。羽木籐グループはおそらく数十年先も安泰なのだろうと思います」

「だったら、いまの生活を続けていけばいい。それとも、君は僕たちに潰されたい？」

　羽木籐グループが本気で圧力を掛ければ、私は仕事に就くことさえできないだろう。彼らに潰される可能性があるから、非グループ系の企業も雇ってくれない。やはり、聖惟さんを相手に私が異議を唱えるのは無謀だったのだ。追い詰められていく感覚しかしない。

　面白がるように聖惟さんが笑みを浮かべる。こういう顔を見ると、羽木籐一族って怖いなと思う。駆け引きして勝てるはずがない。

「……この生活を続けていけばいいとおっしゃるなら、どうして私を都会に行かせてくれたんですか？」

「それは君が望んだからだよ。一生懸命僕に頼む君を哀れに思った。少しくらいの温情は掛けてあげるべきだろう」

　まるで人を見下すように彼が言う。でも、聖惟さんは他人を軽んじることはない人だ。いわゆる上目線の言葉は使わない。使うのは、明確に挑発しているときだけだ。

　昔、彼が明らかに嘲る話し方をする瞬間があった。たしか、お盆の時期だ。少し早く本邸へ来ていた男性が、話がしたいと聖惟さんの部屋を訪ねてきたのだ。

　私はいつものように彼の点ててくれたお茶と、和菓子を食べていて、聖惟さんから席を外さなくていいと言われたのでその場にとどまった。

　そこで繰り広げられた会話の中で、聖惟さんがいまのような話し方をしていた。

　少し嫌な空気になって男性が怒って出て行ってしまったあと、彼に聞いてみたのだ。あんな言い方では怒らせるだけではないのか、と。すると彼はにべもなく言った。

『怒らせるためにしてるんだよ。冷静さを欠いたときこそ人の本質が見えるからね』と。

　私はいま、聖惟さんに試されているのだろう。ならば、冷静さを欠いてはいけない。いまの彼が紡ぎ出す言葉は、試験なのだから。

「都会に出れば私が戻らないかもしれないと、聖惟さんなら考えたと思います」

「考えたけど、君が僕の元へ帰ってこないなんてことはあり得ない。ご両親思いの君は、彼らの仕事や居場所がなくなることを恐れるはずだ」

「そのとおりですが……帰ってきたあと、私が違和感を抱くとわかっていましたよね？」

　聖惟さんがノートパソコンに目を移し、画面をそっと閉じた。立ち上がって、私の前まで来るとそのまま腰を下ろす。首のもげたアヒルを手に取って、それをまじまじと眺めた。傾けるたびに首が落ちて、彼が困っている。

「琴穂。不便はないかい？」

「不便……？」

　質問に答えてもらえないどころか、話題の方向を変えられて困惑する。

　いや、たぶん方向は変わっていないのだろう。ならば、私が答えるべきなのは──。

「……着物で生活するのは動きにくいし、まだ慣れないので嫌です。草履も痛いです」

「うん。それだけ？」

「聖惟さんが認めてくださったのに、都会に出ていたことを、ことあるごとに言われるのも嫌です」

「他は？」

「……聖惟さんとの行為に聞き耳を立てられたり、あれこれ言われたりするのも……」

「それは僕も気になってる。干渉しないでくれとは思っているよ」

　ならば聖惟さんが言えばいいのにと思ったが、そこで気づいた。聖惟さんは言えないのだ。彼が言えば命令になってしまう。たとえ命令をしなくても、羽木籐一族の言葉は住民にとって命令と変わらない。聖惟さんが言えば強い圧力になる。だから彼はあらゆることを静観しているのだ。

　彼が多くのことに自ら関与しないのは、そういった決まり事が羽木籐家にあるのだろうと思っていたが、きっとそうではない。彼自身が独自にルールを定めて身を引いている。

　それを理解した瞬間、自然と目を見開いていた。

　聖惟さんを見ると、いつものような優しげな微笑を浮かべている。きっと、私の推測は間違いじゃない。

「……聖惟さん。私、このお屋敷にいるのは嫌です」

「ずいぶんと思い切ったことを言うね」

　否定するわけではなく、楽しげに彼が言う。

「……それに、聖惟さんには恋人がいると聞いています。その……私との結婚はお嫌なのでしょうし、この無作法を機に破棄という手も……」

　ごにょごにょと言うと、彼は少し拗ねたような顔をした。こんなふうに表情が変わる聖惟さんを間近で見るのは初めてかもしれない。

「僕に恋人はいない。そんな不誠実な男だと思っているのかい？」

　聖惟さんに限ってそんなことはないと言いたいけれど、仕方なく婚約をしたのだから好きな人がいても咎められるはずがない。

「思っていませんけど……」

「僕が琴穂と結婚するのを嫌だと言った？」

「直接は言われていないですが、従兄弟の方と話しているのを聞いたことがあります」

「ああ……そうだね、それは言った。でも、少し意味が違う。なによりあのときの心情からは変わってきた」

「変わって……？」

　聖惟さんが困ったような、照れたような顔で笑う。

「さっきの質問の答えがそれだ」

「ど、どれですか……？」

　一気に頭が真っ白になって困惑する。聖惟さんがなにを考えているのか、さっぱりわからない。

「この屋敷にいるのは嫌なんだったね」

「……そうですね。嫌です」

　肯定することは迷ったが、聖惟さんの笑顔がいつもよりずっと優しく見えたので、思い切って頷いた。

「わかった。使用人がいなくなるだけで、ここにいるときとなにかが変わるわけじゃないけど、それでいいなら別邸へ移ろうか」

　昔、彼が住む家になると言って修繕されたあの別邸だろう。

「いいんですか……？」

「僕は、もちろんかまわない。……これで加減をしなくてよくなるからむしろ歓迎だ」

「か、げん……」

　目をしばたたかせて彼を見つめると、身を寄せてちゅっとキスをされた。

「君は、僕の思ったとおりの人だったね」

「え？」

「なんでもないよ。荷物をまとめておいで。すぐに出よう」

　結局、私が話したことへの返答は明確には得られなかった。けれど、聖惟さんの中ではすべてに答えが出ているのだろう。意見を否定されなかったということは、きっと彼が望んでいたことに及第点程度であったとしても届いたということ。

　そう確信をしたのは、いつもより機嫌のよさそうな聖惟さんが、アヒルの時計を相手に笑みを浮かべていたから。

　そうして、その日のうちに私は聖惟さんとともに本邸を出て、自転車で五分とかからない距離にある別邸──彼の家へと移った。




　聖惟さんが暮らす別邸は、外観こそ日本家屋のようだったが、中に入ってみると完璧な洋風の部屋だった。システムキッチンには食洗機が置いてあるし、カプセルをセットするだけでできるコーヒーメーカーも鎮座している。床はフローリングでソファもベッドもある。一室だけ和室があるが、そこは聖惟さんの書斎だ。集中するなら和室のほうが捗るのだそう。私たち以外だれもいないし、室内も本邸と大きく変わるが、私の暮らしは変わらないはずだった。それなのに。

「んあっ……、あ、あっ……っ、聖惟さ……、あっ」

　この家に来て三日。お互いに着ているものをすべて取り払って肌を重ね合うばかりだ。

　ベッドに両手を突いて、お尻を突き出す格好にされて後ろから容赦なく膣壁を穿たれる。ぬちゅぬちゅといやらしく水音が立ち、彼の熱がお腹を強く圧迫していく。

「琴穂……もっと……」

　腰に手を掛けられ、引き寄せられるのと同時に突き上げられると最奥を強く叩かれる。

「っは……あ、ああっ……」

　身体を仰け反らせ、打擲される衝撃を受け止めるので精一杯だ。

　肉壁がひくひくと歓喜して彼をさらに奥へと誘う。腰を回してぐりぐりと子宮口を擦られると、自らも腰を振ってねだった。

「そろそろ僕に抱かれることにも慣れた？」

　後ろから回された手が胸を揉みしだく。快感に溺れた身体は、胸先を硬く尖らせて彼に触ってほしそうに主張していた。

「慣れ……なんて……」

「琴穂から誘ってくれていいんだよ」

　耳元に甘い声を落とされ、かぷりと甘く噛まれる。

「んっぅ……、ふ……耳、だめ……」

「じゃあ、どこなら触っていい？」

　顔に手を当てられて首をねじるように向けられて、強引に唇が塞がれた。生き物のように蠢く舌が口内に差し込まれ、くちゅくちゅと絡ませ合う。

「いまは、どこも……触っちゃだめ……」

「意地悪なことを言うようになったね」

　首筋に顔を埋め、ちゅうっと肌を吸われる。また跡が残ってしまう。

「琴穂はまだ中だけじゃイけないよね。いいの？　ずっとこのままにするよ？」

　熱を一度引き抜かれて身体を仰向けに反される。

　この別邸に来てからというもの、聖惟さんの理性は消えてしまったようだ。朝も昼も夜も、かまわず彼に求められる。それを一度でも断れればよかったのだが、私も彼と触れ合いたいと思ってしまうから困ってしまう。まるで、発情期を迎えた動物のようだ。

「で、でも……いま触られたらおかしくなっちゃう……」

　聖惟さんが薄く笑みを浮かべる。こういったときの彼は、いたずらをするような少し意地悪な顔をする。

「僕に狂って、僕だけしか見えなくなればいいんだよ、琴穂」

　怒張する肉塊が蜜口に押し当てられる。

「聖惟さん、待って……本当に待っ──っあ、ああっ！」

　ずちゅっと一息で最奥まで貫かれて身体を大きく仰け反らせた。敏感にされた肉壁が、再び与えられる質量と熱に絡みつく。

「こんなに僕をほしがってるのに、どうして待てなんて言うの……。僕を焦らして意地悪したい？」

　楽しげに笑いながら、頬や瞼にキスをされる。

「違……、そうじゃなくて……」

「じゃあなに？」

　ゆるゆるとごく浅い律動で子宮口をトントンと叩きながら、彼の手がそろりと下腹部へ流れる。もう少し下ってくれれば一気に上り詰められるのに、そっと子宮を押さえるようにして止められた。

「あっ……聖惟さん、それ……あっ、あ、んっぅ……」

　ごりごりと硬い熱が擦れるのがわかる。でも、強い刺激を与えられなくて内側が疼いて切ない。

「ちゃんと言わないと、本当にずっとこのままにするよ。これ……琴穂は好きだよね」

　深い場所を緩く擦られると、ただずっと気持ちいいという感覚しか追えなくなる。絶頂には届かず、苦痛はないけれど大きな喜びもない。聖惟さんも、ずっと繋がっているならこのほうがいいのかもね、なんて言うくらいの行為だ。一晩中でも、一日中でも彼と繋がっていられる。それがいいかどうかは別の話。

「っふ……んっぁ……や、あ……っ、聖惟さん……触って……」

「さっきだめだって言ったのに？」

「聖惟さん……、あっ、ん……お願……ここ、触って……」

　彼の手を取り、お腹のさらに下へと導いた。痛いくらいに尖って膨らんだ肉芽を彼の手が掠めると、ビリビリとした電流が走る。

「んっああ……、あっ、聖惟さん……」

「こんなに膨らませて……可愛いね、琴穂」

　うっとりと彼が囁く。

　くにくにと花芯を擦られ、脚をさらに開いて腰を浮かせた。聖惟さんがうれしそうに目を細め、腰をがっちりと掴んだ。

「もっといろんなことを覚えて。僕と繋がってないとおかしくなる……って言いたくなるくらいに堕としてあげたい……」

「聖惟……さん……」

　ときどき、彼が口にする言葉には背筋が冷えることがあった。でもそれも一瞬のことだ。大きく律動されて最奥を抉られるとどうでもよくなってしまう。

「あ、あっ、あ……んっ！」

　快感に身体が震える。もっと強くしてほしくて彼の腰元に足を掛けると、聖惟さんがわかりやすいくらいの歓喜を瞳に乗せた。

「琴穂……もっとだよ。僕にもっと素敵な君を見せて」

　ぱちゅ、ずちゅと肌のぶつかり合う音といやらしく泡立つ愛液の混ざる音が響いて、頭の芯が痺れてくる。揺すり上げられるたびに、深く侵入してくる熱は私をおかしく狂わせていく。きゅっと肉芽を摘ままれ、目の前が真っ白になった。

「っ……あ、あ……ぁっ」

　揺さぶられ、絶頂の波に呑み込まれる瞬間、彼の背中を掻き抱くように引き寄せた。

「聖惟さ……んっ、あ、ああっ……！」

　ズッと押し込まれた熱をきつく締めつけ、こわばる身体が快感の頂を越える。ガクガクと痙攣する肢体がシーツを波打たせながら、物欲しげに彼のものを求めた。押しつけた身体が聖惟さんの手に固定されて数度、強く打ち付けられると深い場所で雄が膨らんで弾けた。どくどくと脈動して精を吐き出しているのを感じて、自分のお腹に手を当てる。

「聖惟さん……」

　ずるりと熱が引き抜かれたあと、彼が避妊具を処理した。

　……今日も、彼はきちんと避妊をしてくれる。

「琴穂。動けそう？」

　ぼんやりと彼の動きを目で追いかけていたが、覆い被さって額をコツンとつけられると、ようやく焦点が定まった。

「すぐに動ける聖惟さんが不思議です……」

　三日間、ずっとこの調子だ。

　食事はしばらく本邸から届けられていたのだが、様子見を兼ねていることや、二人の時間を中断されるのが嫌だと言って、聖惟さんが昨日のお昼を最後に断っていた。

「感じ方が女性とは違うからね。琴穂がベッドで動けなくなっているのを見ると、それだけでまた抱きたくなる」

　だから彼はずっとこの調子なのかと思ってシーツにくるまった。

　最後に中断をしたのが本邸からの差し入れのタイミングだったのだが、それ以降はほとんど聖惟さんに組み敷かれている。さすがに身体がもたない。

「琴穂？」

「昨日からろくに休んでないんですよ。いま何時ですか」

「十六時少し過ぎかな」

「……聖惟さんって、性欲お化け過ぎてびっくりです……」

「僕、琴穂ならたぶん際限なく抱けるよ」

　ベッドが一度深く沈み込んだあと、衣擦れの音がした。もぞもぞとシーツの隙間から聖惟さんを見遣ると、洋服を着ている。

「聖惟さんのお洋服姿……」

「珍しいだろ。出ておいで」

　一人で一度頬を膨らませてふてくされたあと、シーツを身体に巻き付けて起き上がる。腰が痛すぎてうずくまりたい。

「そんな不景気な顔してないで、軽く着替えてキッチンへ行こう。なにか作るよ」

　私のそばに腰を下ろして頭をぽふっと撫でてくれる。こうしていると、まるで恋人同士のようだけれど、彼の気持ちはやっぱりここにはないのだろうか。

　好き……だとは言われてないしね……。

　私はただ性欲を満たすのに都合がいいから抱いてくれるのだろうか。そうでなければ、子作りをしないといけないから、避妊はしないよね。

　なんだか寂しいなぁと思いながら、ベッドを抜け出してルームウェアのワンピースを被った。ピンク色で、イチゴの刺繍がされている、聖惟さんの見立て品。どうしてこんなものを用意していたのだろうと疑問に思わないわけではないが、可愛いし疲れたのでもういいやという気持ちになった。

「聖惟さん、お料理できるんですか？」

　彼に近づくと、ぎゅっと抱きしめられる。そうして、ひとしきり彼が満足したところでベッドから立ち上がり、手を引かれてキッチンへ向かった。

「一通りのことはできるよ。一人暮らししてたからね」

「聖惟さんが洗濯してる姿なんて見たら、みんな気絶しちゃいますよ」

　キッチンに立つ彼に、後ろから頭を擦りつける。聖惟さんがうれしそうに笑いながら、私を抱きしめてくれるので料理なんて一向に進まないだろう。

「みんな時代遅れなんだよ。男が台所に入るなんて、って考え方の人ばかりだ」

　思わず目を見開いた。そのまま聖惟さんを見上げると、不思議そうな顔をされた。

「どうかした？」

「……聖惟さんから、時代遅れなんて言葉が聞けるなんて思わなくて」

「遅れてるだろ。いつの時代かなって思わない？」

「思います、すごく」

　聖惟さんが冷蔵庫を開けに行ったので、私もその後ろをついて歩いた。

　観音開きの冷蔵庫を覗き込む。

「……聖惟さん、空っぽなんですけど」

「ごめん。ずっと本邸だったから空っぽにしてたこと忘れてた」

　額を押さえて天井を仰ぐ聖惟さんの姿なんて、本邸では絶対に見られない。なんだか、可愛い。

「ふふっ……聖惟さんでもこんな失敗しちゃうんですね」

「僕だって完全無欠じゃないからね。演技と教育でそれっぽく見せてるだけ」

　でも、そうなると食べるものがなくて困る。どうしようと思案して、そういえば退職したときにお菓子の詰め合わせをたんまりと持たされたことを思い出した。あの荷物も持ってきているはずだ。

「聖惟さん、お菓子パーティーしませんか」

「お菓子パーティー？」

「仕事を辞めるときに、もうすぐハロウィンだからってお菓子をたくさんもらったんです。それを食べましょう」

「食事にお菓子って」

　眉根を寄せて彼が難色を示す。でも背に腹は代えられないのだ。

「お腹すきましたし、いまから二時間も掛けてお買い物は嫌ですよ。くたくたです」

「……そうだね。お米くらいはあったはずだけど……」

　聖惟さんはどうしても白米を食べたいらしく、米びつからお米を量って出して洗いはじめた。本当に、本邸の人が見たら泣いちゃうんじゃないだろうか。

　せっせとお米をとぐ彼をキッチンに残し、私に与えられた部屋へ向かった。洋室で、必要なものは一式揃っている。ベッドはとても可愛らしいフレームデザインで、蔦があちこちにあしらわれている。机は木製のもので、セットなのだろう椅子もある。カーテンはフリルがついた淡いオレンジのものだった。この部屋は、だれのために用意されたものなのだろうか。自分のためと思うのは傲慢すぎる。

　はぁ、とため息をついて、紙袋を漁った。透明のビニールに包まれたお菓子セットを手にして戻ると、ダイニングテーブルに聖惟さんが座っている。彼の向かい側に回って、お菓子をテーブルに広げた。

「聖惟さん、お好きなものをどうぞ」

「いや、僕はあとでおにぎりを作るからそれでいいよ」

　笑いながら、彼がチョコレートをひとつ摘まんだ。それを食べるでもなく弄んで戻し、頬杖を突いて私を見る。

　炊飯器が懸命に働いている音だけが聞こえて、少しいたたまれなくなった。

「聖惟さん。……聞いてもいいですか」

「なんでもどうぞ」

　思い切って、疑問に思っていることは聞いてしまおう。なんとなくでこの関係を続けていくのはよくない。

「子作りは、しないんですか？」

　彼が目を伏せた。そして首を横に振る。

「しないよ」

「それは……好きな人がいるからですか？」

「好きな人を大事にしたいから……ではある」

　やっぱりと肩を落とした。だったら私は彼に婚約を破棄しようと言うべきだ。

「聖惟さん……」

　喉が塞がったような気がして、声がうまく出ない。

「でも、恋人ではないよ。いないって言ったよね」

　つまり、彼の片思い。

「聖惟さんでも片思いなんてするんですね……」

　彼が曖昧な笑みを浮かべる。

「君が僕の心の中を知ったら、きっと逃げ出すんだろうと思う。だから、僕は君になにも言わないつもりだ」

　どうして教えてくれないの？　全部受け止められるよ。

　そう言えたらよかった。だけどきっと私は泣いてしまう。聖惟さんの心に見知らぬ女性が住んでいるのだと思うだけで、胸が苦しくなる。その女性はどんな人？　どこで知り合ったの？　聞きたいことはたくさんあって、そのすべてに答えはほしいけれど、最後にはどうして答えたのと詰め寄ってしまうのだ。理不尽で、わがままで、身勝手。

　俯いて、唇を噛んだ。目の奥が熱くなって、必死にこらえる。打ち明けてもらえないのも、打ち明けてほしいと言えないのも、私が未熟だからだ。それが悔しくて、もどかしい。

「どうして、私との婚約を破棄しないんですか？」

「僕がそうしたいから、以上に最適な答えはあるかな」

　この土地を守るため。羽木籐家を存続させるため。世間知らずな私が都合よかったから。でも、私は少しだけ世間を知った。もう、この土地は窮屈で息苦しい。

　ぎゅっと膝の上でスカートを握り締めた。

「琴穂。僕は君を手放さない」

「私と結婚したくなかったのに……？」

「本邸を出る前に言ったよね。その答えは変わってきている」

　その意味がまるでわからないのだ。いまなら結婚してもいいと言うこと？　それとも、結婚したくなかったという意味が変わってきているの？

　判然としない答えばかりだ。

「私は……聖惟さんに選んでもらえたのかもしれないって思えてうれしかった。いまでもうれしいと思っているし……聖惟さんのことが──」

「琴穂」

　冷えた声が言葉を遮る。

　ほの暗い感情を乗せる彼の目にひやりとしたけれど、じっと彼の目を見つめ返した。

「それは、僕に壊される覚悟があると受け取るよ。いいのかい？」

　だれかを従えるための糸を張ったような声ではなく、普段の柔らかい声音でもない。冷えた雪景色の中で、耳が痛くなるほどの静寂に落とされた、行き場のない声のようだった。

「壊される……覚悟……？」

「君は僕に逆らえない。羽木籐の家にもだ。いまの君では、僕は確実に琴穂を壊す」

　そのとおりだけれど、なぜそれが壊すということになるのだろうか。

「私は、壊れたりしな──」

「君がこの箱庭でしか生きられないなら、迂闊なことは言わないほうがいい」

　反論を許さないような強い口調と視線で言われ、口を噤んだ。

　彼の言葉をうまく呑み込めない。どうしてそういうことになるのだろうか。

「……ごめん、僕は少し部屋にいるよ」

　立ち上がって部屋に戻っていく聖惟さんの背中を見つめながら、まったく腑に落ちなくて唇を噛んだ。





　◇






　自室に入って深く息を吐く。

　僕が十八歳のとき、父から縁談の話をされた。グループ企業の社長令嬢と見合いをしろと言われて、会うだけは会ったのだが、とても気が合いそうにはなかった。

　父は僕の気持ちを知っていたらしく、体裁のために縁談を持ちかけてはきたが、嫌なら断ればいいと言ってくれていた。その言葉に甘えると、父はすぐに断ってくれたようだ。羽木籐家の縁談は、一族を残すためにするもの。その上で利益になる関係であればなお良しといったところだ。だから、相手は企業の令嬢である必要はなかった。

　後継者を残す。それがどうしても必要なことであるなら相手は琴穂がいい。

　部屋の壁をそっと撫でた。修繕されて、いまは過去の痕跡をすべて消し去っているが、昔はここに琴穂の写真が飾ってあった。一枚や二枚ではない。何十枚も──。

　この気持ちがいびつなものだとは気づいていた。僕と琴穂の間にある見えない壁のようなものを認識した頃には、すでにおかしいとわかっていたのだ。

　僕の世界に琴穂は存在しているのに、彼女と生きていく未来が強くイメージできない。それは、彼女の世界に僕がいないから。絶対的な存在となってしまった羽木籐家と、その地域に暮らす住民とでは大きな隔たりがある。子どもだった僕にさえ、大人がこぞって頭を下げるのだ。気持ち悪い空間だと思った。

　その中にいて、琴穂だけは幼かったこともあって僕と対等でいてくれて、そのたびに失礼だと大人に怒られていた。そうするたびに彼女の心が離れていく。

　僕たちは交わらないほうがいいのだろうかと思って、他の人と付き合ってみようとしたことがあった。好きでもない相手と触れ合うことは苦痛で、すぐにやめた。

　僕には琴穂以外を選ぶという選択肢がなかったのだ。彼女は特別で、大事にしたい女の子だった。だから、琴穂とは絶対に結婚したくなかった。この土地に縛られて、羽木籐家にただ傅くだけの人生を歩んでほしくなかったから。

　僕の知らない男と恋をして、僕に結婚の報告をしに来る彼女の姿を想像して、嫉妬に狂った。心が壊れそうになった頃、父からどちらかと婚約しろと二つの選択肢が与えられた。

　そこまで平常心を保てないほど琴穂が好きなら、いっそ彼女を諦めて会社の利益になるだろう政略結婚をするか、たとえ縛り付けて不自由をさせることになっても、自分の気持ちを受け入れて琴穂と結婚するか。ひどい二択を突きつける人だと恨めしく思ったが、僕は琴穂を選んだ。僕も、父と変わらずひどい人間だったのだ。

　琴穂が十六歳になって婚約者にすると告げたとき、彼女は鳩が豆鉄砲を食らったような顔をしていた。それと同時に、どこか喜んでくれているようにも見えていた。

　一族にも婚約した旨は伝えられ、定例行事の際に従兄弟から冷やかされたものだ。長年の片思いが実った感想はどうかと聞かれて、僕は浮かれていたのだろう。「琴穂とは結婚したくなかった」と馬鹿正直に答えてしまった。それを琴穂に聞かれていたとは思わなくて、しかも誤解までしていたなんて最近まで気づかなかったけれど。

　この土地に縛られては琴穂が可哀想だ。婚約をやはり破棄するべきだろうかと悩んでいた頃に、彼女から東京の大学へ行きたいと言われた。必死に頭を下げる彼女に胸が痛んだが、それと同時にこれはチャンスかもしれないと思った。この土地がどれほどおかしなものかを彼女が知れば、彼女は逃げることができる。就職もしたいらしかったから、彼女が二十五歳になるまで待つことにした。

　七年ぶりの再会を果たしたとき、琴穂の変貌に期待した。外の世界を知った彼女は、僕と対等に会話をしてくれるだろうかと考えていたのだ。だが、実際は僕に従順になろうとするばかりだった。僕に逆らわず、顔色を窺いながら僕が気に入るだろう答えを探しているのはわかった。彼女は、やはり変わらなかったのだろうか。

　それでも、変わっているとは思うのだ。昔からの習慣で最終的に従順になってしまうだけで、僕に意見を言おうとしてくれる。この土地しか知らない人より僕と対等だ。ちゃんと、都会に出た経験が力になっている。いまなら、琴穂はまだ逃げられる。彼女の身に命が宿る前なら、どこまででも逃げていい。でも──。

　自分の胸元をきつく握り締める。琴穂を征服してしまいたい。僕だけのそばに置いて、僕だけを見つめていればいいと思う黒い欲望に、心が支配されそうになる。理性を保っているのがつらい。

「……聖惟さん。いいですか？」

　部屋の外から声が聞こえてはっと我に返った。

　いま、琴穂の顔を見たらまたベッドに引き込んで彼女を縛り付けそうだ。そうするほど彼女が逃げる道を失う可能性が上がるのに、欲望に歯止めがきかない。冷静を保てと深呼吸をして、まっさらな壁を見上げた。消えた痕跡を、彼女がどうか見つけませんように。

「いいよ。入っておいで」

　ドアを開けて彼女が顔を覗かせる。

　きれいな黒髪は背の中程まで伸び、いまはヘアゴムで縛られている。僕が用意したルームウェアは、やはり彼女に似合って可愛いと思う。着物姿はよかったが、母の選ぶ着物は琴穂にあまり似合っていなかった。彼女は煌びやかに飾るより、上質で控えめなものを選んだほうがいい。それを母はわかっていないのだ。

　きっと、琴穂に似合うものを一番知っているのは他のだれでもなく僕だろうという自負がある。彼女が僕に染まっていくことへの高揚が、溢れる支配欲を満たしてくれる。

「ご飯が炊き上がったので、おにぎりを作ってきました」

　お皿に並んだおにぎりを差し出され、目を見開いた。そんなことをわざわざしなくてもよかったのに。でも、彼女が手ずから握ってくれたのだろうか。だとしたら──この先は考えないほうがいい。

「ありがとう。あとで……」

「一緒に食べてもいいですか。たくさん作ったんです」

　部屋に入ってきた彼女が、迷いながら、遠慮がちに僕の手を掴んだ。そして、くいと引っ張るので誘われるままダイニングへ戻ると、おそらく準備したご飯をすべて握ってしまったのだろうという量でテーブルに並んでいた。彼女が持ってきたのはほんの一部だったということだ。

「……全部おにぎりにしたの？」

「聖惟さんのお腹の加減がわからなくて」

　だったら一つか二つにしておけばいいのだが、全部握ってしまうあたりが琴穂らしいのかもしれない。一生懸命、多少疑問に思いながらも作ったのだろうと思うと、自然と笑みも零れる。

「そうだね。一緒に食べようか」

　僕が頷くと彼女はぱっと笑顔を咲かせる。

「……聖惟さん。さっきのことなんですけど」

　僕に踏み込んでくれば、確実に彼女を壊してしまう。だから距離を取るようにと警告をしたつもりだった。彼女は気づいて逃げるだろうか。僕は、彼女のいない世界に耐えられるだろうか。ときおり彼女の就職先の近くまで様子を見に行っていたなんて知られたら、どう思われるだろうか。

「いろいろ考えたのですが、やっぱり好きな人との結婚を諦めているからあんなことを言ったのかなって……思って」

「否定はしないけどね」

　琴穂との結婚は、やっぱり最善ではないと思うから。

「だったら、ちゃんと聖惟さんから婚約破棄してください」

「僕がそれを言えば、君たち一家はここで暮らせなくなるよ。それでいいの？」

　羽木籐家から破談を申し入れれば、彼女に非があったと言われるような場所だ。かといって、彼女から言い出せるはずもない。だから、琴穂は黙って逃げるしかないのだ。

「ひ、秘書さんがお好きなんですよね？」

　躊躇いがちに、おずおずと言った様子で彼女が言う。

「……え？」

　あまりに的外れな質問に、軽い目眩を覚えた。だが彼女は真剣だ。少し落胆したように肩を落として、表情も暗い。違うと即座に否定したいが、僕がこの気持ちを認めたら、琴穂は逃げることさえできなくなる。

「きれいな方だって聞きました。うれしそうに出て行かれたとも」

　そう言えば、一度迎えに来たことがあったか。前日に付き合いで酒を飲まされて、僕が乗ってきた車を運転できなくなったから送ると言われたのだが、車ごと持って帰られたので迎えに来てくれと頼んだ。そのときに屋敷で働いていた人に見られたのだろう。うれしそうにしていたのも、琴穂の様子を見に行くためだったからだが、言う必要はないか。

「好きな人と結ばれるのが、聖惟さんの幸せなんじゃないかと思うんです」

　琴穂が少し震えている。これだけのことを言うにも勇気がいるのだ。でも、彼女は頑張って考えを言葉にしてくれる。

「僕はいまのままでかまわないんだ」

「でも、それじゃあ……」

「琴穂。考えるべきは君自身のことだ」

　宥めるように彼女を抱きしめた。僕より小さな身体は、力で征服することなど容易い。でも、琴穂が泣く姿は見たくない。本邸にいたときのように、嫌味を言われたり叩かれたりする姿も見たくない。でも、僕では彼女を守ってあげられない。

「聖惟さんは、どうして自分の気持ちを話してくれないんですか？」

「僕がなにか言えば圧力になることはわかっているよね」

　だから言えないと琴穂から目を逸らすと、顔を両手で挟まれた。視線を無理矢理合わせられて、彼女の目を見つめる。まっすぐに向けられる瞳からは強い意志を感じた。まるで逃げないでと言っているようだ。

「聖惟さんが圧力を掛けようとするときはわかります。それに、聖惟さんの気持ちをなにも教えてもらえなかったら、私はずっとなにも決められません」

「それは……そのとおりなんだけどね」

「教えてください。私との結婚、お嫌なんですよね？」

「うん」

「じゃあ婚約なんて破棄すれば──」

「琴穂は世間を知らなすぎるから、羽木籐の言いなりになるしかない。それが嫌なんだ。僕が言えばみんな黙るだろうし、表面的には君に頭を下げるかもしれないけど、本邸にいたときのような生活になる。そんなやり方では君を守ったとは言えない」

　琴穂の顔が明らかに驚きに彩られていく。その表情を見れば、いまの言葉は彼女にとって想定外のものだったのだろうとわかる。

　これ以上続けるべきではないのかもしれないと言葉を躊躇い、視線を一度外すとまた彼女が強引に目を合わせてきた。続けてという圧力さえ感じる。それでも彼女の手はかすかに震えていて、聞くのが怖くもあるのだろう。だけど──もう逃がさない。

　そっと琴穂の手に自分の手を重ねた。

「好きな人は大切にしたい。一緒に過ごす時間を作りたいし、万全の状態で結婚式に臨んでほしい。そのためにはまだ子どもはいらないと思ってる。琴穂との時間がほしい」

「で、でも……妊娠できなかったら別の人と……」

　浅く息を吐く。

　昔はたしかにそういう風習があった。羽木籐家の後継者は土地の存続を意味したから。でも、いまの時代にそんな旧いやり方はそぐわないのだ。この土地に必要なのは、閉塞された歴史を積み上げ続けることではなく、それを壊す力。極論、この地を観光地にするくらいの壊し方をしたってかまわない。でも、羽木籐家の人間が言えばみんなが従うしかなく、平穏が壊れれば不満は蓄積される。だから、上から押さえつけるのではなく中から壊してほしい。琴穂が東京へ行きたいと言ったとき、僕はそれに期待をしたけれど──。

「都合が悪くなったら捨てる男だと思ってる？　子どもができないから君を見限ると？」

「聖惟さんはしないと思いますけど……」

「周りが納得しないだろうね」

　僕たちがなにを言おうと、羽木籐家が滅びる可能性だけは住民が反対をするのは目に見えている。この安寧を脅かす不安材料に承服などできない。

　でもいまは希望が目の前にある。大きな変化ではないが、この小さな綻びこそ僕たちが期待をしたものだ。それを琴穂が持っていることがうれしくて、つい口元が緩んだ。

「じゃあ……納得させればいい」

「え……、させる……？」

　琴穂に負担を強いるばかりになるけれど、彼女にしかできないと思う。

　彼女の頬に触れ、唇を重ねた。優しく受け止めてくれる彼女の心に何度救われただろう。彼女のそばは居心地がいい。

「琴穂。僕は君が好きで結婚を申し込んだ。君が嫌なら破談にしていい。でも僕は、それでも君を手放せる自信がない」

「……私……聖惟さんのことを好きでいていいんですか……？」

　困ったような顔をするから言うタイミングを間違えたかとも思ったが、琴穂がもじもじし始めたので困惑してしまう。

「好きでいてもらえるほうがいいんだけど」

「聖惟さんを隠し撮りしちゃいますけど」

「……赤坂堂の帰りだよね。気づいてたよ」

「ひぃぅ!?」

　シャッター音が鳴るのに、どうして気づかないと思ったのだろうか。僕のほうが、よほどたちが悪いから責めるはずもないのだけれど。

「僕もストーカーまがいのことをしてたから、気づかなかったふりをしただけ」

「ストーカー……まがい……？」

「そう。詳しいことは秘密だけど、僕はかなり君のことが好きだよ。それと、僕の束縛はだいぶ強いと思うから、それを理解した上でこれからのことを考えてみて」

「……聖惟さん……私のこと好きでいてくれたんですか……？」

　首をひねる彼女が可愛くて顔を背けて笑うと、琴穂が顔を真っ赤にしてやり場がなくなったのだろう感情にジタバタし始める。彼女を腕に閉じ込めて、赤くなる耳元に囁いた。

「物心ついた頃から好きだったよ」

　腕の中でわかりやすいくらいに熱くなっていく彼女が愛おしくてたまらない。







四








　地元に戻ってひと月がたち、別邸へ移って少しだけ呼吸が楽になった生活に馴染みはじめていた。聖惟さんの気持ちが知れたことは、とても大きかったと思う。二人でいても息苦しくなくなったし、じっと彼に見蕩れていても気恥ずかしいだけで、申し訳なさがない。聖惟さんも、ときどき私を見ていることがあって、気づくと手招きしてくれる。

　二人きりの生活はとても穏やかだ。彼の腕に抱きしめられてぼんやり過ごすことも、だれにも咎められず聖惟さんをただ見つめるだけの時間も至福だと思う。特に、聖惟さんの和服姿が格別好きな私は、別邸でも着物で過ごしてくれることがうれしくて毎日眼福だと一人でふくふくと笑っている。

　その日、彼は紺色の袷に羽織を着ていたのだが、リビングにその羽織があることに気づいて慌てて掴んだ。聖惟さんはちょっと寒がりだし、この時間なら仕事も一段落して、縁側でうたた寝をしているかもしれない。膝掛けも一枚あるといいかなと思って、それも持って彼の和室の戸をそっと開けた。

「聖惟さん、入りますね」

　たぶん声は聞こえていないだろうが、一声だけ掛けて部屋に入る。障子で仕切られた庭側の柱で眠る彼の姿を見つけた。

「やっぱり寝ちゃってる」

　足音を立てないように近づき、そばに膝を突く。膝掛けを彼の膝に、羽織は肩から掛けた。聖惟さんの隣に腰を下ろし、外の景色を眺める。目の前には梅の木がある。赤と白の二本だ。この木は、昔からあるものでそのまま置いておいたようだ。

　そこから少し離れた場所に、最近はじめた家庭菜園の畑がある。野菜を自給自足できたら頻繁に買い物に出掛けなくてもいいのでは、と思ってカブを植えてみたのだが、果たして無事に収穫できるのだろうか。

　今度は、花壇を作って種を蒔くつもりだ。聖惟さんが楽しんでくれたらいいなと思って、いろいろと情報を集めている真っ最中。聖惟さん、なにが好きかな。

　静かに寝息を立てる彼の顔をじっと見た。長いまつげが頬に影を落としている。鼻筋が通っていて高く、唇の形は何度見てもきれいだ。肌は羨ましくなるくらいの美肌で、彼を形容するなら、きれい。だけど、そんなきれいな顔とは裏腹に、首筋は太く、隆起する喉仏がやっぱり男性なんだなぁとしみじみ思う。着物で身体のラインはわかりにくいが、実はかなりがっしりしているし、スタイルがいいのでスーツも難なく着こなせてしまう。聖惟さんがオフィスにいたら、素敵すぎてみんな気が気じゃないのではないだろうか。私も聖惟さんの部下になってみたかったなぁ。

　そこで目を見開いた。聖惟さんと思いきり目が合っている。

「…………」

「僕の顔なんて見て楽しい？」

「ひ、いやああっ!?」

　後ろに三歩ほど飛び退いてしまう。

「……琴穂。さすがに傷つくよ」

「だって寝てると思ってたから。起きてるなら起きてるって教えてください！」

　バクバクする心臓を服の上から押さえながら、少し涙目になった。聖惟さんを盗み見していたなんて、できれば知られたくなかった。

「視線を感じて目を開けたら、琴穂が僕を覗き込んでたんだよ。びっくりしたのは僕」

「そう……かもしれませんけど。恥ずかしい……」

　頬を押さえてもじもじしていると、聖惟さんの手に身体を引き寄せられた。

「琴穂。温めて」

「聖惟さんは寒がりなんですから、羽織忘れちゃだめですよ」

「忘れたら琴穂が持ってきてくれるかなと思って、置いておいたんだよ」

「風邪引いたらどうするんですか」

「琴穂が看病してくれるなら、それも悪くないよね」

　ふくれっ面を作って聖惟さんを見た。すると彼は曖昧に笑って首をすくめる。

「病気なんてしたら、本邸の人からなにを言われるか……」

「そうだね。気をつけるよ」

　聖惟さんに頭を引き寄せられたので、そのまま促されて彼の肩に頭を乗せた。こうして二人で過ごしている時間は貴重だ。本邸では決してできない話ができる。聖惟さんのことをたくさん知れる。それがうれしくて、楽しくて毎日彼を好きになっていく。

　なにを聞いても彼は嫌な顔をせず答えてくれるから、いまになって初めて、聖惟さんと雑談をしている気がする。

「聖惟さんって、ほぼリモートワークですけど、毎日どんな仕事をしてるんですか？」

「尾潟ホールディングスでは特になにもしてないよ。メール対応をして、適当にアポを取って営業するだけ。ときどき書類に判を押しに本社へ行くかな」

　専務の仕事ってそんなだっけと眉根を寄せると、彼が面白そうに口の端を持ち上げた。

「本当はウィリアホテルに入るのが一番いいんだけどね。羽木籐本家の人間が二人もいたらスタッフが緊張するって言われてやめたんだ」

　当主の目が光る上に聖惟さんが常駐しているとなると、たしかにやりにくいだろう。地元出身の人にとって、羽木籐一族は神様のようなものだ。

「これだと跡を継ぐときに大変だから、学生時代にいくつか旅館やホテルで働いてたんだよ。大学に入ってから家を出たのはそのためだね」

　それでも、これから苦労するだろうけど、と彼が苦笑いする。きっと、彼は失敗さえできない立場だろうし、会社を預かるプレッシャーも大きいだろう。

「地元の人たちがもっと聖惟さんを普通の人だって思えるようになればいいんですよね」

「そうだね。僕は失敗しないと思われているようだし」

　そしてその期待に完璧に応え続ける彼は、きっと計り知れないほどの努力をしている。

「……聖惟さんは、ここを変えたいと思ってる……んですよね？」

「ここに暮らす人たちを守ることはやぶさかではないけど、変わればいいと思ってるよ」

　いまのまま、不変の生活を送るのはきっと楽だろう。昔から染みついた概念はなかなか消えない。羽木籐家が言えば変わるが、それでは根本的な解決ではないと聖惟さんは言った。彼らの一言は重すぎる。

「私、やってみたいことがあります。聖惟さん、プレゼンは得意ですか？」

「得意でも不得意でもないかな。人前に出るのは基本的に好きじゃないし」

　首をひねりながら彼が空を仰ぎ見た。

「琴穂は、なにをしたいの？」

「この地域だけで完結しているイベントを外に向けてやりたいです。あと、クリスマスもしたいです。聖惟さん、ツリー買いましょう。大きいのがいいです」

　ずいずいと迫っていく私に、聖惟さんがふっと吹き出した。

　この地域は、クリスマスというイベントが疎遠だ。お正月やお盆は力を入れるのだが、洋風文化は断固として取り入れないという意思さえ感じる。だから、まずはそこから切り崩して、本当にやりたいことは正月。当主が戻られたときに、説得を試みる。

「あと、資料作りも見てくれませんか。聖惟さんに見てもらえたら完璧だと思うんです」

　袖をくいと引っ張ると、彼の手が肩に掛けられた。そのままそっと押し倒され、覆い被さって唇を重ねる。

「いいよ。琴穂が望むなら」

「ありがとうございます……！　私、あんまり得意じゃないんです」

　ぎゅっと彼の背に腕を回すと、首筋に顔を埋められた。

「琴穂。ここでする？」

「……だ、だめですよ！　……寒いし、見えちゃうじゃないですか」

「残念」

　全然残念そうな顔をしていないから、きっと部屋に戻ったら離してもらえないのだろう。でも、それもいまはうれしいと思っている。

「聖惟さん。もっとくっついてたいです」

「するのはだめって言うのに、僕を誘うなんていけない子だね」

　明日も、明後日も、これから先ずっとこんな時間が続いていく気がする。それが楽しみで仕方がない。

　キスを交わして、しばらくは子どものようにじゃれ合った。




　カレンダーが残り一枚を切った、寒い昼下がり。仕事を終えた聖惟さんの前で私はいつかのように正座していた。机を挟むとやっぱり緊張する。落ち着きなくワンピースの裾を直しながら、ドキドキする心臓を宥めた。

　少し前までは当たり前に作っていた企画資料。聖惟さんに話を持ちかけてから一人で作り続けていたものがようやく完成した。それをいまは見てもらっている最中だ。

　白い正絹の着物と紺色の羽織を着て、彼が資料をぱらり、ぱらりとめくっていく。ときどき視線を向けられて心臓がぎゅっと縮こまった。

「……琴穂はこういう仕事をずっとやってきたの？」

「そう……ですね。やっぱりうまくできてない……ですよね」

「これが琴穂のやりたいことならいいんじゃないかな。面白そうだ」

「本当ですか？」

「驚いた顔が見られそうだしね」

　片方の口角だけ上げて、すごく悪巧みをしていそうな顔をする。聖惟さんってどんな表情でも作ってしまえるんだな、と感心してしまった。

「お正月に、当主とお話しする時間は取れるでしょうか」

「琴穂が戻ってきたと言えば、親戚中に改めて紹介をすることになるからね。他よりも優先してもらえる」

「……いまから緊張します」

　羽木籐家に一石を投じる。それはものすごく怖いことだ。相手は当主。たとえ聖惟さんが庇ってくれても、力関係では敵わない。大丈夫だろうか。

「そろそろクリスマスツリーを飾り付けないとね」

　聖惟さんの声に、緊張していた気持ちがすぐにほどけた。

　少し前に二人で出掛けて大きなツリーを買ってきた。庭に置いて、電飾で飾るのが楽しみだったのだが、まずはこの資料を作りきってしまいたかったので後回しになっている。

「楽しみです。この辺りでイルミネーションなんて見たことないですよね」

「サンタクロースも来たことはないね」

　聖惟さんがふっと笑った。

「今年は私がサンタさんをやります。聖惟さんにプレゼントを……」

「僕、あのアヒルの時計がほしい」

　真顔で言われて目を丸くする。

「びぃちゃんですか？」

「名前は知らないけど。首の取れてないやつがいい」

　彼に見せたのは首がもげたものだったから、それはそうだなと頷く。

「卵の色が虹色の七色がありますけど、お好きな色は？」

「黄色がいいかな」

　顔はあまり興味がなさそうなのだけれど、聖惟さんの声がちょっとわくわくしているように聞こえる。もっと楽しそうな顔をしてくれていいのに。

「聖惟さん、ちょっと照れてます？」

「……少しね。琴穂におねだりするのはなかなか……」

　本当に不本意そうな顔をしたので、納得しながらも笑ってしまった。

「琴穂は、十月に再会したときに渡した箱はまだ開けてないんだね」

「え？」

　顔を傾けて、思案するような素振りを見せたあと、彼が続ける。

「開けていればきっと、なにかリアクションしてくれるはずだから」

　残念そうな顔をする彼に胸がざわめいた。

「あれは婚約指輪じゃ……」

「どうだろうね」

　意地悪な笑みを浮かべたあと、彼が視線を外した。外の景色に目を向ける彼の横顔を見て、慌てて部屋を出る。本邸ならはしたないと叱られるだろうけれど、ドタバタと廊下を走って自室へ戻り、あの日彼がくれた紺色の小箱を取り出した。ずっと、紙袋に入れたままの箱は少し寂しそうだ。

　蓋を開ける。そこには、小さなメモと大粒のダイヤモンドが一粒入っていた。

『好きなデザインが決まったら教えて』と几帳面な文字で書かれていて、私はまた走り出す。聖惟さんのいる部屋へ駆け込むと彼が驚いたような顔をしたあと、ふわりと微笑んだ。

「聖惟さん……、指輪じゃなかったです！」

「そうだね」

「好きなデザイン……わからないです！」

「だから、決まったら教えてって書いたんだよ」

　のんびりとした口調で言われて、そっかと納得をした。

「聖惟さんが選んでいるものだとばかり……」

「君の人生を預かる証しだからね。それだけは琴穂が自分で選ぶべきだと思った」

　いつもと変わらない穏やかな笑みを浮かべながら、まなざしだけはいつも以上に温かで柔らかい。

　いろんなものを彼は選んで与えてくれるが、指輪だけは選ばなかった。それはきっと、彼なりの自由への約束。

　鼓動がトクトクと高鳴っていく。じゃれ合うように好きだと告げるときとも、肌を重ね合って激しく愛を囁くときとも違う、春の木漏れ日のような慈愛が伝わってくる。

　もっと早く蓋を開けていたら、そんな想いに気づけただろうか。……いや、きっとわからなかった。彼とこんなふうに話せるようになるなんて、思ったこともなかったから。

「ありがとう、ございます……。一生懸命選びます」

「身につけなくてもいいんだよ、本当に。それも琴穂の自由だ」

　きれいで大粒の石だ。どう加工しても輝くだろう。このまま取っておくのもいいのかもしれない。でも、やっぱり身につけたい。どんな加工をするかはいろいろなことが終わってからになるだろうけれど。

「聖惟さん」

　彼の前に座り、じっと目を見た。少し見つめ合っていると、顔を傾けて彼が唇を重ねてくる。優しく唇を食む仕草が好きだ。

　ぺろっと唇を舐められ、離れていく彼の頬を両手で挟む。

「琴──、ん……」

　そのままキスをすると、驚く聖惟さんの顔が見られた。

「不意打ち成功です」

「……そんなことしていいの？」

　背に腕を回されて、着ていたワンピースのファスナーが下がる。

「聖惟さん……あの……」

「嫌？」

　そろりと肩から脱がされ、ブラのホックも緩む。それらが身体から引き剥がされてショーツだけの姿にされると、やっぱり緊張はしてしまう。何度肌を重ねても慣れない。

「嫌じゃないです……けど、私も聖惟さんになにかしたいです」

「なにか？」

　首筋に顔を埋め、肌を舐められる。ねっとりとして温かく、意地悪をするようにちゅっと肌を強く吸う、彼の癖。胸元に赤い痣が残っていると、彼はうれしそうな顔をする。

「聖惟さんに喜んでもらいたいというか……好きなことも教えてほしいというか……」

　ごにょごにょと口ごもっていると、彼がわずかに目を見開いた。

「それは、いやらしいことをもっとしたいっていうお誘いかな」

「う……えっと……まあ……」

　でも、具体的になにをすればいいのかわからないので、聖惟さんに聞くしかない。

「……いいよ。できないことはしなくていいから、もう少し僕に慣れようか」

　伏し目がちな表情を作る彼の癖は変わらないが、今日の聖惟さんはいつもよりうっとりしているように見えた。

　彼が、自身の着物を緩める。帯を解いて前がさらに開かれるとドキドキしてしまうが、勇気を出して彼の肌に顔を寄せてみた。いつも彼がしているように、首筋にかぷりと噛みつく。

「くすぐったいね……」

　頭を撫でながら、もっとと促されてちゅっ、ちゅっと肌を吸う。赤く跡が残ると、得体の知れない高揚感が湧き上がった。

「……聖惟さんがどうして跡を残すのかわかった気がします……」

「ただの独占欲だよ」

　きれいな彼の身体に淫靡な痕跡が残る。他のだれでもない、私の残した跡だ。それが、彼が自分のものであるという優越感と、独占欲に繋がってうれしくなる。

「……このあとはどうすれば……？」

　もっと彼に触れていたいが、なにをどうすると喜んでもらえるのかわからない。彼の身体を前に固まっていると、頭を撫でられた。

「琴穂の好きにしていい。僕は君のものだから、君が自由にしていいんだ」

　そう言われても、よくわからなくて困ってしまう。そもそも、芸術品とも言える彼の身体を自由にするなんて罰が当たりそうだ。

「自由に……」

「……じゃあ、キスをして、琴穂」

　それならできると頷いて、彼の唇に自分の唇を重ねた。ちゅっと下唇を食むと、彼の舌に舐められ、ゆっくりと舌を絡ませていく。自分から積極的に舌を差し入れると、聖惟さんがかすかに震えた。くちゅくちゅと音を立てながら、深く舌がもつれ合う。柔らかい感触が気持ちよくて、もっととねだるように奥へと押し込んでいく。

「っ……、琴穂、もっとおいで」

　腰を引き寄せられて彼の膝を跨いだ。覆い被さるように彼の頭を抱きしめると、隙間もなくなるくらい口が重なって塞がる。

「っは……、あ、聖惟さん……」

　息が苦しくなっていく。でも、もっと聖惟さんと深く繋がっていたい。

　手を彼の首筋に添わせた。前が開かれただけの着物に触れて、それをそっと聖惟さんの肩から外して落とす。

「ここ、触ってほしそうにしてるけど、どうする？」

　胸の膨らみに手を掛けられ、試すように彼が聞く。触ってほしいけれど、もっと聖惟さんに触れたい。

「ま、まだ触ったらだめです」

「そう？　だめって言われたら触りたくなるけどね……」

　ふっと胸先に息を掛けられ、身体がふるりと震える。肉粒が痛いくらいに尖って、いつものように彼に刺激されたくて疼いた。

「せ、聖惟さんも……胸は気持ちいい？」

「どうかな。……試してみる？」

　ドキドキと鼓動が早くなっていく。本当に聖惟さんを自由にしているみたいで、すごく悪いことをしている気分だ。

　彼の手が私の頭を引き寄せる。肌に近づけられて、動悸に浅くなる呼吸のままちゅっと胸元に吸い付いた。飾りを口に含んで、いつも彼がしてくれるように舌先で転がしてみたが、反応が薄い。聖惟さんを見上げると、余裕を残した顔で私を見下ろしていた。

「……思ってたのと違います……」

　むくれ気味に言うと、聖惟さんが顔を背けて吹き出す。

「わっ、笑わないでください……！」

「ごめん。くすぐったいなぁとは思うんだけどね」

「聖惟さんも私みたいに乱れちゃえばいいのに」

　髪をさらさらと撫でられて、その手にすり寄った。

「琴穂。手を貸して」

　言われるままに彼の手に触れて預けると、そのまま彼の下肢へと導かれる。美しく、芸術的な肉体の間に、そそり立つものを見つけてぎょっとしてしまう。

「あ、あの……っ」

「触って、琴穂」

　顔を近づけて囁かれ、意識した途端に下腹部がきゅうっと疼いた。

　わかってはいるのだ。体温が高くなっていく彼の身体に触れていると、聖惟さんも高揚してくれていると理解できたし、彼には不釣り合いとさえ思える、欲望を主張する存在があることも、ちゃんとわかっている。だけど、それを目の当たりにすると少し怖い。

「いつも君の中に入っているものだよ」

　笑いを含んだ声が耳元に落ちた。彼が自身の下肢に纏われる着物や下着を取り払い、私の手を強く引き寄せる。思い切って膝から下り、促されるまま屹立を握り込んだ。

「あ、あの聖惟さん……このあと……どうしたら……」

　頭が真っ白になって、間抜けなことを口にすると聖惟さんが甘い吐息とともに笑う。

「そのまま握ってるだけでもかまわないよ」

　それでいいのだろうかと思っていると、彼の手が私のショーツに掛けられてそのまま引き下ろした。太腿をそろりと撫で上げて、ぬるぬるに溢れる蜜を掬い取る。

「こんなに濡らして……僕、まだ触ってないよ？」

「聖惟さん……触っちゃ……」

「触らなくていいの？」

　ぐっしょりと濡れる秘孔を彼の指が掠める。刺激に疼いてひくつく襞が、彼の指を呑み込もうとして恥ずかしくなった。

「ふ……っ、ん……、聖惟さん……そんなところ触ったら……」

「琴穂の身体に意識が向けられないくらい、僕の気を逸らしてみるかい？」

　面白がるように見つめて、私の手に彼の手が重ねられる。そのまま、上下に擦るように動かされて頭の先まで血が逆流した。

「せ、聖惟さん……っ」

「僕はこうされると気持ちいい」

　覗き込むように顔を寄せて唇が塞がれる。手の中でどくどくと脈動する熱を感じて、少しだけ力を込めた。

「っ……ん、琴穂……上手だね」

　唇が離れて、熱っぽい吐息のまま彼が囁く。お世辞だとわかっていても、息を詰めて恍惚とした表情を見せてくれるとうれしくて、もっとという気持ちになる。だけど。

「琴穂、もういいよね」

　かぷりと胸元に吸い付かれ、身体が仰け反った。

「あぁっ……」

　しとどに濡れた蜜口から指が入ってくる。きゅうきゅうと蠢く膣壁を押し開けながら、私の弱い場所を的確に擦られた。

「っあ、は……んっ……ぅ」

「いつもより敏感だ。気持ちいい？」

　ぐちゅぐちゅと膣内をかき回され、ねだるように腰が揺らめく。

「んあっ……、あ、聖惟さん……、私、が……する、の……」

「充分してもらったし、こんなに指を締めつけてるのにずっと我慢できる？」

　ぬちゅりと中で指を動かされ、ガクガクと腰が震える。

「あっ、あ……んっ……気持ちい……聖惟さん……あっ」

「いいね……すごく興奮してくる」

　荒っぽい手つきで胸を揉みしだかれながら、反応を窺うように膣壁を擦られる。ざらつく壁を押し上げながらかき回されると、敏感な芽がじくじくと熱く膨らんでいく。

「……聖惟さん……もっと触っていいですか……？」

「いいけど……触りたいの？」

　こくこくと何度も頷いた。聖惟さんは私の身体を隅々まで触ってくれるけれど、私は彼の身体に触れることがあまりない。彼がしてくれているように、もっと聖惟さんに触れて、私のものだと思いたかった。

「だったら手を──」

　彼の手が私の指先を握るよりも先に、身をかがめて脚の間に顔を伏せた。

「琴穂……そんなことしなくても……」

　赤黒くそそり立つ肉塊にちゅっと唇を寄せる。びくっと震えたのは聖惟さん自身だったのか、欲の証しだったのかはわからない。ただ、少し彼に近づけた気がして先端をちゅるりと口に含んだ。

「……っ、本当に……まいったな……」

　頭を撫でながら、本当に困ったように彼が呟くから目線だけを上に向けた。ちゅっ、ちゅっと吸うように唇を寄せていると、頭を軽く押される。

「そのままもう少し口に入れて」

　言われたとおりに深く彼のものを呑み込む。口の中を熱に支配されて頭がくらくらするが、舌でゆっくりとその形をなぞった。くびれに絡ませるように舌を這わせると、頭を撫でながら添えられていた彼の手にわずかな力がこもる。

「んっふ……ぅ……」

　苦しくて呻くと、掠れて消えそうな声で「ごめん」と彼が囁いた。

「手で根元を握って。ゆっくりでいいから」

　彼の言葉に従って強く天を向く熱を握り締める。どくどくと脈打って苦しげに見えた。

　ひょっとしたら聖惟さんは全然気持ちよくないんじゃないかと不安になって顔を上げると、恍惚と蕩けそうな目をした彼が視界に映る。

「聖惟さん……」

　口を離すと、つっと銀糸を引く。慌てて口元を拭ったが、聖惟さんの手が口元に当てられ、指が口内へ押し込まれた。

「っふ……んぅ……」

「もっとして、琴穂」

　鼻先へ寄せられた怒張を再び口に含む。欲望を隠さない雄の匂いに、緊張と興奮がない交ぜになって身体を疼かせる。直接身体を触られなくても、こんなにも熱くなって、聖惟さんを求めてしまう。

　彼の熱塊に舌を這わせ、筋を舐め上げる。びくびくと震えながら、口内で質量を増していくのを感じた。すでに苦しそうなくらい張り詰めているのに、まだ大きくなっていく。こんなに長大なものがいつも中に入っているのかと思うと驚きを隠せない。

「琴穂……」

　上擦ってもなお、深く甘い響きを携える彼の声に背筋が震える。彼の手が内腿をなぞって滑った。蜜口から零れた愛液が伝って、彼の指先に掬い取られる。

「もうぐしょぐしょだね……ここ、寂しくない？」

　ぬぷりと指が押し込まれて身体をこわばらせた。

「んっぅ……ふ、……んんっ……」

「琴穂の一番好きなここも、触ってほしそうに硬くなってる」

　花芯を指の腹で擦られてうずくまる。びくっ、びくっと快感に身体が跳ね上がって、彼の熱から口を離した。

「んあぁっ……あ、っふ……」

「おいで。熱くなった中をもっと強く擦ってあげる」

　優しい声に誘われて身を起こし、聖惟さんの手に招かれるまま膝を跨ぐ。ぐっと腰を抱き込まれて蜜口に硬いものが当てられる。

「琴穂。……好きだよ」

　吐息を零すように切なく、甘く囁かれた。その直後、身体を引き下ろされてぐぷっと膣内へ肉塊が侵入してくる。

「あ……っ、あ……ああっ……！」

　大きく身体が仰け反った。焦れて熱を帯びる肉壁が、待ちわびた質量に絡みついて締めつける。

「っは……、琴穂……」

　眉根を寄せて快感に耐えている聖惟さんの顔を見ると、ぞくぞくと身体を震わせる感情が這い上がってきた。歓喜とも、高揚とも違う。きっとこれは、聖惟さんのこの顔を見られるのは自分だけだという、優越感かもしれない。

「聖惟さん……気持ちいい……？」

　顔を覗き込むようにして聞くと、彼が困ったように目尻を下げた。

「かなり。こんなにいいことを教えられたら、やめられなくなるよ」

　きゅうっと胸が疼く。それに呼応して膣襞が聖惟さんに絡みついた。

「やめ、ちゃうんですか……？」

「いつも音を上げるのは琴穂だろ。それとも、寝かせないくらい抱いていいのかな」

　意地悪な笑みを浮かべながら、そっと身体を押される。後ろに傾けられて、反射的に床へ手を突いた。

「それは困りますけど……」

「じゃあ、言うことを聞くんだよ。そのまま、僕に繋がってるところを見せつけていて」

　はっとして身体を起こそうとしたが、それよりも早く彼の手に肉芽が捉えられた。

　くにくにと擦られ、腰が淫らに揺らめく。

「あっ、ん……聖惟さ……あ、あっ……」

「中、すごいひくついてる。……こうして触られると気持ちいい？」

　しっかりと杭を埋め込まれたまま、敏感な芯を擦られると否応なく締めつけてしまう。深い場所までしっかりと届く熱と形を鮮明にし、刺激を求めて蜜壷がきゅうっと蠢く。

「んっぁ……、あ……それ、だめ……」

「奥はあとでたくさん突いてあげるから」

　きゅっと肉芽を摘ままれ、彼のものを締めつけながら腰がくねった。

「っは……あ、んっ……聖惟さん……あ、や……」

　指先で敏感な粒をはじかれるたび、足をばたつかせて藻掻く。逃げ出したくて身をよじるが、腰を掴まれて逃げ出すことはできなかった。

「あぁっ……、あ、んっぅ……」

「僕に火をつけたのは君だよ、琴穂」

　熟れた果実が実を落とす瞬間を待ちわびるように、じわじわと追い詰められていく。頭の芯が痺れて、おかしくなりそうなほどの快感に頭を左右に振った。

「あ、あっ、あ……ふ……んあぁ……っ、あ、イっちゃ……あ……」

　聖惟さんの身体を押し返していると、意地悪をするように軽く揺すり上げられる。

「ああぁっ……！」

　びくん、と身体がこわばって体勢が崩れる。畳に身体が倒れ込み、浮き上がった足がびくびくと跳ね上がった。

「あっ、あっ……聖惟……んっぁ……あ、だめ……」

　じっと動かない内側の熱に与えられる刺激が恋しくて身をよじるが、彼の手に掴まれたまま身動きもままならない。きゅっと肉芽を摘まんで擦られ、畳に爪を立てた。

「ふ……あ、あっ……ああっ……！」

　快感が上り詰めていくのと同じように、身体が大きく反って全身が硬直する。

「イって、琴穂」

　促すような声を合図に、目の前で絶頂が弾けた。

「っ……んあ……あ、ああっ、んっ！」

　魚のように身体が跳ね上がり、足も腰もガクガクと震える。呼吸が止まって目の前が真っ白になっていく。

　膣壁がぎゅうっと中の異物を締めつけると、聖惟さんが眉根を寄せて覆い被さった。

「こんなに震えて……」

　そろりと下腹部をなぞられる刺激にまた身体が跳ね上がる。

「あ、ぁっ……」

　首を反らせ、大きな快感に放心してしまう。もう、しばらくは指一本も動かしたくないと思うほど頭が痺れていたが、腰が高く浮かされて聖惟さんに目を向けた。背中も浮き上がるほどの角度まで持ち上げられると、目が合った聖惟さんが口元を綻ばせた。

「聖惟、さ……、あっ──っ、あ、あああっ！」

　ズンッと強く揺すり上げられる。達したばかりの敏感な内側を、大きく膨らむ楔で抉られて、彼を拒むように手を振った。

「あぁっ……聖惟、さ……あ、やっ、あ、んああっ……」

　子宮口が潰れるのではと思うほど何度も深く穿たれる。腰から下をしっかりと抱え上げられて自由がきかず、強い快感に悶えるしかなかった。

「まだイって……っく、ふ……んあ、あっ……」

「琴穂の中は僕を離したくないようだよ……入り口が痛いくらいに締めつけてくる」

　ぱちゅ、ぱちゅと肌を打ち付けられるたび、鋭い快感が全身を駆け巡っていく。揺すり上げられることを待ちわびながらひくつく襞が聖惟さんを離したがらなくて、苦しいくらいに気持ちいい。

「っあ……あ、んっふ……お腹、熱……んぅ……ああっ……」

　灼熱に焼かれていくようで、聖惟さんの腕を掴んだ。もう、これ以上はおかしくなりそうだ。けれど、彼は優しく手を取って指を絡ませると、きつく握り締める。

「琴穂……もっとおいで」

　声が優しすぎて泣きたくなった。聖惟さんが止まらないとわかってしまう。このまま、彼が満たされるまで快楽に責められる。

「聖惟……さ……も、無理……」

「だめだよ……僕をこんなふうにしたのは君なんだから」

　パンッ、パンッと大きな動きで抽送されて身体がガタガタと震えだした。じわじわと絶頂へ追い込まれるようなものではなく、強制的な快楽を与えられることに、身体が歓喜していく。

「やあっ、あ、ああっ……！　っく……ふ……あぁ、っん……だめ、壊れ……」

　喉の奥がひりついて、声が掠れていく。ぐっしょりと汗の滲む身体が、聖惟さんが身を寄せるたびに吸い付いて彼を引き寄せる。

「そんなに叫んだら、喉が裂けるよ」

　愛おしむように見つめながら、噛みつくようなキスをされた。舌を差し込まれ、深く、深く侵入される。

「んっぅ、く……んんっ……んぅ！　ふ……」

　無意識に下肢が暴れ出す。揺すり上げられるたびに感覚が壊れていくようで、意識が鈍く痺れていく。

「琴穂は中でまだイけないから……このままずっと僕を呑み込んでいて」

　ぞくっと背筋に寒気が走った。だが、それは一瞬にして消え、熱塊が膣壁を容赦なく擦りあげる。

「聖惟さん……、あぁっ……っは、んっ……んぅっ……」

「琴穂……ひとときも離したくない……」

　ズンズンと下から突き上げられ、鈍い快感が徐々に強くなっていく。きゅうきゅうと歓喜に震える膣襞が彼を咥えてもっとと勝手にねだった。

「……好きだよ、琴穂……ずっと……」

　打擲されるたびに揺れる乳房に、彼がうっとりした様子で吸い付く。

「ああっ……、聖惟……さ……んあぁっ……」

　ちらりと視線を向けられ、目が合うと聖惟さんが安堵したように笑う。乱れて顔に張り付く髪を彼が指先で払ったあと、こめかみや頬にキスを落とされた。

「こんなにぐちゃぐちゃになるくらい喜んでもらえてうれしいよ」

　ふー、ふーとまるで獣のように荒くなる呼吸を整える。このままだと本当におかしくなってしまう。

「聖惟さん……も、イかせて……」

「僕はまだ君と繋がっていたい」

　再び胸元に顔を伏せて、ピンと尖る粒をこりこりと甘く噛まれた。

「ひ……ぅ……んっ、ふ……あ、んっ……」

　鈍い快感は少しだけ安堵できる。でも、彼がすぐに腰を振って最奥を抉った。

「っは、ああっ……あ、っ……聖惟さ……」

　ぐちゅぐちゅと愛液が混ざり合い、泡立って淫猥な音を立てる。ずるずると楔が引き抜かれ、ゆっくりと挿入されるとお腹がきゅうっと切なく疼いた。

「あ……っあ、聖惟さん……好き……」

　霞がかったような意識で彼にしがみつく。聖惟さんがゴクリと喉を鳴らし、それと同時に中を侵食する熱がさらに膨らんだ。

「琴穂……もっと聞かせて」

　ずちゅずちゅと容赦なく突き上げられて彼の背に爪を立てた。

「く……ふ……んぅ……ああっ……聖惟さん……深……っあ」

　鈍く不鮮明な感覚が、次第に大きく迫ってくる。きゅうきゅうと引き攣れるように蠢く内壁が凶暴な杭を締めつけると、聖惟さんが苦しげに額を擦りつけてきた。

「琴穂……ッ」

「んっ、ふ……」

　食べられるかと思った。大きく口を開けて、深く口づけられ、呼吸を奪われる。苦しくて朦朧としても、快楽という責め苦が続いて意識が遠のきそうだ。

　ぐりぐりと奥を擦られ、強く腰を打ち付けられる。びくっ、びくっと痙攣する身体が、じりじりとこわばっていく。

「っ……あ……聖惟……さ……あ、あ……」

　なにか、大きなものに呑み込まれそうで、彼の背に爪をより食い込ませる。ズッとひときわ大きく突き上げられた瞬間、張り詰めるように硬くなる。

「イっていいよ……琴穂……」

　甘く優しい声に促されると、身体が一気に緊張から解放された。

「……っ……あ、あっ……ああぁっ！」

　ガタガタと大きく震えながら絶頂へ昇る。快感に激しく攣縮する膣壁が張り詰める怒張をきつく締めつけた。

「琴穂……ッ、もう……」

　腹の内側で、猛る雄が大きく膨らむ。直後に引き抜かれて腹の上にどくどくと熱が吐き出された。

「ッは……ぁ……、琴穂……」

　ちゅっ、ちゅっと啄むようにキスをされたが、初めて経験した大きな快感に意識がぼうっとしてしまう。肢体を投げ出して、聖惟さんの腕にされるまま抱きしめられた。

「琴穂……」

　甘く、切なく繰り返し呼ばれ、重たい身体を動かす。彼の胸に頬を寄せると、深い安堵の息が漏れた。

「好きだ……琴穂……」

　まるで独り言のよう。でも、ちゃんと気持ちを返さなければと彼に頬に手を伸ばした。

「私も聖惟さんが好──」

　鉛のように重たくなった身体は、意識ごと深い眠りに私を引き込んだ。
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　一月一日。二日前から本邸へ戻って年始の準備に追われていた。やっぱり着物で動くのは慣れないし、クリスマス時期にイルミネーションで別邸を煌々と照らしていたから、それに対しての嫌味もまあまあ言われた。聖惟さんは楽しんでくれていたのだが、それを言ったところで周りは聞く耳は持ってくれないだろう。

　おせちや雑煮を数十人分作り、新年を迎えた。この日ばかりは、屋敷の人たちがいつもより緊張しているとわかる。昨夜遅くに当主が戻ってきているからだろう。

　聖惟さんも、来訪者の挨拶を真っ先に受けないようにするため、自室に籠もって時間を潰している。身内の挨拶を最初に受けるのは当主の役目だからだ。私も、使用人のみんなに混ざって玄関近くで羽木籐家に入ってくる親類縁者に声掛けをしていたが、当然のように挨拶なんてされなかった。そういうものとして理解しているので苦にはならないが、それよりも人が多すぎて疲れてしまう。何度も折り曲げている腰がそろそろ限界かもと思い始めた昼前。聖惟さんが、紙袋をひとつ持って私を迎えに来た。

「琴穂。父に挨拶をしに行こう」

　これからのことを思うと緊張してしまう。

「はい、聖惟さん」

　少し引きつった声で返事をしたあと、玄関に出ていた他の人たちに頭を下げて聖惟さんの後ろをついて歩く。新年といえども、彼はいつもと変わらない着物姿だ。金糸と銀糸で刺繍をされた白い羽織を着ている。赤い着物は裾に行くほど鮮やかになっていて、手触りのよさそうな生地をちょっと摘まんでみたくなる。

「琴穂にはやっぱり、派手な柄の着物は似合わないんだよ。今日着ているもののほうがずっとよく似合ってる……なんて言ったら高慢かな」

　いつもは静かな本邸がざわつく中で聖惟さんが振り返ることもなく呟く。

　今日、私が着ている着物は聖惟さんが見立ててくれたものだ。山吹色の着物で、裾に白い模様が描かれている。葉の長い植物だと思うが、シルエットだけなので判然とはしなかった。帯は聖惟さんの羽織が白だとわかっていたので、白を合わせた。

「着物は似合わないって言ってましたよね」

「派手な着物ね。母はなんでも派手にしたがるから」

　いくつか仕立てて準備をしてもらっていた着物は、たしかにどれも華やかだった。着物なんだから、という理由でたくさんもらったが、似合っているかはわからなかった。

「あのときはちょっとショックだったんですよ」

「受け取り方の問題だよ。含みを持たせなかったとは言わないけどね」

　ちらりと聖惟さんが振り返り、かすかに微笑んだ。その顔を見てむすっとした顔を作ったが、すぐに二人で笑い合う。少しだけれど、緊張がほぐれた気がする。

　一月一日の本邸は、障子や襖がほとんど外されて一続きの部屋になる。もっとも上座に座るのが当主。そこから本家に血筋が近い順で上座から座っていくのが決まりだ。

　大座敷へ聖惟さんが足を踏み入れる。膳を並べて食事やお酒を楽しむ人たちの間を通って、最奥の当主の前へ彼が座った。それに続いて私も右後ろに膝を突いた。

「当主、お帰りなさいませ」

　畳に手を突いて、聖惟さんがゆっくりと声を発する。その声は、一本の糸がきつく張り詰めるような緊張感を携えていた。周囲の注目が一瞬で集まる。

「ただいま。留守の間はご苦労だったね、聖惟」

　声は聖惟さんとよく似ている。顔を伏せているので七年ぶりに見る当主の面差しはわからないが、昔から当主と聖惟さんはよく似ていた。線の細い、優しげな男性だ。

「なにか困ったことはなかったかな？」

「はい、特には。琴穂が戻っていますのでご挨拶をさせていただきたく存じます」

　聖惟さんが顔を上げたのがわかった。喉を上下させ、顔を伏せたまま口を開く。

「ご無沙汰しております、当主。七年ぶりにこちらへ戻ってまいりました」

　声が震える。畳に突いているはずの指先も、カタカタと震えはじめていた。

「お帰り、琴穂さん。東京はどうだった？」

　当主がそう言った瞬間、周囲がざわめいた。

　配偶者とともにここを出て行くことはあるのだが、私は単身で出て行った。その話は噂になっていることだろう。あの気丈な母がいたたまれない思いをしたと言っていたくらいだ。きっと、相当な陰口があったはずだ。

「はい。多くを学ばせていただきました」

「それはなによりだよ。琴穂さん、顔を上げて」

　言われるまま、顔を上げる。穏やかに微笑む当主は、記憶のまま聖惟さんとよく似た面差しをしていて、優しそうだった。

「結婚式の日取りは決まったら連絡をしてくれるかな」

「はい……」

　子どもができるまで結婚はない。それが羽木籐家の慣習だ。それに、結婚式は地元の神社で白無垢を着る。それも素敵だけれど。

「楽しみにしているよ、琴穂さん。下がっていいよ」

　当主の声に、反射的に従おうとしてしまうのはこれまでの習慣のせいだろう。引き下がりそうになるのをぐっと堪え、せり上がってくる緊張に呼吸を整えた。

「……聞こえなかったかな。下がっていいよ、琴穂さん」

　当主の声は、純粋に疑問符だけを浮かべている。決して威圧的ではない。でも、やっぱり怖くなる。逃げ出せるものなら逃げ出したいけれど、それをしたら私は聖惟さんに一生合わせる顔がなくなってしまうだろう。

　勝手に震える唇をゆっくり開いた。

「ご当主に、折り入ってご相談したいことがございます」

　手を突いて顔を伏せると、当主がまた「顔を上げて」と促す。

「いまでないといけないことかな？　琴穂さんとはあとでも話せそうだけれど」

　すうっと目を伏せて、張り詰めていく声に怯んでしまいそうだ。当主を前にして、私の意見なんて言わなくていいんじゃないかとさえ思う。この地域の人たちも、羽木籐の親類縁者も敵に回すようなことなのだから、口を噤んで引き下がればいい。でもここで諦めたら、きっと聖惟さんをがっかりさせる。そちらのほうがすごく嫌だ。

「いま、この場でお話がしたいです」

「……年始めの祝いの場だということは心得ている？」

　当主の隣に座ったお義母様がどこか気遣わしげな目を私に向けた。黒く華やかな着物がすごくきれいだな、と一度現実逃避したあと、しっかりと頷いた。

「承知しております。ご無礼とわかった上で、ぜひ聞いていただきたく存じます」

　言い終えた瞬間、大きな足音を立てて人が入ってきた。入り口のそばですぐに足を止めたが、振り返らなくてもその足音がだれのものかはわかる。間違いなく母だ。当主と一族の人たちの前で、私が無礼を働くことが許せないのだ。でも、もう引き下がれない。

「いいよ、わかった。話してごらん」

　当主がそっと手を上げた。制止を示すその仕草は、後ろにいる母に向けられたもの。

「結婚式についてなのですが、今年の秋に執り行いたいと聖惟さんと決めました」

「それは聖惟の口から伝えるべきじゃないかな。子を授かったことは喜ばしいけれど」

「……いいえ。私はまだ妊娠の兆候はありませんし、その予定もありません」

　周囲が、東京へ出たという話のときよりもざわめいた。だけど、当主はそんな雑音は聞こえていないような素振りで、首を傾ける。

「なにか問題があったかな？　授かりにくい体質だった？」

「申し訳ありません。そういった検査は受けていません」

「では早急に検査をしておいで。話はそれからにしよう」

「ご当主、申し訳ありません。なにがあっても、私は聖惟さんと結婚したいです」

　聖惟さんからは一切の助け船は出ない。彼の発言はあまりに強すぎるから、しばらくは静観していてほしいと頼んだ。当主さえ、聖惟さんの言葉は蔑ろにできないのだから。

　だけど、私は孤独じゃない。隣には聖惟さんがいてくれる。その気配感じられるだけで、すぐにくじけて逃げ出したくなる気持ちが奮い立った。

　だれかが膳をひっくり返す音が後ろで聞こえる。おそらく一族の人だろう。身体をこわばらせ、罵られることを覚悟した。

「琴穂さん。それは聖惟が役目を果たせない選択だよ。羽木籐家を潰すつもりかい？」

「申し訳……ありません。万一があれば精一杯手を尽くします。ですので……」

「百歩譲ってそれを認めるとしよう。なぜ今年の秋に挙式する必要があるのかな。子を成さずにいると言うのなら、内縁の妻でいいはずだね」

　いまの時代、事実婚も珍しくはないけれど、この地域では愛人という認識でしかない。聖惟さんがどこでなにをしていても、咎めることなど許されない立場になる。

「そのとおりなのですが……」

「挙式する日取りは、これまでと変わらず君に子が宿ってからだよ。神社の準備もそれから取りかかればちょうどいい時期になる。日取りは聖惟が決める」

　ああ……やっぱり当主を相手にうまく話せるわけがなかった。ここまで言い切られて、どうやって話を誘導すればいいのだろうか。

「……父さん。僕が日取りを決めなければならないというのであれば、十月十八日に決めたいと思います」

　聖惟さんが口を開いた。このあたりが限界だと判断したのだろう。顔を伏せた体勢のまま、首をひねって聖惟さんを見る。彼は、私を見てくすりと笑った。

「聖惟。話を聞いていただろう？」

「聞いていました。だから僕が直接伝えています」

「それまでに琴穂さんが身ごもる保証はあるかい？」

「どうでしょうね。琴穂が妊娠しないように、なるべくしているので」

「……聖惟」

　諫めるように当主が呟く。

「琴穂には計画があるそうなので、まずは聞いていただけませんか」

「私がわざわざ聞く必要のある話かな。聖惟の話ならともかく……」

「必要のある話ですよ」

　聖惟さんの声がぐっと深みを増した。彼の手が私の手に添えられて、身体を起こすように促される。心臓がバクバクと早鐘を打っているが、聖惟さんが差し出してくれた紙袋から書類を取り出して当主の前に出した。

「……これは？」

「資料です。ご当主、私はウィリアホテルで挙式したいと思っています」

　覚悟も、決心もしないまましゃべり出したから、頭が真っ白だ。

「ここでは、神社で執り行うのが一般的だよ」

「でしたら、ホテル挙式のあとに神前式もいたします」

「……二回も？」

　呆れ声に心がくじけそうになるが、なんとか気持ちを奮い立たせる。

「五ページ目をご覧ください。ウィリアホテルでチャペル挙式をした際にかかる費用と、ホテルの収益を推定しました」

「……それで？」

　優しげだった当主の表情がふと引き締まったのは、きっと経営者として資料を見てくれているから。これなら話を続けられそうだ。

「羽木籐家次期当主の結婚式ですから、盛大に執り行う必要があります。親類縁者の方も、全員がかならずご出席なさるはずなので……！」

　語尾を強くして、いったん言葉を切った。当主がちらりと私を見て、口の端を上げる。

「挙式にかかる費用よりも圧倒的にウィリアホテルの収益が上回ります」

「そうだろうね。だけど、それでは神社の損失が大きくなる。私たちはこの地域に支えられているから、無作法をするつもりはないよ」

「ですので、二回執り行います。ウィリアホテルでは羽木籐一族の皆様と、仕事の関係者をお招きしてご挨拶をさせてください」

　当主の様子を窺いながら言葉を一度区切る。

「……続けて」

　その答えに、内心でほっとしながら何度も練習した文言を脳内から引っ張り出した。

「聖惟さんは現在尾潟ホールディングスの専務ですので、こちらの社員の列席も見込めます。尾潟ホールディングスは一族を離れているので行事ごととは疎遠です。ここで、改めて繋がりを作るのも今後のウィリアホテル、並びに羽木籐一族の皆様の充分な利益に繋がるはずです」

　ぱらぱらと当主が資料をめくる。膳が邪魔になったのか、脇へよけてじっと文字を目で追っていた。時間を掛けて作った資料だから、隅々まで読んでもらえるのはうれしい。

「神社側へのフォローについても話して」

「はい。こちらの神社では、これまでどおり地元の皆様にご出席いただきたいです。ウィリアホテルは遠方ですし、東京まで出るのが難しい方もいらっしゃいますので」

「そうだね。それに、東京に行くなんてと否定的な声もある」

　ふふと当主が楽しげに笑った。その好感触な反応に、内心でガッツポーズをする。

「いつもどおりの祭祀をおこなうことで、神社は損失を受けることはないと思われます。赤坂堂への依頼もできますので、こちらについてはまったく問題はないかと思いますが」

「だけど、琴穂さんは二度もいいの？」

「はい。私はドレスも白無垢も着たいです……！」

　前のめりになって言うと、当主が顔を背けて笑い出した。

「ですが、二度もお式を挙げますと、身重ではなかなか難しいです。ぜひ、ご配慮をいただければ、これまで以上の利益が見込めるかと。なにとぞ、前向きなご判断を……」

「結婚式は、そういった方向性もいいかもしれない。でも、後継者の話は別だよ」

　ぐっと押し黙った。こればかりは、頑張ればどうにかなるという話ではない。私に問題がないとは言い切れないし、羽木籐家にとっては切実なものだ。

　盗み見るように当主を見た。感情の読めない表情を向けられていて慌てて視線を外す。そんな私にかまわず、当主が言葉を続けた。

「大勢の前でする話ではないから、また改めて──」

「別に、この家を必死で存続させる必要もないでしょう」

　聖惟さんが事もなげにそんなことを言う。ぎょっとして彼の顔を凝視してしまった。

「聖惟。お前はこの家を軽んじすぎだ」

　当然、当主の声は厳しいものになる。

「重苦しく受け止めすぎですよ。なくなったって、みんなどうにかできるはずです」

「羽木籐家は長くこの土地と共生してきた。ここに暮らす人たちを守るのは義務だ」

「いま、都会へ出ることを反対している人たちは、これまで同様に僕が力を貸せるでしょう。でも、そこから先は違う生き方を模索すればいいんです。女性も、羽木籐家で雇うのではなく、羽木籐グループに就職してもらえばいい」

　当主が苦い表情を作る。これまで積み上げたものを崩すのは勇気がいることだ。ましてや、その決断を下すとなれば当代の当主に責任がのしかかる。

　私がしたことは、現当主と次期当主を対立させるだけのものだったのだろうか。そんなことを望んではいなかったけれど、そうなることは容易に予想できたはずだ。でも……。

　人を食うような対応をする聖惟さんは珍しいし、それに応じる当主もちょっと楽しそうに見えるのはなぜだろう。

「ここにある学校法人も、いずれはお役御免ですよ。もう、子どもも少ないですよね」

「それはそうだけどね……」

「住民は子どもがいなくてもいいのに、僕たちには絶対というのは変じゃないですか？　人のいなくなった土地で、子や孫らを縛り付けるのが父さんの望むことなのですか？」

　この土地には人が入ってこない。娯楽もない。子どもも、若い夫婦も少ない。そんな土地に未来はないのだ。いつか、消える集落だと皆が気づいていて、見ない振りをしている。私たちはこの土地から出ることを嫌い、羽木籐家と暮らしてきたが、この土地に一番縛られているのは彼らなのだ。古くから続く名家で、地主であったゆえに住民を庇護する役目を背負わされた。

「僕たちは、この土地から自発的に離れることはできないので、中から壊してくれる人をずっと待っていたはずです。だから琴穂を東京へ送ることに、父さんも賛成したのではないのですか？」

　目を見開いた。聖惟さんがそんなことを言っていたが、それは彼だけの考えだと思っていた。でも、当主もこの土地の終わりを感じ、いつからか課せられた呪縛から逃れたかったのだとしたら。当主に目を戻す。思案して、答えを迷っているのが見て取れる。そんな当主の手を、お義母様がそっと握った。『蒼宇さん』と呟いたのがわかって、私は手をぎゅっと握り締めた。

「……私も、琴穂さんに期待をした一人だった。君のような人はいままで現れなかったから、その好奇心に賭けてみたくなった」

　当主は普段からゆっくりと、はっきりと言葉を紡ぐ。それがいつにも増してゆったりしていたのは、当主自身がその言葉にためらいが消せないからだろう。

　この土地はおかしいと言うことは簡単だ。でも、その責任を負うのは当主と、それに加担した聖惟さん。お義母様だって非難されかねない。彼らは、絶対的な安寧を投げ出して賭けをしたのだ。

　私という無力で小さな駒に、彼らがこれまで積み上げてきた信頼や地位のすべてを支払おうとしている。

　私は、聖惟さんや当主の期待に応えられたのだろうか。応えていけるだろうか。

　じっと当主を見つめて、次の言葉を待った。

　当主は、一度目を伏せてしばらく黙考したあと、丁寧に居住まいを正した。

「私たちはこの土地に強く影響を与えすぎる。……琴穂さん。この土地に根付く風習を、どうか壊してください」

　当主がゆっくりと腰を折った。焦って狼狽える私に、お義母様も当主に倣って腰を折る。そして、聖惟さんまでもが同じようにしたのだ。

「待っ……」

　あたふたして、頭が真っ白になっていく。もう、気絶してしまいたいほどの状況だ。

「ご当主。私はなにもできそうにありません……！　どうやってそんなことを……」

　この土地を守るために勉強をしてきた彼らとは違う。ずっと安穏と暮らせていた状況を壊そうとすれば、住民から強烈な批判もされる。私はそれに耐えられるほど強くない。

「それについて、当主に提案があります」

　聖惟さんが身体を起こし、私を見てにこりと笑うので、嫌な気配をびしびし感じる。

「琴穂をウィリアホテルで雇ってはどうでしょうか。琴穂は仕事を楽しそうにしていたし、実際、商品化されるほどの企画を出せるようなので、面白いと思いますよ」

　ぽかんとする私をよそに、当主が真剣に悩んでいた。

「ま、待ってください。ウィリアホテルで働くなんて……」

　腰を浮かせて制止しようとしたが、当主が先に「そうだね」と頷く。

「女性幹部を育成することも考えていたから、琴穂さんに任せるのもいいかもしれない」

「ご当主……私にそんな実績も実力もありません……」

　もう泣きたい。親類縁者の視線を集めているだけでも口からなにか出てきそうだったのに、これ以上彼らの気持ちを逆撫でしないでほしい。

　けれど、当主はかまわずに口を開く。

「聖惟と結婚するということは、そういうことだよ。君にもこの土地を守ってほしい」

「それは羽木籐の家に入って、しきたりを学んで……ということですよね」

「そのしきたりをなくそうと言っているのだから、新しいことに取り組んでもらわないといけない。それとも、聖惟との結婚はなかったことにするかい？」

　ぐっと押し黙った。なかったことにすれば、羽木籐家と関わらないでいられるのだろうか。聖惟さんへの気持ちも消せるのだろうか。一度は諦めようと思ったのに、やはり無理だったこの気持ちを──。

「申し訳ありません。私は聖惟さんを諦めたくありません」

「だよね」

　当主が悠然と笑う。それとは対照的に、聖惟さんが驚いたような顔をした。

「琴穂さん。君にはウィリアホテルの幹部候補としてしっかりと働いてもらう。女性にも充分な能力があるということを、この土地の人たちに示してほしい。それと、聖惟もウィリアホテルへ移るといい」

　すぐに表情を戻して、聖惟さんが一度腰を折った。

「謹んでお受けいたします」

「うん。では話は一通り終わったね。下がってかまわないよ」

「ひとつだけ、僕から皆さんにお伝えしておきたいことがあります」

　ざわめいていた周囲が、聖惟さんの言葉を待つように静まった。彼の声が、冷えて強い意志を覗かせる。

「琴穂のことを非難するのは自由です。好きになさればいい」

　まさかこの空気の中で自由に非難していいなんて言われるとは思わずぎょっとしたが、聖惟さんはにこりとも笑わずに続けた。

「でもそれは、僕の両親や僕にも聞かせられるという大前提でおこなってください。暴力や陰口、嫌味なんて慎みがないですからね。……羽木籐家を重んじるのなら、相応の振る舞いは心がけてください」

　聖惟さんがちらりと顔を向けたのは、母や女中さんだった。

「これらを守ってくださらない場合は、僕を軽んじたということになるので、ちゃんと対応させていただきます。……では、当主」

　ゆっくりと頭を下げる聖惟さんに倣って、私も手を突いて深くお辞儀をした。

「僕たちは下がります。お時間をいただき、ありがとうございました」

　聖惟さんに促されて立ち上がり、来た道を引き返した。座敷を出たところで母に睨まれたが、私は視線を外してすぐに立ち去る。このまま母とはわかり合えないのだろうか。

「桐尾さんとは、いずれ仲直りできるよ」

「そうでしょうか。お母さんにすごく恨まれてると思います、私」

「恨むというか……羨ましいんじゃないかな。桐尾さんも外の世界を見てみたかったのかもしれない。でも、それはできない世代だったんだろうね」

　都会に憧れながら、どこへも行くことができなかった時代というのは存在するだろう。ちょうど母の世代が古い考えと新しい考えの板挟みになったころかもしれない。そう思うと、母が私を叱りつけた理由も納得できてしまう。

「びぃちゃんで機嫌直してくれないかな……」

「あのアヒルでどうにかなるなら、たぶん本気で怒ってないよ」

　聖惟さんに手を握られ、そのまま玄関へと向かった。草履を履いて出掛けようとするので、私も慌てて草履を履く。

「聖惟さん、どこへ行くんですか？」

「赤坂堂。雪兎のまんじゅうを作ったと聞いているから、食べに行こう」

「わあっ、楽しみですね」

　するりと聖惟さんの腕に自分の腕を絡ませた。

「デートみたいです」

「そういえば、デートなんてちゃんとしなかったね。今度どこか出掛けようか」

「私、テーマパークのパレードを見に行きたいんです」

　聖惟さんが笑った。花のつぼみが綻ぶような優しい表情で、私の胸をときめかせる。

「……それとね、聖惟さん。もらったダイヤモンドなんですけど」

「どうするか決めた？」

「ペンダントにしていいですか？　婚約指輪だと、結婚したら出番が減っちゃうので」

「いいよ。琴穂の好きにしていい」

　赤坂堂へ向かう坂道の前まで来ると、彼が足を止めた。見上げた私に、聖惟さんが身をかがめて顔を寄せてくる。

「ずっと、君を愛してる」

「……はい！」

　そっと唇を触れ合わせ、照れながら見つめ合う私たちの間に、白い雪がちらついた。
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　このたびは作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作は、現代でありながらも独特の風習がある架空の田舎が舞台です。

　この独特な価値観を持つ土地を舞台にしようと決めたとき、絶対にヒーローの普段着は和服がいいと思っていました。和装男子は大丈夫かなとか、和服でのラブシーンは待ったがかからないかなとドキドキしていたのですが、編集さんからはどちらも歓迎していただけて、ノリノリで書いていました。

　和服を着た男性の、あの、首元の加減がなんともセクシーで好きです。

　イラストにつきましても、和服を残していただきつつのオーダーをしていただけまして、内心では拳を高く突き上げました。

　一方で、ヒロインの着物は脱がせていただくという、攻めた画面。服を着ていないのはさすがにだめかなと思ったのですが、大丈夫とのお返事。これからもヒロインには脱いでもらえる作品作りをしようと、固く決意しました。女体美、素晴らしいです。

　そんな素敵なイラストをご担当くださった千ち影かげ透とお子こ先生。本当にありがとうございます。

　千影先生の描かれる男性は本当にセクシーですし、女性は清楚で可愛らしく、大好きです。

　ラフを拝見させていただいて、ぜひこちらの構図でとお願いをしたのですが、腰元のくびれがいい。脚の付け根が超セクシー。お胸が柔らかそう。おへそ素敵。ヒーローの足がきれい。……と、最高でした。

　ヒーローも、目で黙らせる系をイメージしていて、そのようにお願いをしたところ、優しげで、でもふとした瞬間に糸を張り詰めるような空気感のある美男にしていただけました。

　ずっと書きたかった世界観が、どなたかのお目に止まり、お気に召していただけると幸いです。

　いつも作品作りにお力をお貸しくださる編集様、千影透子先生、デザイナー様、出版社様。本当にありがとうございます。

　この作品をお読みくださったすべての方に、感謝を伝えたいです。

　出会ってくださり、ありがとうございます。






桜旗とうか
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